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701年-03:00|ｴﾁｵﾋﾟｱ/ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ|  |||ｴﾁｵﾋﾟｱのｱｸｽﾑ王国軍がｼﾞｯﾀﾞを攻略
701年-02:00|ﾎﾞﾂﾜﾅ|  |||ﾎﾞﾂﾜﾅ､ﾘﾝﾎﾟﾎﾟ川流域ﾄｳﾂｪに最古の国家
701年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｲﾀﾘｱ王･ﾗﾝｺﾞﾊﾞﾙﾄﾞ王｢ﾗｼﾞﾝﾍﾟﾙﾄ｣ｺﾞﾃﾞﾍﾞﾙﾄの子､ﾍﾞﾙﾀﾘｰﾄﾞの甥(~同年死去)⇒｢ｱﾘﾍﾟ
  ﾙﾄ2世｣ﾗｼﾞﾝﾍﾟﾙﾄの子(~712年3月,ﾍﾞﾈｳﾞｪﾝﾄ公国･ｽﾎﾟﾚﾄ公国など南部諸侯に加え､ｳﾞｪﾈﾂｨｱの攻撃などに翻弄され
  た末に戦死)
701年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｲﾀﾘｱ･ﾗﾝｺﾞﾊﾞﾙﾄﾞ対立王｢ﾛﾀﾘ2世｣反乱(~同年)
701年1月28日-08:00|中国|  ||武周･久視1年12月14日|再び生類殺生禁止令(生類憐みの令)を解き､祭祀用の牲
  牢を従来通りに戻した
701年2月13日-09:00|日本|京都府京都市西京区|文武5年|秦忌寸都理が松尾山大杉谷の磐座の神霊を勧請し松尾
  大社(松尾さん)創建(日本第一酒造神)
701年2月13日-09:00|日本|静岡県浜松市|文武5年|行基,秋葉山本宮秋葉神社開山
701年2月13日-09:00|日本|和歌山県日高郡日高川町|文武5年|義淵､文武天皇,道成寺創建<和歌山県最古の寺>
701年2月13日-08:00|中国|  ||武周･大足1年|武周･武則天が大足と改元
701年2月13日-09:00|日本|  ||文武5年1月|流刑されていた役小角が戻される
701年2月13日-09:00|日本|大阪府河内長野市|文武5年1月以降|役小角が雲心寺(観心寺)を開く
701年2月13日-08:00|中国/日本|  ||文武5年1月|粟田真人ら遣唐使を派遣､｢日本｣を名乗った最初の外交使節
701年4月13日-09:00|日本|  ||文武5年3月1日|大宝令の官位が施行される.中納言は廃止
701年5月3日-09:00|日本|  ||大宝1年3月21日|対馬からの金の献上により朱鳥から大寶(大宝)に改元
701年5月3日-09:00|日本|京都府|大宝1年3月21日以降|山背国という表記で国が建てられた/畿内に位置(山州､
  城州､雍州)/現在の京都府南部
701年5月8日-09:00|日本|  ||大宝1年3月26日|<大宝地震>丹波(当時は丹波と丹後は同じ)で地震/3日間続く/若
  狭湾凡海郷島が沈没し､頂上二つの小島(冠島･履島)/5月12日とも言う
701年7月11日-09:00|日本|  ||大宝1年6月2日|はじめて内舎人を任じる
701年7月16日-09:00|日本|  ||大宝1年6月7日|<死去>役小角(68歳)呪術者､修験道の開祖
701年7月17日-09:00|日本|  ||大宝1年6月8日|大宝令を施行
701年9月7日-08:00|中国|  ||武周･大足1年8月|突厥の黙啜が辺境へ来寇/安北大都護相王を天兵道元帥として､
  諸軍を率いて攻撃させが､彼等が到着する前に虜は撤退
701年9月8日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<死去>第84代ﾛｰﾏ教皇｢ｾﾙｷﾞｳｽ1世｣
701年9月9日-09:00|日本|  ||大宝1年8月3日|<大宝律令>｢大宝律｣(わが国初の刑法典)完成
701年9月27日-09:00|日本|  ||大宝1年8月21日|安芸･長門など17か国,蝗･大風の害を被る
701年10月2日-09:00|日本|  ||大宝1年8月26日|大和王朝､高安城を廃城
701年10月30日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>第85代ﾛｰﾏ教皇｢ﾖﾊﾈｽ6世｣(~07050111死去)
701年11月5日-08:00|中国|  ||武周･長安1年10月|武周･武則天が長安(-704年)と改元
701年12月11日-09:00|日本|  ||大宝1年11月8日|初めて造大幣司を任じ､弥努王と引田尓閇を長官とする
702年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ｶﾞﾙｱ王国ﾏﾊﾗｼﾞｬ｢Mandiminyak｣(~709年)
702年-07:00|ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ|  |||真臘が分裂し､南部低地の水真臘と北部山地の陸真臘となる
702年-03:00|ｴﾁｵﾋﾟｱ/ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ|  |||ｱｸｽﾑ軍への報復としてｱﾗﾌﾞがｱｸｽﾑ領の諸港を占拠
702年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ﾊﾞｲｴﾙﾝ公(ｻﾞﾙﾂﾌﾞﾙｸ)｢ﾃｵﾄﾞﾍﾞﾙﾄ｣ﾃｵﾄﾞの息子(~719年)
702年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<廃位>ｲﾀﾘｱ王･ﾗﾝｺﾞﾊﾞﾙﾄﾞ王｢ﾘｳﾄﾍﾟﾙﾄ｣
702年1月29日-09:00|日本|  ||大宝1年12月27日|<死去>大伯皇女(大来皇女)(41歳)天武天皇の皇女､伊勢斎宮
702年2月2日-09:00|日本|愛知県新城市|大宝2年|利修が鳳来寺創建
702年2月2日-09:00|日本|鹿児島県|大宝2年|日向国から唱更国(後の薩摩国)を分立させた
702年2月2日-09:00|日本|福井県敦賀市|大宝2年|氣比神宮創建
702年2月2日-08:00|中国|  ||武周･長安2年1月|突厥が鹽､夏二州へ入寇
702年2月18日-08:00|中国|  ||武周･長安2年1月17日|始めて武挙を設けた
702年4月2日-09:00|日本|新潟県|大宝2年3月|越中国[頚城郡､古志郡､魚沼郡､蒲原郡](新潟県本州部分の残り)
  →越後国
702年4月9日-09:00|日本|  ||大宝2年3月8日|日本初の度量衡が実施される
702年4月24日-08:00|中国|  ||武周･長安2年3月23日|突厥が石嶺を撃破し､并州へ入寇
702年5月14日-09:00|日本|  ||大宝2年4月13日|諸国国造の氏を定める
702年7月28日-09:00|日本|  ||大宝2年6月29日|第7回遣唐使派遣/粟田真人､坂合部大分､巨勢邑治､山上憶良､道
  慈､弁正ら
702年7月29日-09:00|韓国|  ||新羅･聖徳王1年7月|<死去>新羅王｢孝昭王｣
702年7月29日-09:00|韓国|  ||新羅･聖徳王1年7月|<即位>新羅王｢聖徳王｣(~737.2)
702年8月26日-08:00|中国|  ||武周･長安2年7月29日|突厥が代州へ来寇
702年8月28日-09:00|日本|鹿児島県熊毛郡|大宝2年8月1日|薩摩多ﾈを征討
702年10月3日-08:00|中国|  ||武周･長安2年9月8日|突厥軍が忻州へ侵攻
702年10月26日-09:00|日本|  ||大宝2年10月|大宝律令を諸国に頒布
702年11月-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ/ｱﾝﾄﾞﾗ|  |||<死去>西ｺﾞｰﾄ王国国王｢ｴｷﾞｶ｣
702年11月8日-08:00|中国|  ||武周･長安2年10月14日|吐蕃の国王が万余人を率いて茂州へ来寇/都督の陳大慈
  がこれと四戦して全て撃破
703年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ｼｬｲﾚﾝﾄﾞﾗ朝国王｢Mandiminak｣(~710年)



0800迄(2112件)

703年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｽﾎﾟﾚｰﾄ公｢ﾌｧﾛｱﾙﾄﾞ2世｣(~724年)
703年1月1日-09:00|日本|  ||大宝2年12月10日|初めて美濃岐蘇山道を開く
703年1月7日-08:00|中国|  ||武周･長安2年12月16日|唐が庭州(ﾄﾙﾌｧﾝ)に北庭都護府を設置
703年1月13日-09:00|日本|  ||大宝2年12月22日|<死去>太上天皇(第41代持統天皇)/58歳(誕生:大化1(645))我
  が国初の天皇の火葬となる
703年1月30日-09:00|日本/韓国|  ||大宝3年1月9日|新羅国が､沙ｷｭｳ(薩ｷｭｳ)のｺﾝﾌｸｺﾞ(金福護)･級伐ｷｭｳ(級ｷｭｳ)
  のｺﾝｺｳｹﾞﾝ(金孝元)を派遣し､国王(32代･孝昭王､在位692～702年)の死去を報告/5.2帰国
703年2月10日-09:00|日本|  ||大宝3年1月20日|刑部親王知太政官事に就任
703年4月6日-09:00|日本|  ||大宝3年3月16日|国博士と郡司の任用法を改める
703年7月19日-08:00|中国|  ||武周･長安3年6月|寧州で大水が起こり､二千余人が溺死した
703年8月17日-08:00|中国/日本|  ||大宝3年7月|日本国の使者粟田真人らが､唐に到着/総員204人
703年8月21日-09:00|日本|  ||大宝3年7月5日|庚午年籍を戸籍の原簿と定める
703年11月5日-09:00|日本/韓国|  ||大宝3年9月22日|文武天皇が､従五位下の波多の朝臣広足を､遣新羅使に任
  命/翌年8月3日帰国
704年-08:00|中国|  |||<死去>吐蕃ﾂｪﾝﾎﾟ｢ﾃｨ･ﾄﾞｩｰｿﾝ(器弩悉弄)｣/南境の諸部族が､皆､造反､陣中にて卒す
704年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｴｾｯｸｽ王｢Swaefraed Saebban sunu｣
704年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾏｰｼｱ王｢ｴｾﾞﾙﾚｯﾄﾞ･Pendan sunu(ｴｾﾞﾙﾚｯﾄﾞ1世)｣
704年 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ上王｢ｺﾝｶﾞﾙ･ﾁｪﾝﾏｶﾞｲﾙ｣(~710年)
704年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ﾏｰｼｱ王｢ｺｴﾝﾚｯﾄﾞ･Wulfheres sunu｣(~709年死去)
704年6月16日-09:00|日本|  ||慶雲1年5月10日|｢慶雲｣と改元
704年8月5日-09:00|日本|  ||慶雲1年7月1日|第7回遣唐使帰国/副使は707年/大使は718年帰国/帰路､第二､三､
  四船遭難
704年9月4日-08:00|中国|  ||武周･長安4年8月|黙啜と和親が成立
704年9月6日-09:00|日本|  ||慶雲1年8月3日|遣新羅使波多広足ら帰国
704年11月10日-09:00|日本/韓国|  ||慶雲1年10月9日|文武天皇が､正六位上の幡文の造通を､遣新羅大使に任命
  /翌年5月24日､帰国
704年12月14日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾉｰｻﾞﾝﾌﾞﾘｱ王｢Ealdfrith Osweowes sunu｣
704年12月14日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ﾉｰｻﾞﾝﾌﾞﾘｱ王｢Eadwulf｣(~705.2)
705年-08:00|中国|  |||<即位>吐蕃ﾂｪﾝﾎﾟ｢ﾃｨﾃﾞ･ﾂｸﾞﾂｪﾝ(尺帯珠丹)｣(~755年死去)
705年-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ/ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||ｳﾏｲｱ朝のﾎﾗｻｰﾝ総督ｸﾀｲﾊﾞがﾊﾞﾙﾌを占領
705年-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||<就任>ｳﾏｲﾔ朝ｴｼﾞﾌﾟﾄ第8代ｱﾐｰﾙ:ｱﾌﾞﾀﾞﾗ･ｲﾋﾞﾝ･ｱﾌﾞﾄﾞ･ｱﾙﾏﾘｸ･ｲﾋﾞﾝ･ﾏｰﾜﾝ･ｲﾋﾞﾝ･ｱﾙﾊｶﾑ(~7
  09解任)
705年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ﾌﾘｳｰﾘ領主｢ｱﾄﾞ｣
705年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ﾌﾘｳｰﾘ領主｢ﾌｪﾙﾄﾞｩﾙﾌ｣(~同年)⇒｢ｺﾙｳﾞﾙｽ｣(~706年)
705年-01:00|ｱﾙﾊﾞﾆｱ|  |||<即位>ﾐﾌﾗﾆｰ朝(ｱﾙﾊﾞﾆｱ)大公｢Vardan2世｣(~740年)
705年1月11日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<死去>第85代ﾛｰﾏ教皇｢ﾖﾊﾈｽ6世｣
705年1月30日-09:00|日本|奈良県高市郡明日香村|慶雲2年|このころ､高松塚古墳が造営
705年1月30日-08:00|中国|  ||唐･神龍1年1月1日|朔､武周･武則天が神龍(-707年)と改元
705年2月 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ﾉｰｻﾞﾝﾌﾞﾘｱ王｢Osraed Ealdfrithes sunu(Osred1世)｣(~716年死去)
705年2月20日-08:00|中国|  ||唐･神龍1年1月22日|張易之と昌宗が誅殺された
705年2月22日-08:00|中国|  ||唐･神龍1年1月24日|<退位>武周皇帝｢則天大聖皇帝武ｼｮｳ｣譲位
705年2月23日-08:00|中国|  ||唐･神龍1年1月25日|<即位>唐第6代皇帝｢中宗(重祚)李顕｣(~景龍4年6月2日(710
  年7月3日))
705年3月1日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>第86代ﾛｰﾏ教皇｢ﾖﾊﾈｽ7世｣(~07071018死去)
705年3月3日-08:00|中国|  ||唐･神龍1年2月4日|中宗皇帝は国号を『唐』に戻した
705年6月3日-09:00|日本|  ||慶雲2年5月8日|<死去>忍壁皇子(刑部親王)(不明)天武天皇の皇子
705年8月21日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<廃位>東ﾛｰﾏ帝国皇帝｢ﾃｨﾍﾞﾘｵｽ3世｣
705年8月21日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<復位>東ﾛｰﾏ帝国皇帝(ﾍﾗｸﾚｲｵｽ朝)｢ﾕｽﾃｨﾆｱﾉｽ2世ﾘﾉﾄﾒﾄｽ｣(~07111211死去)
705年9月13日-09:00|日本/韓国|  ||慶雲2年8月21日|文武天皇が､従五位下の美努の連浄麻呂を､遣新羅大使に､
  従六位下の対馬の連堅石を､副使に任命/翌年5月28日､帰国
705年9月27日-09:00|日本|  ||慶雲2年9月5日|穂積親王､知太政官事に就任
705年10月8日-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||<死去>ｳﾏｲﾔ朝ｶﾘﾌ｢ｱﾌﾞﾄﾞｩﾙﾏﾘｸ｣/59歳(誕生646年)
705年10月8日-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||<即位>ｳﾏｲﾔ朝ｶﾘﾌ｢ﾜﾘｰﾄﾞ1世｣(~07150223死去)
705年11月20日-09:00|日本/韓国|  ||慶雲2年10月30日|新羅の貢調使の一吉ｷｭｳのｷﾝｼﾞｭｷﾂ(金儒吉)等が､来訪･
  献上/翌年1月12日､帰国
705年12月16日-08:00|中国|  ||唐･神龍1年11月26日|<死去>武周皇帝｢則天大聖皇帝武ｼｮｳ｣/82歳(誕生624年)
706年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>東ﾁｬｰﾙｷﾔ朝君主｢Jayasimha2世｣(~718年)
706年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ﾍﾞﾈｳﾞｪﾝﾄ公｢ｷﾞｻﾙﾌ1世｣
706年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ﾌﾘｳｰﾘ領主｢ﾍﾟｯﾓ｣(~739年死去)
706年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾅﾎﾟﾘ公｢ｶｴｻﾘｳｽ2世｣(~711年)
706年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾍﾞﾈｳﾞｪﾝﾄ公｢ﾛﾑｱﾙﾄﾞ2世｣(~732年死去)
706年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾋﾟｸﾄ王｢Bruide mac Der Ilei(Bridei4世)｣
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706年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ﾋﾟｸﾄ王｢Nechtan mac Der Ilei(Nechtan4世)｣(1期目~724年)
706年1月8日-09:00|日本|  ||慶雲2年12月19日|婦女の髷髪の制を定める
706年1月9日-09:00|日本|  ||慶雲2年12月20日|<死去>葛野王(37歳)弘文天皇の皇子
706年1月19日-09:00|日本|  ||慶雲3年|この年,疫病で諸国の百姓多く死ぬ
706年1月19日-09:00|日本|鳥取県東伯郡三朝町|慶雲3年|役行者が修験道の行場として三徳山三仏寺開山(断崖
  絶壁に投入堂がある)
706年1月19日-09:00|日本|奈良県生駒郡斑鳩町|慶雲3年|法起寺三重塔完成
706年2月4日-09:00|日本|  ||慶雲3年1月17日|大射の禄法を定める
706年2月15日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<死去>元東ﾛｰﾏ帝国皇帝ﾚｵﾝﾃｨｵｽ
706年4月3日-09:00|日本|  ||慶雲3年2月16日|食封の制を改め別に七条の事を定める
706年10月26日-09:00|日本|  ||慶雲3年9月15日|使を七道に遣わし田租毎町十五束の法を定める
707年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾀﾞﾙﾘｱﾀ王｢Becc ua Dunchada｣
707年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ﾀﾞﾙﾘｱﾀ王｢Dunchadh Becc｣(~721年死去)
707年1月17日-08:00|中国|  ||唐･神龍2年12月9日|黙啜が鳴沙へ来寇/霊武軍大総管の沙咤忠義がこれと戦った
  が､敗北
707年4月8日-09:00|日本|  ||慶雲4年3月2日|遣唐副使巨瀬邑治ら唐より帰る
707年7月2日-09:00|日本|  ||慶雲4年5月28日|遣新羅大使や学問僧義法ら新羅より帰る
707年7月18日-09:00|日本|  ||慶雲4年6月15日|<死去>第42代｢文武天皇｣/25歳(誕生:(天武)11(683))
707年8月7日-08:00|中国|  ||唐･神龍3年7月6日|太子と左羽林大将軍李多祚､将軍李思沖､李承況､独孤ｲ之､沙託
  忠義等が制を矯めて羽林千騎と兵三百余人を徴発し､第にて三思､祟訓始め親党十余人を殺したが制圧される
707年8月13日-09:00|日本|  ||慶雲4年7月12日|元明天皇(女帝)の親衛隊ともいうべき授刀舎人寮を新設
707年8月18日-09:00|日本|  ||慶雲4年7月17日|<即位>第43代｢元明天皇｣天智天皇の第4皇女阿部内親王(~07150
  902)
707年10月5日-08:00|中国|  ||唐･景龍1年9月5日|唐･中宗李顕が景龍(-710年)と改元
707年10月18日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<死去>第86代ﾛｰﾏ教皇｢ﾖﾊﾈｽ7世｣
707年11月11日-08:00|中国|  ||唐･景龍1年10月13日|張仁原に突厥を攻撃させ､虜を大いに破る
708年1月15日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>第87代ﾛｰﾏ教皇｢ｼｼﾆｳｽ｣(~2.4死去)
708年1月28日-09:00|日本|埼玉県秩父市|慶雲5年|秩父黒谷で自然銅が発見される(和銅遺蹟)
708年2月4日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<死去>第87代ﾛｰﾏ教皇｢ｼｼﾆｳｽ｣
708年2月7日-09:00|日本|  ||和銅1年1月11日|慶雲から和銅に改元
708年3月7日-09:00|日本|  ||和銅1年2月11日|催鋳銭司､設置/多比治三宅麻呂が任命される(催鋳銭司とは造幣
  監督官のこと)
708年3月9日-09:00|日本|  ||和銅1年2月13日|<創祀>元明天皇の勅使多治比三宅麻呂｢聖神社｣(秩父黒谷に和銅
  発見で)
708年3月25日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>第88代ﾛｰﾏ教皇｢ｺﾝｽﾀﾝﾃｨﾇｽ｣(~07150409死去)
708年5月5日-09:00|日本|  ||和銅1年4月11日|貢人位子の制を定める
708年5月15日-08:00|中国|  ||唐･景龍2年4月21日|修文館を設置し大学士四人､学士二十人を選び､公卿以下李
  喬のように文章の巧い物を選んでこれに充てた
708年6月3日-09:00|日本|  ||和銅1年5月11日|銀銭｢和同開珎｣発行(国産貨幣のはじめ)
708年6月22日-09:00|日本|  ||和銅1年5月30日|<死去>美努王(不明)皇族(敏達天皇の曾孫)､橘諸兄の父
708年7月17日-09:00|日本|  ||和銅1年6月25日|<死去>但馬皇女(不明)天武天皇の皇女
708年8月29日-09:00|日本|  ||和銅1年8月10日|銅銭｢和同開珎｣発行(国産貨幣のはじめ)
708年11月14日-09:00|日本|新潟県|和銅1年9月28日|越後国に出羽郡をたてる
708年11月16日-09:00|日本|  ||和銅1年9月30日|造平城京司を任命
709年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ｶﾞﾙｱ王国ﾏﾊﾗｼﾞｬ｢Sena/Bratasena｣(~716年)
709年-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||ｸﾀｲﾊﾞ率いるｳﾏｲｱ朝軍が中央ｱｼﾞｱのﾌﾞﾊﾗを占領
709年-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||<就任>ｳﾏｲﾔ朝ｴｼﾞﾌﾟﾄ第9代ｱﾐｰﾙ:ｸﾗ･ｲﾋﾞﾝ･ｼｬﾘｸ･ｱﾙｱﾊﾞｼ(~715死去)
709年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｴｾｯｸｽ王｢Sigeheard Saebban sunu｣
709年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾏｰｼｱ王｢ｺｴﾝﾚｯﾄﾞ･Wulfheres sunu｣
709年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｴｾｯｸｽ王｢ｵｯﾌｧ･Sigeheardes sunu｣(~同年)⇒｢Saelraed Sigebeorhtes sunu｣(~7
  46年死去)
709年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ﾏｰｼｱ王｢ﾁｪｵﾙﾚｯﾄﾞ･Athelraedes sunu｣(~716年死去)
709年2月14日-09:00|日本|三重県津市|和銅2年|津観音創建
709年4月20日-09:00|日本|  ||和銅2年3月6日|陸奥･越後両国の蝦夷反乱しこれを征圧
709年4月28日-09:00|日本/韓国|  ||和銅2年3月14日|元明天皇が､新羅使のｷﾝｼﾝﾌﾟｸ(金信福)等を､海路と陸路の
  両道から(都へ)呼び寄せた
709年8月10日-09:00|日本|山形県|和銅2年7月1日|出羽柵(蝦夷に備え庄内に設置された古代城柵⇒733年秋田市
  付近に移設)
709年9月9日-09:00|日本|  ||和銅2年8月2日|銀銭を廃止し銅銭に統一
709年11月13日-09:00|日本|広島県|和銅2年10月8日|備後国の葦田郡甲奴村と品治郡より割いた3里をあわせ,新
  たに甲奴郡を設ける
710年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ｼｬｲﾚﾝﾄﾞﾗ朝国王｢ｻﾝﾅ｣(~717年)



0800迄(2112件)

710年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾊﾟｰﾝﾃﾞｨﾔ朝君主｢Kochadaiyan Ranadhiran｣(~735年)
710年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ/ｱﾝﾄﾞﾗ|  |||<死去>西ｺﾞｰﾄ王国国王｢ｳｨﾃｨｻﾞ｣
710年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ/ｱﾝﾄﾞﾗ|  |||<即位>西ｺﾞｰﾄ王国国王｢ﾛﾃﾞﾘｯｸ｣(~712年死去)
710年 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ上王｢ﾌｧｰｶﾞﾙ･ﾏｯｸ･ﾏｴﾚ･ﾄﾞｩｲﾝ｣(~07221211没)
710年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ﾀﾞｲﾌｪﾄﾞ王｢Rhain ap Cadwgan｣
710年 00:00|ﾓﾛｯｺ|  |||<即位>ﾈｺｰﾙ王国ｽﾙﾀｰﾝ｢Salih1世｣建国(~749年)
710年 00:00|ﾓﾛｯｺ|  |||ｲｽﾗﾑ軍がﾀﾝｼﾞｬを制圧し､北ｱﾌﾘｶの征服を完了
710年2月3日-09:00|日本|静岡県熱海市|和銅3年|来宮神社創建
710年4月4日-09:00|日本|奈良県奈良市|和銅3年3月|大官大寺を平城へ移す
710年4月4日-09:00|日本|奈良県奈良市|和銅3年3月|藤原不比等は厩坂寺を平城京左京の地に移転し興福寺創建
  <法相宗大本山>
710年4月13日-09:00|日本|奈良県奈良市|和銅3年3月10日|元明天皇が藤原京から平城京に都を移す
710年7月3日-08:00|中国|  ||唐･景龍4年6月2日|<死去>唐第6代皇帝｢中宗(重祚)李顕｣皇后の韋后と安楽公主に
  より毒殺される/55歳(誕生656年)
710年7月6日-08:00|中国|  ||唐･唐隆1年6月5日|皇后は摂政となり､唐隆(僅か10日間にしか用いられなかった)
  と改元
710年7月9日-08:00|中国|  ||唐･唐隆1年6月8日|<即位>唐第7代皇帝｢殤帝李重茂｣(~7月25日)(御年16)
710年7月22日-08:00|中国|  ||唐･唐隆1年6月21日|李隆基が北軍に入って乱を討ち､韋氏･安楽公主および韋巨
  源･馬秦客･武延秀･楊均を殺した
710年7月25日-08:00|中国|  ||唐･唐隆1年6月24日|<即位>唐第8代皇帝｢睿宗(重祚)李旦｣(~712年9月8日)
710年7月25日-08:00|中国|  ||唐･唐隆1年6月24日|<退位>唐第7代皇帝｢殤帝李重茂｣
710年8月19日-08:00|中国|  ||唐･景雲1年7月20日|唐第8代皇帝｢睿宗(重祚)李旦｣が景雲(-712年)と改元
710年9月9日-08:00|中国|  ||唐･景雲1年8月12日|ｼｮｳ王李重福およびｹﾞﾝ州刺史の鄭ｲﾝがそむき､処刑された
710年10月14日-09:00|日本|  ||和銅3年9月18日|銀銭を廃止
710年12月25日-08:00|中国|  ||唐･景雲1年12月|唐が羈縻地方のおさえとして河西節度使を設置(初の節度使で
  律令外官)
711年-04:00|ｱﾙﾒﾆｱ/ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ|  |||ｱﾙﾒﾆｱはｲｽﾗﾑ･ｶﾘﾌと他のｲｽﾗﾑ勢力の下(~885年)
711年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ/ｱﾝﾄﾞﾗ|  |||<即位>西ｺﾞｰﾄ王国国王｢ｱｷﾞﾗ2世｣(~714年死去)
711年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾅﾎﾟﾘ公｢ｼﾞｮﾝ1世｣(~719年死去)
711年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ﾊﾞｲｴﾙﾝ公(ﾊﾞｲｴﾙﾝの一部)｢ﾃｵﾄﾞﾊﾞﾙﾄ｣ﾃｵﾄﾞの息子(~719年)
711年1月23日-09:00|日本|奈良県生駒郡斑鳩町|和銅4年|法隆寺中門の金剛力士像が完成/五重塔初重の塑像群
  が完成
711年1月24日-09:00|日本|  ||和銅4年1月2日|平城遷都に伴い､山背･河内･摂津･伊賀四国に六駅を設置
711年1月30日-08:00|中国|  ||唐･景雲2年1月8日|突厥第二帝国のｶﾊﾟｶﾞﾝ可汗が講和の使節を派遣/睿宗皇帝は
  これを許した
711年2月28日-09:00|日本|京都府京都市伏見区|和銅4年2月7日|<創建>伏見稲荷大社
711年4月1日-09:00|日本|群馬県|和銅4年3月9日|上野国に多胡郡を置く
711年4月23日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ﾍﾞﾙｷﾞｰ/ﾄﾞｲﾂ/ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<死去>ﾌﾗﾝｸ王国(ﾒﾛｳﾞｨﾝｸﾞ朝)国王｢ｷﾙﾃﾞﾍﾞﾙﾄ3世
  ｣
711年4月23日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ﾍﾞﾙｷﾞｰ/ﾄﾞｲﾂ/ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<即位>ﾌﾗﾝｸ王国(ﾒﾛｳﾞｨﾝｸﾞ朝)国王｢ﾀﾞｺﾞﾍﾞﾙﾄ3世
  ｣ｷﾙﾃﾞﾍﾞﾙﾄ3世の兄弟(~07151231)
711年4月28日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ｲﾗｸ|  |||ｲｽﾗﾑ教徒がｼﾞﾌﾞﾗﾙﾀﾙを占領
711年4月29日-01:00|ｼﾞﾌﾞﾗﾙﾀﾙ/ｽﾍﾟｲﾝ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ/ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ|  |||ｼﾞﾌﾞﾗﾙﾀﾙはｳﾏｲﾔ朝の一部(756年から､ｶﾘﾌ内のｺﾙ
  ﾄﾞﾊﾞ首長国)(~929.1)
711年7月-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ|  |||ﾊﾞﾙﾊﾞﾃﾞ河畔の戦いでｲｽﾗﾑ軍がｲﾍﾞﾘｱ侵攻を開始
711年10月-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ|  |||ｲｽﾗﾑ軍が西ｺﾞｰﾄ王国の首都ﾄﾚﾄﾞを占領
711年12月7日-09:00|日本|  ||和銅4年10月23日|｢蓄銭叙位令｣布告/銭貨の流通を図る為､貯蓄量に応じて位階
  を授ける
711年12月11日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<死去>元東ﾛｰﾏ帝国(ﾍﾗｸﾚｲｵｽ朝)皇帝｢ﾕｽﾃｨﾆｱﾉｽ2世ﾘﾉﾄﾒﾄｽ｣ｸｰﾃﾞﾀｰにより殺害さ
  れる/ﾍﾗｸﾚｲｵｽ王朝の血統断絶
711年12月11日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>東ﾛｰﾏ帝国(ﾍﾗｸﾚｲｵｽ朝)皇帝｢ﾌｨﾘﾋﾟｺｽ･ﾊﾞﾙﾀﾞﾈｽ｣(~07130603幽閉)
712年-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ﾊﾟｷｽﾀﾝ/ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ|  |||ｲｽﾗﾑ軍がｲﾝﾄﾞへ遠征しﾀﾞｲﾌﾞﾙとﾆｰﾙｰﾝを占領
712年-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||ｸﾀｲﾊﾞ率いるｲｽﾗﾑ軍がﾀｼｹﾝﾄ方面に遠征
712年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<死去>ﾀﾞﾌﾞｲﾄﾞ朝｢Dabuya｣
712年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ﾀﾞﾌﾞｲﾄﾞ朝｢Farrukhan the Great｣(~728年死去)
712年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ/ｱﾝﾄﾞﾗ|  |||<死去>西ｺﾞｰﾄ王国国王｢ﾛﾃﾞﾘｯｸ｣戦死
712年3月-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｲﾀﾘｱ王･ﾗﾝｺﾞﾊﾞﾙﾄﾞ王｢ｱﾘﾍﾟﾙﾄ2世｣戦死,ﾊﾞｳﾞｧﾘｱ朝ｲﾀﾘｱ王国は完全に断絶
712年3月-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｲﾀﾘｱ王･ﾗﾝｺﾞﾊﾞﾙﾄﾞ王｢ｱﾝｽﾌﾟﾗﾝﾄﾞ｣諸公爵の一人.ﾊﾞｳﾞｧﾘｱ朝断絶後に王位へ推
  挙される(~6.13､病没)
712年3月1日-08:00|中国|  ||唐･太極1年1月20日|唐第8代皇帝｢睿宗(重祚)李旦｣が太極と改元
712年3月4日-09:00|日本|  ||和銅5年1月23日|河内高安烽を廃して高見烽と大倭春日烽を置く
712年3月9日-09:00|日本|  ||和銅5年1月28日|稗田阿礼が誦習していた帝記などを太安万侶が筆録した『古事
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  記』が完成
712年6月10日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｲﾀﾘｱ王･ﾗﾝｺﾞﾊﾞﾙﾄﾞ王｢ﾘｳﾄﾌﾟﾗﾝﾄﾞ｣ｱﾝｽﾌﾟﾗﾝﾄﾞの子.王国末期において長期
  政権を築き､多くの治績を遺した(~07440128､死去)
712年6月13日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｲﾀﾘｱ王･ﾗﾝｺﾞﾊﾞﾙﾄﾞ王｢ｱﾝｽﾌﾟﾗﾝﾄﾞ｣病没
712年6月21日-08:00|中国|  ||唐･延和1年5月12日|唐第8代皇帝｢睿宗(重祚)李旦｣が延和と改元
712年7月31日-08:00|中国|  ||唐･延和1年6月22日|刑部尚書の郭元振が朔方道行軍大総管となり､突厥を討伐
712年8月3日-08:00|中国|  ||唐･延和1年6月25日|幽州都督の孫ｾﾝ･左驍衛将軍の李楷洛･左威衛将軍の周以悌が
  奚と冷ｹｲ山で戦い､敗れた
712年9月8日-08:00|中国|  ||唐･先天1年8月2日|<即位>唐第9代皇帝｢玄宗李隆基｣(~756年8月12日)
712年9月8日-08:00|中国|  ||唐･先天1年8月2日|<退位>唐第8代皇帝｢睿宗(重祚)李旦｣譲位/睿宗を尊んで太上
  皇とする
712年9月12日-08:00|中国|  ||唐･先天1年8月7日|唐第9代皇帝｢玄宗李隆基｣が先天(-713年)と改元
712年10月5日-08:00|中国|  ||唐･先天1年9月1日|朔､日食があった
712年10月27日-09:00|日本|山形県|和銅5年9月23日|越後国出羽郡→出羽国に昇格/出羽柵を設置(山形県飽海郡
  で出土した城輪柵と推定される)
712年11月4日-09:00|日本|山形県|和銅5年10月1日|陸奥国から出羽国に置賜郡と最上郡が譲られる
712年11月28日-08:00|中国|  ||唐･先天1年10月25日|沙陀の金山が使者を派遣して入貢(沙陀は處月の別種で､
  その姓は朱邪氏)
712年12月1日-09:00|日本/韓国|  ||和銅5年10月28日|遣新羅大使､従五位下の道の君首名
713年-07:00|ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ|  |||<即位>ﾁｪﾝﾗ王｢ｻﾝﾌﾞｳﾞｧﾙﾏﾝ｣(~716年)
713年-05:45|ﾈﾊﾟｰﾙ|  |||<即位>ﾘｯﾁｬﾋﾞ朝国王｢ｼﾞｬﾔ･ﾃﾞｰｳﾞｧ2世｣(~733年)
713年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｲｰｽﾄｱﾝｸﾞﾘｱ王｢Ealdwulf Athelrices sunu｣
713年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｲｰｽﾄｱﾝｸﾞﾘｱ王｢Alfwald Ealdwulfes sunu｣(~749年死去)
713年1月7日-09:00|日本|  ||和銅5年12月7日|衣服の制を定める
713年1月31日-08:00|中国/朝鮮|  ||唐･先天2年|震国の大祚栄が唐より渤海郡王に封じられる/これより正式な
  国号は｢渤海｣となる
713年3月19日-09:00|日本|  ||和銅6年2月19日|度量･調康･義倉などに関する五条を制定
713年5月1日-09:00|日本|岡山県|和銅6年4月3日|備前国[英多郡､勝田郡､苫田郡､久米郡､真嶋郡､大庭郡]→美作
  国
713年5月1日-09:00|日本|鹿児島県|和銅6年4月3日|日向国[肝杯郡､贈於郡､大隈郡､姶羅郡]→大隅国(現在の鹿
  児島県の東部)を設立
713年5月1日-09:00|日本|京都府|和銅6年4月3日|丹波国(丹州)[加佐郡､与謝郡､丹波郡(後の中郡)､竹野郡､熊野
  郡]北部→丹後国として分離
713年5月29日-09:00|日本|  ||和銅6年5月|諸国郡郷名を二字をもって記す/泉→和泉､津→摂津と改める
713年6月-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||ｳﾏｲｱ朝ｲｽﾗﾑ軍が西ｺﾞｰﾄ王国を滅ぼし､ｲﾍﾞﾘｱを支配
713年6月3日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>東ﾛｰﾏ帝国皇帝｢ｱﾅｽﾀｼｵｽ2世｣(~715.11廃位)
713年6月3日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<廃位>東ﾛｰﾏ帝国皇帝｢ﾌｨﾘﾋﾟｺｽ･ﾊﾞﾙﾀﾞﾈｽ｣反乱軍によって幽閉され殺害される
713年7月29日-08:00|中国|  ||唐･先天2年7月3日|太平公主および岑羲･蕭至忠･竇懐貞が反乱を計画し､処刑さ
  れた
713年8月2日-09:00|日本|  ||和銅6年7月7日|美濃･信濃二国に吉蘇路を通す
713年10月19日-08:00|中国|  ||唐･先天2年9月26日|右御史台を再び設置し､諸州を督察させる/諸道按察使を廃
  止
713年10月24日-08:00|中国|  ||唐･先天2年10月|姚ｽｲ蛮が姚州を寇し､都督の李蒙がここに死んだ
713年12月22日-09:00|日本|宮城県|和銅6年12月|大崎平野に丹取郡が建てられた
713年12月22日-08:00|中国|  ||唐･開元1年12月1日|尚書左､右僕射を左､右丞相と改称/中書省は紫微省､門下省
  は黄門省､侍中は監とした/ﾖｳ州を京兆府､洛州を河南府､長史を尹､司馬を少尹とした
713年12月22日-08:00|中国|  ||唐･開元1年12月1日|唐第9代皇帝｢玄宗李隆基｣が開元(~741年)と改元
714年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>西ｺﾞｰﾄ王国国王｢ｱｷﾞﾗ2世｣
714年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｳﾞｪﾙﾏﾝﾄﾞﾜ伯｢Jerome｣(~771年)
714年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>西ｺﾞｰﾄ王国国王｢ｱﾙﾄﾞ｣(~721年死去)
714年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｸ王国宮宰ｶｰﾙ･ﾏﾙﾃﾙ/近隣諸部族を制圧し統一を回復
714年 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||ｲｽﾗﾑ教徒のﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ支配(ｺｲﾝﾌﾞﾗが落ちる)
714年1月20日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<死去>元東ﾛｰﾏ帝国皇帝ﾌｨﾘﾋﾟｺｽ･ﾊﾞﾙﾀﾞﾈｽ
714年1月23日-09:00|日本|  ||和銅7年1月3日|初めて食封の田租を封主に全給する制をしく
714年2月14日-08:00|中国|  ||唐･開元2年1月25日|并州節度大使の薛訥が同紫微黄門三品となり､契丹を討伐
714年2月22日-08:00|中国|  ||唐･開元2年2月4日|突厥第二帝国ｶﾊﾟｶﾞﾝ可汗が子息のﾄﾞﾝｵ皇子と妹婿の火抜頡利
  發､石阿失畢へ兵を与えて派遣し､北庭都護府を包囲
714年2月25日-08:00|中国|  ||唐･開元2年2月7日|北庭都護の郭虔ｶﾝが､都護府を包囲した突厥軍を撃破/突厥は
  退却
714年3月-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||この年春､ｲｽﾗﾑ軍がｽﾍﾟｲﾝ南部の主要地を支配下に収める
714年3月21日-08:00|中国|  ||唐･開元2年閏2月|西突厥の十姓酋長都擔が造反
714年4月30日-08:00|中国|  ||唐･開元2年3月12日|磧西節度使阿史那献が砕葉等の鎮に勝ち､都擔を捕らえて殺
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  す/その部落二万余帳は降伏
714年6月17日-09:00|日本|  ||和銅7年5月1日|<死去>大伴安麻呂(公卿･歌人)
714年8月29日-08:00|中国|  ||唐･開元2年7月15日|薛訥が奚･契丹とﾗﾝ河で戦い､敗れた
714年9月5日-08:00|中国|  ||唐･開元2年7月22日|<死去>唐第7代皇帝｢殤帝李重茂｣
714年10月3日-08:00|中国|  ||唐･開元2年8月20日|吐蕃が辺境を寇したので､薛訥が左羽林軍将軍を摂り､隴右
  防禦大使となり､右驍衛将軍の郭知運が副使となって､これを討伐
714年11月9日-08:00|中国|  ||唐･開元2年9月28日|葛邏禄等の部落が涼州を詣でて降伏
714年11月21日-08:00|中国|  ||唐･開元2年10月10日|武街にて､薛訥が突厥第二帝国と戦い､これを大いに破っ
  た/太僕少卿隴右群牧使の王晙が手勢二千人を率いて薛訥と合流し､吐蕃軍を攻撃
714年12月22日-09:00|日本/韓国|  ||新羅･聖徳王13年11月11日|新羅外交使節団､来朝/金元静率いる20数名の
  外交使節団/新羅外交使節団は12月26日に､平城京に入京
715年-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||<死去>ｳﾏｲﾔ朝ｶﾘﾌ｢ﾜﾘｰﾄﾞ1世｣ｸﾀｲﾊﾞが反旗を翻し､ﾌｪﾙｶﾞｰﾅで殺害
715年-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||<就任>ｳﾏｲﾔ朝ｴｼﾞﾌﾟﾄ第10代ｱﾐｰﾙ:ｱﾌﾞﾄﾞ･ｱﾙﾏﾘｸ･ｲﾋﾞﾝ･ﾘﾌｧｰ･ｱﾙﾌｧｰﾐ(~717解任)
715年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||<即位>ｳﾏｲﾔ朝ｶﾘﾌ｢ｽﾗｲﾏｰﾝ｣(~07170922死去)
715年-02:00|ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ|  |||<即位>ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ帝国ﾊﾝ｢ｱﾔｰﾙ｣(~7月)
715年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||ﾀﾞﾏｽｸｽでｳﾏｲｱ･ﾓｽｸが完成
715年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｴｾｯｸｽ王｢Swaefbryht｣(~738年死去)
715年1月10日-08:00|中国|  ||唐･開元2年12月|突騎施(ﾄﾙｷｯｼｭ)可汗･守忠の弟､遮弩は叛いて突厥第二帝国に入
  った/ｶﾊﾟｶﾞﾝ可汗は2万の兵を派遣して突騎施(ﾄﾙｷｯｼｭ)可汗･守忠を攻撃し､これを捕らえて帰る
715年1月20日-08:00|中国|  ||唐･開元2年12月11日|隴右節度使を設置し､ｾﾞﾝ､奉､河､渭､蘭､臨､武､ﾁｮｳ､岷､郭､ｼ
  ﾞｮｳ､宕十二州を領有させる
715年2月9日-09:00|日本|  ||和銅8年|朝廷が郷里制を施行､里を郷に改め郷を2～3の里に分ける
715年4月9日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<死去>第88代ﾛｰﾏ教皇｢ｺﾝｽﾀﾝﾃｨﾇｽ｣
715年5月-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>東ﾛｰﾏ帝国皇帝｢ﾃｵﾄﾞｼｵｽ3世｣(~07170325廃位)
715年5月3日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>第89代ﾛｰﾏ教皇｢ｸﾞﾚｺﾞﾘｳｽ2世｣(~07310211死去)
715年5月8日-09:00|日本|  ||和銅8年4月|比売額田､丈六釈迦像を造る
715年5月8日-08:00|中国|  ||唐･開元3年4月|黙啜は兵を発して葛邏禄､胡禄屋､鼠尼施等を攻撃して､屡々これ
  を破る
715年6月6日-09:00|日本|  ||和銅8年5月1日|土断法制定
715年6月24日-09:00|日本|  ||和銅8年5月19日|義倉の法を制定
715年6月30日-09:00|日本|  ||和銅8年5月25日|<遠江国地震>三河･遠江で大地震.正倉47棟が倒壊.麁玉河(天竜
  川)が土砂でふさがり塞き止められ､数十日後に決壊して洪水.民家170余戸が水没
715年7月-02:00|ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ|  |||<即位>ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ帝国ﾊﾝ｢ｺﾙﾒｼｲ｣(~721年)
715年7月9日-09:00|日本|  ||和銅8年6月4日|<死去>天武天皇皇子長親王(母:天智天皇皇女大江内親王)
715年8月4日-08:00|中国|  ||唐･開元3年7月1日|朔､日食があった
715年8月30日-09:00|日本|  ||和銅8年7月27日|<死去>知太政官事穂積親王(父:天武天皇､母:蘇我大ﾇ娘)
715年8月30日-09:00|日本|岐阜県|和銅8年7月27日|尾張国人や新羅人などを美濃に移して席田郡をたてる
715年10月2日-08:00|中国|  ||唐･開元3年9月|黙啜は北方の抜曳固を攻撃して､独楽水にて大いに破った/抜曳
  固の敗残兵の頡質略が柳林から突撃し､黙啜を斬った
715年10月3日-09:00|日本|  ||霊亀1年9月2日|<譲位>第43代｢元明天皇｣
715年10月3日-09:00|日本|  ||霊亀1年9月2日|<即位>第44代｢元正天皇｣氷高内親王(~07240204)
715年10月3日-09:00|日本|  ||霊亀1年9月2日|｢霊亀｣に改元
715年11月-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<廃位>東ﾛｰﾏ帝国皇帝｢ｱﾅｽﾀｼｵｽ2世｣反乱軍に降伏
715年11月13日-08:00|中国|  ||唐･開元3年10月13日|ｽｲ州蛮が辺境を寇し､右驍衛将軍李玄道がこれを討伐
715年12月31日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ﾍﾞﾙｷﾞｰ/ﾄﾞｲﾂ/ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<死去>ﾌﾗﾝｸ王国(ﾒﾛｳﾞｨﾝｸﾞ朝)国王｢ﾀﾞｺﾞﾍﾞﾙﾄ3
  世｣
715年12月31日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ﾍﾞﾙｷﾞｰ/ﾄﾞｲﾂ/ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<即位>ﾌﾗﾝｸ王国(ﾒﾛｳﾞｨﾝｸﾞ朝)国王｢ｷﾙﾍﾟﾘｸ2世｣
  ﾀﾞｺﾞﾍﾞﾙﾄ3世の従兄弟(~720年)
715年12月31日-08:00|中国|  ||唐･開元3年12月|西方では､突騎施(ﾄﾙｷｯｼｭ)可汗の守忠が死ぬと､突厥第二帝国
  のｶﾊﾟｶﾞﾝ可汗は撤兵/守忠の部将ｽｰﾙｸは敗残兵をかき集め､突騎施(ﾄﾙｷｯｼｭ)可汗となった
716年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ｶﾞﾙｱ王国ﾏﾊﾗｼﾞｬ｢Purbasora｣(~723年)
716年-07:00|ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ|  |||<即位>ﾁｪﾝﾗ王｢ﾌﾟｼｭｶﾗｸｼｬ｣(~730年)
716年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾉｰｻﾞﾝﾌﾞﾘｱ王｢Osraed Ealdfrithes sunu(Osred1世)｣
716年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾏｰｼｱ王｢ﾁｪｵﾙﾚｯﾄﾞ･Athelraedes sunu｣
716年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ﾉｰｻﾞﾝﾌﾞﾘｱ王｢Coenraed Cuthwines sunu｣(~718年死去)
716年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ﾏｰｼｱ王｢ｴｾﾞﾙﾊﾞﾙﾄﾞ･Alweowes sunu｣(~757年死去)
716年 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||ｲｽﾗﾑ教徒のﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ支配(ﾘｽﾎﾞﾝが落ちる)
716年1月29日-09:00|日本|奈良県|霊亀2年|芳野監/大和国吉野郡を分立させて吉野地方に設けられた/現在の奈
  良県南部
716年1月29日-09:00|日本|島根県出雲市|霊亀2年1月|出雲大社建立
716年3月12日-08:00|中国|  ||唐･開元4年2月14日|吐蕃が松州を寇し､廓州刺史の蓋思貴がこれを討伐
716年3月24日-08:00|中国|  ||唐･開元4年2月26日|松州都督の孫仁献が吐蕃と戦い､これを破った
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716年4月17日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾋﾟﾋﾟﾝ2世Ⅱ(中ﾋﾟﾋﾟﾝ)の子ｶｰﾙ･ﾏﾙﾃﾙ､ﾌﾗﾝｽ北東部の｢ｳﾞｧﾝｼｰの戦い｣で｢ﾈｳｽﾄﾘｱ(西
  分王国)｣の宮宰ﾗｶﾞﾝﾌﾘﾄﾞらの反乱軍を撃破し､｢ﾈｳｽﾄﾘｱ(西分王国)｣を制圧
716年4月23日-09:00|日本|  ||霊亀2年3月27日|河内国から和泉郡･日根郡を割き珍努宮に供させる
716年5月8日-09:00|日本|大阪府|霊亀2年4月13日|和泉郡､日根郡に河内国大鳥郡をあわせて和泉監が建てられ
  た
716年6月10日-09:00|日本|埼玉県|霊亀2年5月16日|668年の百済･高句麗滅亡で亡命した下野国ほか駿河､甲斐､
  相模､上総､下総､常陸7国の高麗人1,799人を武蔵国に移し､高麗郡を置く
716年6月10日-09:00|日本|奈良県奈良市|霊亀2年5月16日|大官大寺が平城京へ移され大安寺となる
716年7月13日-08:00|中国|  ||唐･開元4年6月20日|<死去>唐第8代皇帝｢睿宗(重祚)李旦｣百福殿で崩じた(55)
716年7月22日-08:00|中国|  ||唐･開元4年6月29日|<死去>突厥第二可汗国第2代可汗｢阿史那默啜(ｶﾌﾟｶﾞﾝｶｶﾞﾝ)｣
  大武軍子将のｶｸ霊ｾﾝに殺される
716年7月22日-08:00|中国|  ||唐･開元4年6月29日|<即位>突厥第二可汗国第3代可汗｢毘伽可汗(ﾋﾞﾙｹﾞｶｶﾞﾝ､默棘
  連)｣(~734年殺)骨咄禄の子
716年8月-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||ｳﾏｲｱ朝のﾏｽﾗﾌ軍がｺﾝｽﾀﾝﾃｨﾉｰﾌﾞﾙを攻撃開始
716年9月1日-09:00|日本|  ||霊亀2年8月11日|<死去>志貴皇子(施基皇子)(49歳)天智天皇の皇子､光仁天皇の父
716年9月10日-09:00|日本|  ||霊亀2年8月20日|第8回遣唐使派遣/多治比県守､大伴山守､藤原宇合､阿倍仲麻呂､
  吉備真備､大和長岡､玄昉ら
716年9月18日-08:00|中国|  ||唐･開元4年8月28日|奚･契丹が降った
716年10月21日-08:00|中国|  ||唐･開元4年10月2日|王晙は并州の兵を率いて西進して黄河を渡り､昼夜兼行し
  て叛者を追撃し､これを破って三千級を捕斬
716年12月11日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<死去>ﾊﾞｲｴﾙﾝ公｢ﾃｵﾄﾞ｣息子間で公国は分割
716年12月11日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<即位>ﾊﾞｲｴﾙﾝ公｢ﾀｯｼﾛ2世｣ﾃｵﾄﾞの息子(~719年)､｢ｸﾞﾘﾓｱﾙﾄ｣ﾃｵﾄﾞの息子(
  ⇒719年全ﾊﾞｲｴﾙﾝを統治~725年戦死)
717年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ｼｬｲﾚﾝﾄﾞﾗ朝国王｢ｻﾝｼﾞｬﾔ｣(~760年)
717年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<死去>ﾊﾞﾊﾞﾝﾄﾞ朝太守｢Surkhab1世｣
717年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ﾊﾞﾊﾞﾝﾄﾞ朝太守｢Mihr Mardan｣(~755年死去)
717年-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||<就任>ｳﾏｲﾔ朝ｴｼﾞﾌﾟﾄ第11代ｱﾐｰﾙ:ｱﾕｰﾌﾞ･ｲﾋﾞﾝ･ｼｬﾙﾊﾋﾞﾙ(~720)
717年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱ共和国ﾄﾞｰｼﾞｪ(元首)｢ﾏﾙﾁｪｯﾛ･ﾃｶﾞｯﾘｱｰﾉ｣(~726年)
717年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ﾎﾟｲｽ王｢Elisedd ap Gwylog｣(~755年死去)
717年2月16日-09:00|日本|  ||霊亀3年|<施行>郷里制(里が郷とよばれ､その郷の下に2､3の里が置かれる)
717年2月16日-09:00|韓国/朝鮮|  ||新羅･聖徳王16年|医博士･算博士を創設
717年2月16日-09:00|日本|石川県小松市|霊亀3年|泰澄,那谷寺創建<高野山真言宗別格本山>
717年2月16日-09:00|日本|長崎県壱岐市|霊亀3年|勅命により聖母宮[勝本浦]を建立
717年3月25日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>東ﾛｰﾏ帝国(ｲｻｳﾘｱ朝)｢ﾚｵｰﾝ3世ｲｻｳﾛｽ(ｲｻｳﾘｱ)｣(~07410618死去)
717年3月25日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<廃位>東ﾛｰﾏ帝国(ﾍﾗｸﾚｲｵｽ朝)｢ﾃｵﾄﾞｼｵｽ3世｣
717年4月24日-09:00|日本|  ||霊亀3年3月9日|第9回遣唐使(大使:大伴山守)派遣(玄昉･阿倍野仲麻呂･吉備真備
  ･井真成ら留学)
717年6月6日-09:00|日本|  ||霊亀3年4月23日|僧行基の巷の活動を禁じる
717年6月30日-09:00|日本|  ||霊亀3年5月17日|百姓の浮浪を禁じる
717年8月15日-08:00|中国|  ||唐･開元5年7月5日|隴右節度使の郭知運が吐蕃と戦い､これを破った
717年9月3日-08:00|中国|  ||唐･開元5年7月24日|并州へ天兵軍を設置
717年9月22日-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||<死去>ｳﾏｲﾔ朝ｶﾘﾌ｢ｽﾗｲﾏｰﾝ｣病死
717年9月22日-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||<即位>ｳﾏｲﾔ朝ｶﾘﾌ｢ｳﾏﾙ2世｣(~07200210.37歳没)
717年10月14日-08:00|中国|  ||唐･開元5年9月6日|紫微省を中書省にもどし､黄門省を門下省とし､監を侍中と
  した
717年12月24日-09:00|日本|  ||養老1年11月17日|霊亀から養老に改元
717年12月29日-09:00|日本|  ||養老1年11月22日|国輸の絹施の精麓長短広狭の法を定める
718年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>東ﾁｬｰﾙｷﾔ朝君主｢Kokkili｣(~719年,6ヶ月間)
718年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||東ﾛｰﾏ帝国皇帝ﾚｵｰﾝ3世は首都を包囲したｲｽﾗﾑ帝国軍を撃退
718年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ｱｽﾄｩﾘｱｽ王｢ﾍﾟﾗｰﾖ｣(~737年死去)ｺﾊﾞﾄﾞﾝｶﾞの戦いを通じて王国の土台を築き､ｶﾝｶ
  ﾞｽ･ﾃﾞ･ｵﾆｽを首都にする
718年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾉｰｻﾞﾝﾌﾞﾘｱ王｢Coenraed Cuthwines sunu｣
718年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ﾉｰｻﾞﾝﾌﾞﾘｱ王｢Osric Ealdfrithes sunu｣(~07290509死去)
718年2月5日-09:00|日本|石川県小松市|養老2年|粟津温泉開湯､法師開業<世界最古の温泉旅館としてｷﾞﾈｽﾌﾞｯｸ
  に登録>
718年2月5日-09:00|日本|大分県豊後高田市|養老2年|富貴寺創建
718年2月5日-09:00|日本|長崎県壱岐市|養老2年|神岳三所権現[新城西触]を鎮座
718年2月5日-09:00|日本|奈良県奈良市|養老2年|薬師寺を平城京に移転
718年2月10日-08:00|中国|  ||唐･開元6年1月6日|突厥第二帝国のﾋﾞﾙｹﾞ可汗が来朝して和を請うてきたので､玄
  宗皇帝はこれを許した
718年3月7日-08:00|中国|  ||唐･開元6年2月|突厥の敦欲谷は北庭を包囲し抜悉密を攻撃､大いに破った
718年4月2日-08:00|中国|  ||唐･開元6年2月27日|朔方道行軍大総管の王晙が突厥を討伐
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718年4月25日-09:00|日本/韓国|  ||養老2年3月20日|元正天皇が､少納言･正五位下の小野の朝臣馬養を､遣新羅
  大使に任命/翌年2月10日帰国
718年6月4日-09:00|日本|石川県|養老2年5月2日|越前国[羽咋郡､能登郡､鳳至郡､珠洲郡]→能登国として分立
718年6月4日-09:00|日本|千葉県|養老2年5月2日|上総国[平群郡､安房郡､朝夷郡､長狭郡]を分けて安房国(房州)
  (現在の千葉県南端)が建てられた
718年6月4日-09:00|日本|福島県|養老2年5月2日|陸奥国[石城郡､標葉郡､行方郡､宇太郡､曰理郡]･常陸国菊多郡
  →石城国分立
718年6月4日-09:00|日本|福島県|養老2年5月2日|陸奥国[白河郡､石背郡､会津郡､安積郡､信夫郡]→石背国分立
718年7月3日-09:00|韓国/朝鮮|  ||新羅･聖徳王17年6月|新羅が漏刻を製造し､その官署を設置する
718年10月21日-09:00|日本|奈良県奈良市|養老2年9月23日|法興寺(元興寺)を平城に移す
718年11月27日-09:00|日本|  ||養老2年11月|彗星､月を守る
718年12月26日-09:00|日本|  ||養老2年12月|藤原不比等ら養老律令を編纂
719年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>東ﾁｬｰﾙｷﾔ朝君主｢Vishnuvardhana3世｣(~755年)
719年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ﾅﾎﾟﾘ公｢ｼﾞｮﾝ1世｣
719年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾌﾗﾝｸ王国ﾃｭｰﾘﾝｹﾞﾝ公｢ﾍﾃﾞﾝ2世｣､以後断絶
719年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾅﾎﾟﾘ公｢ﾃｵﾄﾞｰﾙ1世｣(~729年死去)
719年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||南ｶﾞﾘｱのｱｷﾀﾆｱ公ｳｰﾄﾞの軍勢を破り､ﾗｲﾝ河東岸の諸族をも制圧/ｶｰﾙは全ｶﾞﾘｱの支配権を
  その手におさめる
719年-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||ｸﾞﾘﾓｱﾙﾄﾞが全ﾊﾞｲｴﾙﾝを統治→<即位>ﾊﾞｲｴﾙﾝ公｢ﾃｵﾄﾞ3世｣(~725年)
719年1月7日-09:00|日本|  ||養老2年12月13日|第8回遣唐使帰国/第7回の坂合部大分､道慈ら帰国
719年1月25日-08:00|中国/韓国/朝鮮|  ||唐･開元7年3月|剣南節度使を設置し益､彭等二十五州を領有させる
719年2月26日-09:00|日本|  ||養老3年2月3日|全国で衣服を右前に統一/同時に官位有職者は｢笏｣を所持させた
  .五位以上は象牙の笏､六位以下は木製の笏､散位も笏の所持を許可された
719年3月5日-09:00|日本|  ||養老3年2月10日|遣新羅使帰る
719年3月26日-08:00|中国/韓国/朝鮮|  ||唐･開元7年3月|渤海の大祚栄が没し､2代目武王が即位
719年4月2日-08:00|中国|  ||唐･開元7年3月8日|<死去>渤海国王｢高王大祚栄｣
719年4月2日-08:00|中国|  ||唐･開元7年3月8日|<即位>渤海国王｢武王大武芸｣(~仁安19年(737年)死去)
719年5月24日-08:00|中国/韓国/朝鮮|  ||唐･開元7年5月1日|朔､日食が起こった
719年5月30日-09:00|日本/韓国|  ||新羅･聖徳王18年5月7日|新羅の貢調使･級伐ｷｭｳ(級ｷｭｳ､六頭品･9位)のｷﾝﾁｮ
  ｳｹﾞﾝ(金長言)等40人が､朝廷を訪問/閏7月17日､帰還
719年7月1日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<死去>元東ﾛｰﾏ帝国皇帝ｱﾅｽﾀｼｵｽ2世
719年8月3日-09:00|日本|  ||養老3年7月13日|朝廷が畿内･西海道以外の諸国に按察使を設置
719年9月25日-09:00|日本/韓国|  ||養老3年8月8日|遣新羅使の白猪の史広成等が出立
719年10月14日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||｢ﾒﾛｳﾞｨﾝｸﾞ朝･ﾌﾗﾝｸ王国｣の宮宰ｶｰﾙ･ﾏﾙﾃﾙ(故ﾋﾟﾋﾟﾝ2世Ⅱの子)､ﾊﾟﾘの北東部のｻﾝ
  ﾘｽ･ｿﾜｿﾝ間でﾗｶﾞﾝﾌﾘﾄﾞと南ｶﾞﾘｱの｢ｱｷﾃｰﾇ公｣ｳｰﾄﾞ軍を破り､ﾗｲﾝ川東岸を制圧し､全ｶﾞﾘｱを支配
719年10月25日-09:00|日本|  ||養老3年9月8日|朝廷が畿内の摂官(近畿の按察使相当職)を設置
720年-08:00|中国/ｲﾝﾄﾞ|  |||ﾊﾟｯﾗｳﾞｧ朝ﾅﾗｼﾝﾊｳﾞｧﾙﾏﾝ2世が中国と使節を交換
720年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||<死去>ｳﾏｲﾔ朝ｶﾘﾌ｢ｳﾏﾙ2世｣37歳
720年-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||<就任>ｳﾏｲﾔ朝ｴｼﾞﾌﾟﾄ第12代ｱﾐｰﾙ:ﾋﾞｼｬｰﾙ･ｲﾋﾞﾝ･ｻﾌﾜﾝ･ｱﾙｶﾙﾋﾞ(~721)
720年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||<即位>ｳﾏｲﾔ朝ｶﾘﾌ｢ﾔｽﾞｨｰﾄﾞ2世｣(~07240126死去)
720年-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ﾍﾞﾙｷﾞｰ/ﾄﾞｲﾂ/ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<即位>ﾌﾗﾝｸ王国(ﾒﾛｳﾞｨﾝｸﾞ朝)国王｢ﾃｳﾃﾞﾘｸ4世｣ﾀﾞｺﾞﾍﾞﾙﾄ
  3世の息子(~07370316)
720年-01:00|ﾉﾙｳｪｰ|  |||<即位>ﾎﾙﾀﾞﾗﾝ王｢Flein Hjorsson｣
720年-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ﾍﾞﾙｷﾞｰ/ﾄﾞｲﾂ/ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<退位>ﾌﾗﾝｸ王国(ﾒﾛｳﾞｨﾝｸﾞ朝)国王｢ｷﾙﾍﾟﾘｸ2世｣
720年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ｻﾙﾃﾞｰﾆｬ､ｻﾗｾﾝ人に占領される
720年 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ上王｢Cinaed mac Irgalaig｣(~722年)
720年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｸﾞｳｨﾈﾄﾞ王｢Rhodri Molwynog ap Idwal｣(~754年死去)
720年1月18日-09:00|日本|  ||養老3年12月5日|初めて婦女の衣服の様式を定める
720年2月13日-08:00|中国|  ||渤海･仁安1年|渤海国王｢武王大武芸｣仁安(~738年)と改元
720年2月13日-08:00|中国/朝鮮|  ||渤海･仁安1年|渤海､大武芸が仁安(-738年)と改元
720年4月15日-09:00|日本|  ||養老4年3月4日|隼人が反乱し､大伴旅人を征隼人持節大将軍に任じて征討軍を派
  遣
720年6月19日-08:00|中国|  ||唐･開元8年5月9日|再び十道按察使を設置
720年6月30日-09:00|日本|  ||養老4年5月21日|舎人親王ら『日本書紀』30巻系図1巻を成し奏上
720年7月10日-08:00|中国|  ||唐･開元8年6月|ﾘｸと穀が溢れて､二千人近くが漂流･溺死した
720年7月25日-09:00|日本|  ||養老4年6月17日|朝廷軍は隼人側5ヶ所の城を陥落させた
720年9月8日-09:00|日本|  ||養老4年8月3日|<死去>藤原不比等/62歳(誕生:(斉明)5(659))律令国家成立期の政
  治家で､右大臣､太政大臣をつとめた
720年9月9日-09:00|日本|  ||養老4年8月4日|舎人親王が知太政官事に就任
720年10月6日-08:00|中国|  ||唐･開元8年9月|突厥が甘･涼を寇し､涼州都督の楊敬述が突厥と戦い､敗れた
720年10月28日-08:00|中国|  ||唐･開元8年9月23日|契丹が辺境を寇し､王晙が検校幽州都督･節度河北諸軍大使
  となり､黄門侍郎の韋抗が朔方道行軍大総管となり､これを討伐
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720年11月1日-09:00|日本|  ||養老4年9月28日|陸奥国で蝦夷が叛乱を起こし､陸奥按察使上毛野広人を殺害
720年11月20日-09:00|日本|  ||養老4年10月17日|造興福寺仏殿司おかれる
721年-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||<就任>ｳﾏｲﾔ朝ｴｼﾞﾌﾟﾄ第13代ｱﾐｰﾙ:ﾊﾝﾀﾞｰﾗ･ｲﾋﾞﾝ･ｻﾌﾜﾝ･ｱﾙｶﾙﾋﾞ(~724)
721年-02:00|ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ|  |||<即位>ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ帝国ﾊﾝ｢ｾﾊﾞｰﾙ｣(~737年5月)
721年-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｽﾍﾟｲﾝ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<死去>西ｺﾞｰﾄ王国国王｢ｱﾙﾄﾞ｣
721年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾀﾞﾙﾘｱﾀ王｢Dunchadh Becc｣
721年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ﾀﾞﾙﾘｱﾀ王｢Selbach mac Ferchair fota｣(~723年)
721年2月1日-08:00|中国|  ||唐･開元9年|この年､朔方節度使を設置/単于都護府､夏､鹽等六州､定遠､豊安二軍､
  三受降城を領有させる
721年2月9日-08:00|中国|  ||唐･開元9年1月9日|蒲州を河中府とし､京兆や河南に準じて中都官僚を設置
721年2月13日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ﾍﾞﾙｷﾞｰ/ﾄﾞｲﾂ/ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<死去>ﾌﾗﾝｸ王国国王｢ｷﾙﾍﾟﾘｸ2世｣49歳
721年2月13日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ﾍﾞﾙｷﾞｰ/ﾄﾞｲﾂ/ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<即位>ﾌﾗﾝｸ王国国王｢ﾃｳﾃﾞﾘｸｽ4世｣故ﾀﾞｺﾞﾍﾞﾙﾄ3
  世の子(~737年)
721年5月14日-08:00|中国|  ||唐･開元9年4月14日|蘭池州の胡の康待賓が諸々の降戸を誘って造反､六胡州を攻
  め落とす
721年5月20日-09:00|日本|広島県|養老5年4月20日|備後国安那郡を分割して,深津郡を設置
721年6月9日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||ｳﾏｲﾔ朝の遠征軍がﾄｩﾙｰｽﾞでﾒﾛｳﾞｨﾝｸﾞ朝軍に敗れる
721年7月2日-08:00|中国|  ||唐･開元9年4月14日|中都をやめ､蒲州を復活させた
721年7月24日-09:00|日本|長野県|養老5年6月26日|信濃国南部を諏方国として分置
721年7月29日-09:00|韓国/朝鮮|  ||新羅･聖徳王20年7月|渤海への対策として北辺の国境地帯に長城を築く
721年8月1日-08:00|中国|  ||唐･開元9年7月4日|王俊が康待賓を大いに破り生け捕りにし､造反した胡人一万五
  千人を殺す
721年8月4日-09:00|日本|  ||養老5年7月7日|朝廷軍は隼人の捕虜を連れて都に戻った/隼人側の戦死者と捕虜
  は合わせて1400人であった
721年8月27日-08:00|中国|  ||唐･開元9年8月|蘭池の胡の康願子が辺境を寇した
721年9月26日-08:00|中国|  ||唐･開元9年9月1日|朔､日食があった
721年12月23日-09:00|韓国/日本|  ||新羅･聖徳王20年12月|新羅貢朝使､来朝するも元明太上天皇崩御を理由に
  帰す
721年12月29日-09:00|日本|  ||養老5年12月7日|<死去>第43代｢元明天皇｣(前天皇)/61歳(誕生:(斉明)7(661))
722年-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  |||ﾏｲ･ﾄｩｯｸ･ﾛｱﾝ(梅叔驚)が｢黒帝｣と称し反乱を起こす
722年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||旧西ｺﾞｰﾄ王国の貴族ﾍﾟﾗﾖはｺﾊﾞﾄﾞﾝｶﾞの戦いでｲｽﾗﾑ軍を破り､ｱｽﾄｩﾘｱｽ地方にｱｽﾄｩﾘｱｽ王
  国建国(首都ｵﾋﾞｴﾄﾞ)
722年 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ上王｢ﾌｫｶﾞﾙﾀｯｸ･ﾏｯｸ･ﾆｰﾙ｣(~724年没)
722年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｽﾄﾗｽｸﾗｲﾄﾞ王｢Teudebur map Beli｣(~752年死去)
722年2月10日-09:00|日本|  ||養老6年1月20日|謀叛誣告の罪により多治比三宅麻呂を伊豆島へ､元正天皇誹謗
  の罪により穂積老を佐渡島に配流
722年2月18日-09:00|日本|  ||養老6年1月28日|<死去>広瀬王(不明)大蔵卿
722年6月19日-08:00|中国|  ||唐･開元10年閏5月|康待賓の残党康願子が造反し､自ら可汗と称した
722年6月27日-09:00|日本/韓国|  ||養老6年5月10日|元正天皇が､式部大禄･正七位下の津の史主治麻呂を､遣新
  羅使に任命/12月23日､帰還
722年7月18日-08:00|中国|  ||唐･開元10年6月|安南の賊帥梅叔焉等が､州県を攻囲/驃騎将軍兼内侍楊思ｷｮｸを
  派遣して､これを討たせる/思ｷｮｸは賊軍を襲撃して大いに破る
722年9月15日-09:00|韓国/朝鮮|  ||新羅･聖徳王21年8月|新羅が百姓に丁田を給付
722年9月16日-08:00|中国|  ||唐･開元10年8月|張説が兵を発して追討して康願子を捕らえ､その一党は全て平
  定
722年9月16日-08:00|中国|  ||唐･開元10年8月|吐蕃帝国がﾌﾟﾙｼｬ王･没謹忙を包囲/ｶｼｭｶﾞﾙ副使･張思礼に蕃･漢
  の歩騎四千人を与えて救援に派遣吐蕃軍を攻撃し大いに破り､数万人を斬獲
722年10月25日-08:00|中国|  ||唐･開元10年9月11日|京兆の人の権梁山がそむき､処刑された
722年10月29日-08:00|中国|  ||唐･開元10年9月15日|吐蕃が小勃律を攻め､北庭節度使の張孝嵩がこれを破った
722年11月14日-09:00|韓国|  ||新羅･聖徳王21年10月|新羅国､日本の賊の侵入に備え､毛我郡城を築く
723年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ｽﾝﾀﾞ王国ﾏﾊﾗｼﾞｬ｢Sanjaya/Harisdarma/Rakeyan｣(~732年)
723年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ﾊﾟﾀﾞｽﾊﾟﾆﾄﾞ朝君主｢Paduspan2世｣(~762年)
723年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ﾀﾞﾙﾘｱﾀ王｢Dunghal mac Selbaigh｣(~726年廃位)
723年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<退位>ﾀﾞﾙﾘｱﾀ王｢Selbach mac Ferchair｣
723年2月10日-09:00|日本|奈良県奈良市|養老7年|興福寺に施薬院･悲田院作られる
723年3月6日-08:00|中国|  ||唐･開元11年1月25日|次并州､并州を改めて北都とした
723年5月25日-09:00|日本|  ||養老7年4月17日|三世一身の法を定め田地開墾を奨励
723年8月12日-09:00|日本|  ||養老7年7月7日|<死去>太安万侶(官人･学者/｢古事記｣の選者)
723年9月11日-09:00|日本/韓国|  ||養老7年;新羅･聖徳王22年8月8日|新羅使の大奈麻(韓奈麻､五頭品･10位)の
  ｺﾝﾃｲｼｭｸ(金貞宿)･副使の大奈麻のｾｷﾖｳｾﾂ(昔楊節)等15人が､来訪･朝貢/8月25日､帰国
723年12月3日-09:00|日本|  ||養老7年11月2日|口分田を支給/全国の12歳以上の奴婢に､口分田が支給される
724年-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ|  |||蘇禄率いる突騎施(ﾄﾙｺ系遊牧民)が大軍を率いてｱﾝﾅﾌﾙに侵攻
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724年-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||<就任>ｳﾏｲﾔ朝ｴｼﾞﾌﾟﾄ第14代ｱﾐｰﾙ:ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ｲﾋﾞﾝ･ｱﾌﾞﾄﾞ･ｱﾙﾏﾘｸ･ｲﾋﾞﾝ･ﾏｰﾜﾝ(~724)→同年<
  就任>第15代ｱﾐｰﾙ:ｱﾙﾌｱｰ･ｲﾋﾞﾝ･ﾕｻﾌ(~727死去)事実上はｳﾏｲﾔ･ｱﾗｰ･ｲﾋﾞﾝ･ｱﾙﾊﾊﾞﾌﾞが統治
724年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｽﾎﾟﾚｰﾄ公｢ﾄﾗﾝｽﾓﾝﾄﾞ2世｣(1期目~739年)
724年 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ上王｢ｼﾅｴﾄﾞ･ﾏｯｸ･ｲﾙｶﾞﾗｸ｣(~728年)
724年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ﾋﾟｸﾄ王｢Drest7世｣(~726年)
724年1月26日-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||<死去>ｳﾏｲﾔ朝ｶﾘﾌ｢ﾔｽﾞｨｰﾄﾞ2世｣
724年1月26日-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||<即位>ｳﾏｲﾔ朝第10代ｶﾘﾌ｢ﾋｼｬｰﾑ｣(~07430206死去)
724年1月31日-09:00|日本|滋賀県長浜市|養老8年|行基､聖武天皇,己高山山頂に宝厳寺創建(竹生島)
724年1月31日-09:00|日本|長崎県壱岐市|養老8年|聖母宮を再興し､ﾄ部高巣が奉る
724年1月31日-09:00|日本|兵庫県神戸市北区|養老8年|行基,温泉寺創建(有馬温泉)
724年1月31日-09:00|日本|宮城県多賀城市|養老8年|陸奥に多賀城を築く
724年1月31日-08:00|中国|  ||唐･開元12年|<即位>ﾎｰﾀﾝ王｢尉遅眺｣(~724年)
724年3月3日-09:00|日本|  ||神亀1年|石背国､石城国→元の陸奥国に併合
724年3月3日-09:00|日本|  ||神亀1年2月4日|<譲位>第44代｢元正天皇｣
724年3月3日-09:00|日本|  ||神亀1年2月4日|<即位>第45代｢聖武天皇｣首皇子(~07490702)
724年3月3日-09:00|日本|  ||神亀1年2月4日|｢神亀｣に改元
724年3月29日-09:00|日本|  ||神亀1年3月1日|伊豆･安房･常陸･佐渡･隠岐･土佐を遠流､諏方･伊予を中流､越前･
  安芸は近流の国とする
724年4月15日-09:00|日本|  ||神亀1年3月18日|<死去>柿本人麻呂
724年4月22日-09:00|日本|  ||神亀1年3月25日|陸奥国の蝦夷が叛乱/陸奥国大掾佐伯児屋麻呂を殺害
724年5月4日-09:00|日本|  ||神亀1年4月7日|藤原宇合を持節大将軍に任命し､反乱の蝦夷を討たせる
724年6月24日-08:00|中国|  ||唐･開元12年5月29日|諸道の按察使をやめた
724年8月6日-09:00|日本|  ||神亀1年7月13日|<死去>天武天皇夫人大ﾇ娘(父:蘇我赤兄､穂積親王･紀皇女･第13
  代伊勢斎王田形内親王生母､号:石川夫人)
724年9月12日-09:00|日本/韓国|  ||神亀1年8月21日|聖武天皇が､従五位上の土師の宿禰豊麻呂を､遣新羅大使
  に任命/翌神亀2年5月22日､帰国
724年11月28日-09:00|日本|  ||神亀1年11月8日|建物に瓦葺や丹塗りを許可
724年12月14日-08:00|中国|  ||唐･開元12年11月24日|溪州の首領の覃行章がそむき､処刑された
725年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||西ｶﾞﾝｶﾞ朝のｼｭﾘｰﾌﾞﾙｼｬが即位
725年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ｼﾝﾄﾞのﾑｽﾘﾑ軍がｸﾞｼﾞｬﾗｰﾄに侵攻するが敗退
725年-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<即位>ﾊﾞｲｴﾙﾝ公｢ﾌｸﾞﾍﾞﾙﾄ｣ﾃｳﾄﾞﾍﾞﾙﾄの息子.ﾌｸﾞﾍﾞﾙﾄの統治中ﾌﾗﾝｸ王国の事実上
  の支配者であったｶｰﾙ･ﾏﾙﾃﾙがﾊﾞｲｴﾙﾝに対する主権を再び主張して､ｸﾞﾘﾓｱﾙﾄﾞを打ち負かして殺し､ﾊﾞｲｴﾙﾝの一
  部を吸収(~736年)
725年1月19日-09:00|日本|石川県加賀市|神亀2年|山代温泉開湯
725年1月19日-09:00|日本|大分県宇佐市|神亀2年|宇佐神宮創建【全国の八幡宮の総本宮】<応神天皇･比売大神
  ･神功皇后を祀る>
725年1月19日-09:00|日本|富山県中新川郡上市町|神亀2年|行基が大岩山日石寺創建
725年1月19日-08:00|中国|  ||唐･開元12年11月24日|朔､日食があった
725年2月18日-08:00|中国|  ||唐･開元13年|<即位>ﾎｰﾀﾝ王｢尉遅戦｣(~735年)
725年2月18日-08:00|中国|  ||唐･開元13年|Yuchi Tiaoが､ﾄﾙｺ人と共謀した罪で中国に打ち首にされ中国はYuc
  hi Fushizhanをﾎｰﾀﾝ王位につける
725年2月18日-08:00|中国|  ||唐･開元13年|吐于､可突于とあわず､唐に入朝/遼陽郡王に封じられる/召固(尽忠
  の弟)､立てられる
725年4月23日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｹﾝﾄ王｢Wihtraed Ecgberhtes sunu｣
725年4月23日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｹﾝﾄ王｢Eadberht Wihtraedes sunu｣(~730年)､｢Alfric Wihtraedes sunu
  ｣
725年7月21日-09:00|日本|千葉県安房郡鋸南町|神亀2年6月8日|<開山>｢日本寺｣聖武天皇勅詔で行基が/日本最
  大の石製大仏座像
725年11月12日-08:00|中国|  ||唐･開元13年10月3日|一行に作らせていた水運渾天(改良型水力式天球儀)が完
  成
726年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<建国>ｶﾆｶ国
726年-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ|  |||<即位>ｱﾇﾗｰﾀﾞﾌﾟﾗ王国国王｢Aggabodhi5世｣Manavammaの息子(~732年)
726年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ﾔｼｮｰｳﾞｧﾙﾏﾝがｶﾅｳｼﾞを支配
726年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||ﾋﾞｻﾞﾝﾃｨﾝで法令集ｴｸﾛｹﾞが刊行
726年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||ﾋﾞｻﾞﾝﾃｨﾝ皇帝ﾚｵ3世が聖画像破壊令を発布(ｲｺﾉｸﾗｽﾑ)
726年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱ共和国第3代ﾄﾞｰｼﾞｪ(元首)｢ｵﾙｿ･ｲﾊﾟｰﾄ｣(~737年→742年まで一時元首不在
  )
726年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｳｪｾｯｸｽ王｢ｴｾﾞﾙｴﾙﾄﾞ｣(~740年死去)
726年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ﾀﾞﾙﾘｱﾀ王｢Eochaidh mac Echdhaigh｣(~733年死去)
726年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ﾋﾟｸﾄ王｢Alpin1世｣(~728年)
726年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<廃位>ﾀﾞﾙﾘｱﾀ王｢Dunghal mac Selbaigh｣
726年3月9日-08:00|中国|  ||唐･開元14年2月|ﾖｳ州のﾘｮｳの梁大海がそむき､処刑された
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726年6月28日-09:00|日本/韓国|  ||新羅･聖徳王25年5月24日|新羅使の沙ｷｭｳ(薩ｷｭｳ､新羅の官位17等の六頭品･
  8位)のｺﾝｿﾞｳｷﾝ(金造近)等が､朝廷を訪問
726年8月2日-09:00|日本|奈良県奈良市|神亀3年7月|聖武天皇､興福寺東金堂を建立
726年8月2日-08:00|中国|  ||唐･開元14年7月|河南､北にて大水｡溺死者は千人を数えた
727年-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||<就任>ｳﾏｲﾔ朝ｴｼﾞﾌﾟﾄ第16代ｱﾐｰﾙ:ｱﾌﾞﾄﾞ･ｱﾙﾏﾘｸ･ｲﾋﾞﾝ･ﾘﾌｧｰ･ｱﾙﾌｧｰﾐ(~727)事実上はｳﾏｲﾔ
  ･ｱﾗｰ･ｲﾋﾞﾝ･ｱﾙﾊﾊﾞﾌﾞが統治→同年<就任>第17代ｱﾐｰﾙ:ｱﾙﾜﾘﾄﾞ･ｲﾋﾞﾝ･ﾘﾌｧｰ･ｲﾋﾞﾝ･ﾀﾋﾞﾄ･ｱﾙﾌｧｰﾐ(~735解任)事実上は
  ｳﾏｲﾔ･ｱﾗｰ･ｲﾋﾞﾝ･ｱﾙﾊﾊﾞﾌﾞが統治
727年-01:00|ｲﾀﾘｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｳｪｾｯｸｽ王ｲﾈがﾛｰﾏ巡礼者用の宿泊所を設置
727年1月27日-09:00|日本|奈良県桜井市|神亀4年|道明,長谷寺創建<真言宗豊山派総本山>
727年2月23日-08:00|中国|  ||唐･開元15年1月28日|涼州都督･王君?が､青海の西で吐蕃を破った
727年8月7日-08:00|中国|  ||唐･開元15年7月16日|突厥･毘伽可汗がその大臣の梅録啜を派遣して入貢
727年9月26日-08:00|中国|  ||唐･開元15年9月7日|吐蕃の大将･悉諾邏恭禄と燭龍奔布支が瓜州を攻め落とした
727年10月10日-09:00|日本/中国|  ||神亀4年9月21日|渤海郡王の使､出羽国に来着(初めての渤海使)､蝦夷に襲
  撃され､16人が殺害され8名のみ生存/12月20日､渤海使､入京
727年10月20日-08:00|中国|  ||唐･開元15年閏9月2日|吐蕃の賛普と突騎施(ﾄﾙｷｯｼｭ)のｽｰﾙｸ可汗が安西城を包囲
  /大唐の安西副大都護･趙頤貞がこれを撃破
727年11月9日-08:00|中国|  ||唐･開元15年閏9月22日|回ｺﾂが甘州を襲い､王君?がここに死んだ
727年11月18日-09:00|日本|千葉県|神亀4年10月|上総で山崩れがあり､70人が圧死
728年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<死去>ﾀﾞﾌﾞｲﾄﾞ朝｢Farrukhan the Great｣
728年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ﾀﾞﾌﾞｲﾄﾞ朝｢Dadhburzmihr｣(~740年死去)
728年 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ上王｢ﾌﾗｲｽﾊﾞｰﾀｯｸ･ﾏｯｸ･ﾛｰｲﾝｸﾞｼｰ｣(~734年)
728年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ﾋﾟｸﾄ王｢Oenghus｣(~同年)⇒｢Nechtan mac Der Ilei(Nechtan4世)｣(2期目~732年
  )
728年2月4日-09:00|日本/朝鮮/中国|  ||神亀4年12月20日|渤海使入京/翌年4月16日､帰国
728年2月13日-09:00|日本/朝鮮/中国|  ||神亀4年12月29日|正式に渤海国との国交が開かれる
728年2月15日-09:00|日本|  ||神亀5年|陸奥国に白河軍団を置き､また丹取軍団を改め玉造軍団とす(玉造郡の
  初見)
728年2月15日-09:00|日本|愛媛県松山市|神亀5年|伊予国の太守,越智玉純が聖武天皇の勅願により石手寺創建
728年2月15日-08:00|中国|  ||唐･開元16年|Yuchi Fushizhan､中国皇帝から正式にﾎｰﾀﾝ王の称号を受ける
728年2月19日-08:00|中国|  ||唐･開元16年1月5日|趙頤貞が吐蕃と曲子城で戦い､これを破った
728年3月3日-08:00|中国|  ||唐･開元16年1月18日|瀧州の首領の陳行範がそむき､処刑された
728年4月18日-09:00|日本|  ||神亀5年3月5日|<死去>天武天皇皇女田形内親王没(母:蘇我大ﾇ娘､第13代伊勢斎
  王､六人部王妃)
728年5月29日-09:00|日本/中国|  ||神亀5年4月16日|遣渤海使(引田虫麻呂)62名を派遣(高斉徳ら8名を送るた
  めと渤海と通交することにより新羅を牽制するため)
728年8月10日-08:00|中国|  ||唐･開元16年7月|吐蕃の大将･悉末朗が瓜州に来寇し都督の張守珪が撃退
728年8月20日-08:00|中国|  ||唐･開元16年7月11日|河西節度使･蕭嵩､隴右節度使･張忠亮が吐蕃の大莫門城を
  落とした
728年9月8日-08:00|中国|  ||唐･開元16年8月|乙巳､特進張説が開元大衍暦を上納し,これを施行
728年9月8日-09:00|日本|  ||神亀5年8月1日|殺生を禁じる意もあり､鷹の飼育を禁止
728年10月5日-08:00|中国|  ||唐･開元16年8月28日|左金吾将軍･杜賓客が祁連城下にて､吐蕃軍を破った
728年10月20日-09:00|日本|  ||神亀5年9月13日|<死去>基王(2歳/聖武天皇の皇子)病のため夭逝
729年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾊﾟｰﾗｳﾞｧ朝君主｢Paramesvaravarman2世｣(~731年死去)
729年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ﾅﾎﾟﾘ公｢ﾃｵﾄﾞｰﾙ1世｣
729年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾅﾎﾟﾘ公｢ｹﾞｵﾙｸﾞ｣(~739年死去)
729年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾉｰｻﾞﾝﾌﾞﾘｱ王｢Osric Ealdfrithes sunu｣
729年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ﾉｰｻﾞﾝﾌﾞﾘｱ王｢Ceolwulf｣(~737年退位)
729年2月3日-09:00|日本|長崎県壱岐市|神亀6年|行基が刈田院覚音寺[立石西触]を開く
729年3月10日-08:00|中国|  ||唐･開元17年2月6日|ｽｲ州都督の張審素が雲南の昆明城･塩城を落とした
729年3月16日-09:00|日本|  ||神亀6年2月12日|<死去>葛木王(不明)長屋王の子｡長屋王の変の際に縊死
729年3月16日-09:00|日本|  ||神亀6年2月12日|<死去>吉備内親王(不明)草壁皇子の子､長屋王の妃｡長屋王の変
  の際に縊死
729年3月16日-09:00|日本|  ||神亀6年2月12日|<死去>桑田王(不明)長屋王の子｡長屋王の変の際に縊死
729年3月16日-09:00|日本|  ||神亀6年2月12日|<死去>膳夫王(不明)長屋王の子｡長屋王の変の際に縊死
729年3月16日-09:00|日本|  ||神亀6年2月12日|<死去>長屋王(46歳)高市皇子の子､左大臣｡謀反を企てたとして
  攻められ､服毒自殺
729年3月16日-09:00|日本|  ||神亀6年2月12日|<死去>鉤取王(不明)長屋王の子｡長屋王の変の際に縊死
729年3月21日-09:00|日本|  ||神亀6年2月17日|長屋王と親交があった上毛野宿奈麻呂ら7人､流罪
729年4月3日-09:00|日本|  ||神亀6年3月|班田収公を実施し､京･畿内の班田司を任ずる
729年4月10日-08:00|中国|  ||唐･開元17年3月8日|張守珪が吐蕃と大同軍で戦い､これを破った
729年4月26日-08:00|中国|  ||唐･開元17年3月24日|朔方節度使･信安王･李ｲが吐蕃の石堡城を攻撃し､これを抜
  いた
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729年5月5日-09:00|日本|  ||神亀6年4月3日|異端幻術厭魅呪詛を禁じる
729年6月3日-08:00|中国|  ||唐･開元17年5月3日|十道及び京､都両畿の按察使を再び設置
729年9月2日-09:00|日本|  ||天平1年8月5日|｢天平｣と改元
729年9月7日-09:00|日本|  ||神亀6年8月10日|藤原光明子が聖武天皇皇后になる(初の民間皇后)
729年9月27日-09:00|日本|  ||天平1年9月|<任命>鎮守府将軍｢大野東人｣(~不詳)
729年10月9日-09:00|日本|  ||天平1年9月13日|皇太子(基王)没
729年10月27日-08:00|中国|  ||唐･開元17年10月1日|朔､日食があった
730年-07:00|ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ|  |||<即位>ﾁｪﾝﾗ王｢ｻﾝﾌﾞｳﾞｧﾙﾏﾝ｣(~760年)
730年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾌﾟﾗﾃｨｰﾊｰﾗ朝国王｢ﾅｰｶﾞﾊﾟﾀ1世｣建国(~760年)
730年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<建国>ｱｳﾞｧｰﾙ国(正式には首都の名にちなんでｸﾝｻﾞﾌ)
730年-02:00|ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ/ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||ｵｰﾗﾝﾄﾞ諸島はｽｳｪｰﾃﾞﾝの一部
730年-01:00|ﾉﾙｳｪｰ|  |||<即位>ﾍﾞｽﾄﾌｫｰﾙﾄﾞ王｢Halvdan Oysteinsson "den milde og den madilde"｣(~784年)
730年-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ/ﾄﾙｺ|  |||第1次聖像崇拝禁止運動がはじまり､東西教会の対立が激化へ
730年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾛﾝｺﾞﾊﾞﾙﾄﾞ､ﾋﾟｰｻを取得
730年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｹﾝﾄ王｢Athelberht Wihtraedes sunu｣(~762年死去)
730年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ﾀﾞｲﾌｪﾄﾞ王｢Tewdos ｱﾌﾟ･ﾗｲﾝ｣⇒｢ﾏﾚﾃﾞｨｯﾄﾞ･ｱﾌﾟ･Teuder｣(~798年)
730年1月23日-09:00|日本|東京都台東区|天平2年|日本武尊を奉って上野忍ヶ岡(台東区)に下谷神社創建
730年1月23日-09:00|日本|東京都千代田区|天平2年|武蔵国豊島郡芝崎村に入植した出雲系の氏族が神田神社(
  神田明神)創建
730年1月23日-08:00|中国|  ||唐･開元18年|召固､可突于に殺される/屈烈､立てられ､ﾜ可汗と称す
730年4月20日-09:00|日本|奈良県奈良市|天平2年3月29日|奈良･薬師寺の三重塔(東塔)が建立
730年5月8日-09:00|日本|  ||天平2年4月17日|皇后宮職に施薬院を設置/病人や孤児の保護･治療･施薬を行った
730年5月19日-09:00|日本|奈良県奈良市|天平2年4月28日|光明皇后が興福寺に五重塔を建立
730年6月15日-08:00|中国|  ||唐･開元18年5月26日|奚･契丹が突厥についた
730年10月15日-09:00|日本/朝鮮|  ||天平2年8月29日|渤海から引田虫麻呂が帰国し､渤海と日本の外交関係が
  始まる
730年10月16日-09:00|日本|  ||天平2年9月|行基集団の活動に対して再び禁令出る
730年11月12日-09:00|日本|  ||天平2年9月28日|諸国の防人を停止
730年11月15日-08:00|中国|  ||唐･開元18年10月|吐蕃王･ﾃｨﾃﾞﾂｸﾂｪﾝは､大臣･論名悉猟を皇甫惟明へ随行させて
  入貢
730年12月14日-08:00|中国|  ||唐･開元18年11月|突騎施(ﾄﾙｷｯｼｭ)が使者を派遣して入貢
731年-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  |||<死去>ﾁｬﾝﾊﾟ王｢ｳﾞｨｸﾗﾝﾀｳﾞｧﾙﾏﾝ2世｣
731年-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  |||<即位>ﾁｬﾝﾊﾟ王｢ﾙﾄﾞﾗｳﾞｧﾙﾏﾝ2世｣(~758年死去)
731年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<建国>ﾃﾞｵｶﾞﾙ国
731年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<死去)>ﾊﾟｰﾗｳﾞｧ朝君主｢Paramesvaravarman2世｣
731年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾍﾞｰﾀﾞが｢ｲｷﾞﾘｽ教会史｣を著す
731年2月11日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<死去>第89代ﾛｰﾏ教皇｢ｸﾞﾚｺﾞﾘｳｽ2世｣
731年3月18日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>第90代ﾛｰﾏ教皇｢ｸﾞﾚｺﾞﾘｳｽ3世｣(~07411128死去)
731年4月17日-09:00|日本|長野県|天平3年3月7日|諏方国→信濃国に合併して元に復した
731年5月11日-09:00|韓国/日本|  ||新羅･聖徳王30年4月|日本の戦船300艘が新羅の東部海岸に攻め寄せて辺境
  を襲ったがこれを撃破
731年8月31日-09:00|日本|  ||天平3年7月25日|<死去>大伴旅人(政治家･歌人､67歳)
731年9月6日-09:00|日本|  ||天平3年8月|行基集団に対して､男子61歳以上､女子55歳以上の者に出家を許可す
  る詔勅を出す
731年12月25日-09:00|日本|  ||天平3年11月22日|畿内に惣管を､諸道に鎮撫使を設置
732年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>古ﾏﾀﾗﾑ王国国王｢ｻﾝｼﾞｬﾔ｣(~746年)
732年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ｽﾝﾀﾞ･ｶﾞﾙｱ王国ﾏﾊﾗｼﾞｬ｢Rakeyan Panaraban/Tamperan Barmawijaya｣(~739年)
732年-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ|  |||<即位>ｱﾇﾗｰﾀﾞﾌﾟﾗ王国国王｢Kassapa3世｣Aggabodhi5世の兄弟(~738年)
732年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾊﾟｰﾗｳﾞｧ朝君主｢ﾅﾝﾃﾞｨｳﾞｧﾙﾏﾝ2世｣KadavakulaのHiranyavarmanの息子(~796年)
732年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ﾍﾞﾈｳﾞｪﾝﾄ公｢ﾛﾑｱﾙﾄﾞ2世｣
732年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾍﾞﾈｳﾞｪﾝﾄ公｢ｱｳﾃﾞﾗｼｽ｣(~733年)
732年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ﾋﾟｸﾄ王｢Oenghus mac Ferghusa(Angus1世)｣(~761年死去)
732年2月20日-09:00|日本/韓国|  ||天平4年1月20日|聖武天皇が､従五位下の角の朝臣家主を､遣新羅使に任命/
  8月11日､帰還
732年2月22日-09:00|日本/韓国|  ||新羅･聖徳王31年1月22日|新羅使のｺﾝﾁｮｳｿﾝ等40人が来朝/6月26日､新羅使､
  帰還
732年3月1日-08:00|中国|  ||唐･開元20年2月1日|朔､日食があった
732年4月25日-09:00|日本|大阪府大阪市中央区|天平4年3月26日|難波宮の工事が一段落
732年4月25日-08:00|中国|  ||唐･開元20年3月26日|信安郡王李ｲが奚･契丹と薊州で戦い､これを破った
732年8月25日-08:00|中国|  ||唐･開元20年8月1日|朔､日食があった
732年9月10日-09:00|日本|  ||天平4年8月17日|鎮撫使を改め､東海･東山･山陰･西海に節度使を設置
732年9月28日-08:00|中国/朝鮮|  ||唐･開元20年9月5日|渤海が唐･登州を襲撃し､両国に戦端が開かれる
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732年10月10日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲﾗｸ|  |||ﾌﾗﾝｸ王国の宮宰ｶｰﾙ･ﾏﾙﾃﾙ(44)の歩兵軍が､ﾄｩｰﾙとﾎﾟｱﾃｨｴでｳﾏｲﾔ朝ｲｽﾗﾑ軍を
  破る(ﾄｩｰﾙ･ﾎﾟｱﾃｨｴ間の戦い)
733年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾁｬｰﾙｷｱ朝国王｢ｳﾞｨｸﾗﾏｰﾃﾞｨﾃｨﾔ2世｣(~744年)
733年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾍﾞﾈｳﾞｪﾝﾄ公｢ｸﾞﾚｺﾞﾘｰ｣(~740年死去)
733年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾀﾞﾙﾘｱﾀ王｢Eochaidh mac Echdhaigh｣
733年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ﾀﾞﾙﾘｱﾀ王｢Muiredhach mac Ainbhchellaigh｣(~736年)
733年1月21日-09:00|日本|  ||天平5年|<死去>山上憶良(貴族･歌人､74)
733年1月21日-09:00|日本|静岡県浜松市|天平5年|行基,龍潭寺創建<井伊家歴代墓地>
733年1月21日-09:00|日本|東京都調布市|天平5年|満功上人,深大寺創建<法相宗→天台宗>
733年1月21日-08:00|中国/朝鮮|  ||唐･開元21年1月|玄宗皇帝が､大門芸を幽州へ派遣して､兵を発して渤海王･
  大武芸を討伐させた
733年1月31日-09:00|日本|  ||天平5年1月11日|<死去>県犬養三千代(橘三千代)(69歳)美努王･藤原不比等の妻､
  橘諸兄･光明皇后の母
733年3月20日-09:00|日本|  ||天平5年2月30日|｢出雲風土記｣が完成
733年4月24日-08:00|中国|  ||唐･開元21年閏3月6日|幽州副総管の郭英傑が契丹と都山で戦い､郭英傑はここに
  死んだ
733年5月20日-09:00|日本/中国|  ||天平5年4月3日|第9次遣唐使渡唐/多治比広成､中臣名代､秦朝元､栄叡･普照
  ･玄朗･玄法ら
733年8月14日-09:00|韓国/朝鮮|  ||新羅･聖徳王32年7月|唐から勅を受けて渤海の南部を攻めた/新羅軍の大半
  は死亡し功績を挙げることなく退却
733年8月14日-08:00|中国|  ||唐･開元21年7月1日|朔､日食があった
734年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||この年､ﾑﾙｼﾞｱ派のｼﾞｬﾌﾑ･ﾌﾞﾝ･ｻﾌﾜｰﾝがﾎﾗｰｻﾝで反乱(746年鎮圧)
734年 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ上王｢ｱｰｴｯﾄﾞ･ｱﾗﾝ･ﾏｯｸ･ﾌｪﾙｶﾞｲﾚ｣(~743年)
734年 06:00|ｸﾞｱﾃﾏﾗ|  |||<即位>ﾃｨｶﾙ王｢ｲｷﾝ･ﾁｬﾝ･ｶｳｨｰﾙ｣(~766年頃)
734年2月4日-09:00|日本|秋田県|天平5年12月26日|雄勝村に郡をたてる
734年2月4日-09:00|日本|秋田県秋田市|天平5年12月26日|庄内地方(山形県)にあった出羽柵を秋田村(秋田市)
  に移す
734年2月9日-08:00|中国|  ||唐･開元22年|この年､過折､泥礼(遼の始祖)に殺される/剌乾(過折の子)､左驍衛将
  軍を拝す
734年2月18日-09:00|日本|奈良県奈良市|天平6年1月11日|光明皇后､母橘三千代の菩提供養のため興福寺西金堂
  建立
734年3月17日-09:00|日本|  ||天平6年2月8日|<死去>天智天皇皇女泉内親王(母:忍海色夫古娘､第12代伊勢斎王
  )
734年3月19日-08:00|中国|  ||唐･開元22年2月10日|秦州にて地震が続いた/吏民の死者は四千余人
734年4月-03:30|ｲﾗﾝ|  |||北ｱﾌﾘｶの総督ｳﾊﾞｲﾄﾞ･ｱｯﾗｰﾌがﾁｭﾆｽにｻﾞｲﾄｩｰﾅ･ﾓｽｸを建設
734年5月14日-09:00|日本|  ||天平6年4月7日|<天平6年畿内七道地震>大地が大きく震え,天下の百姓(万民,民
  衆)の家が倒壊し圧死者が多く出た/山が崩れ川を埋めた/大地があちらこちらで裂けた
734年5月28日-09:00|日本|  ||天平6年4月21日|諸道の節度使､廃止
734年5月30日-08:00|中国|  ||唐･開元22年4月23日|北庭都護の劉渙が反乱を計画し､処刑された
734年8月10日-09:00|日本|  ||天平6年7月7日|聖武天皇が宮中の相撲節会を観る｡最古の相撲節会の記録
734年8月10日-09:00|日本|  ||天平6年7月7日|聖武天皇が七夕の詩を作らせる(七夕の初め)
734年12月30日-08:00|中国|  ||唐･開元22年12月|<死去>突厥第二可汗国第3代可汗｢毘伽可汗(ﾋﾞﾙｹﾞｶｶﾞﾝ､默棘
  連)｣大臣の梅録啜に毒を盛られる
734年12月30日-08:00|中国|  ||唐･開元22年12月|<即位>突厥第二可汗国第4代可汗｢伊然可汗(ｲﾈﾙｶｶﾞﾝ)｣(~すぐ
  に病死)毘伽可汗の子⇒<即位>突厥第二可汗国第5代可汗｢登利可汗(ﾃﾝｸﾞﾘｶｶﾞﾝ)｣(~741年殺)伊然可汗の弟
734年12月30日-08:00|中国|  ||唐･開元22年12月1日|朔､日食があった
735年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾊﾟｰﾝﾃﾞｨﾔ朝君主｢ﾏｰﾗｳﾞｧﾙﾏﾝ･ﾗｰｼﾞｬｼﾝﾊ1世｣(~765年)
735年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾗｰｼｭﾄﾗｸｰﾀ朝国王｢ﾀﾞﾝﾃｨﾄﾞｩﾙｶﾞ｣(~756年)
735年-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||<就任>ｳﾏｲﾔ朝ｴｼﾞﾌﾟﾄ第18代ｱﾐｰﾙ:ｱﾌﾞﾄﾞ･ｱﾙﾗｰﾏﾝ･ｲﾋﾞﾝ･ｶﾘﾄﾞ･ｱﾙﾌｧｰﾐ(~737解任)
735年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｱｷﾃｰﾇ公｢ｳｰﾄﾞ(大公)｣
735年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾎﾟﾜﾃｨｴ伯｢Hatton｣(~778年)
735年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ｱｷﾃｰﾇ公｢ｳﾅｰﾙ1世｣(~745年)
735年1月4日-08:00|中国/韓国|  ||新羅･聖徳王33年12月6日|新羅の貢調使の級伐ｷｭｳ(六頭品･9位)のｺﾝｿｳﾃｲ(金
  相貞)等が筑紫に来泊
735年1月16日-08:00|中国|  ||唐･開元22年12月18日|幽州節度使･張守珪が契丹と戦い､これを破り､その王の屈
  烈を殺した
735年1月29日-09:00|日本|  ||天平7年|豌豆瘡(天然痘)が流行し､死者多数(4月に帰国した遣唐使一行が感染し
  ていたとも)
735年2月27日-08:00|中国/韓国/朝鮮|  ||唐･開元23年2月|唐が新羅の大同江以南の地の領有を認める
735年5月21日-08:00|中国/日本|  ||天平7年4月25日|吉備真備らが帰国し､唐･文物を献上
735年5月26日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞのｷﾘｽﾄ教聖職者･歴史家･聖人･教会博士の称号を持つ､ﾍﾞｰﾀﾞ･ｳﾞｪﾈﾗﾋﾞ
  ﾘｽが死去
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735年10月20日-09:00|日本|  ||天平7年9月30日|<死去>新田部親王(奈良時代の皇族･天武天皇の第十皇子)
735年10月21日-08:00|中国|  ||唐･開元23年冬|東都の人の劉普会がそむき､処刑された
735年11月15日-08:00|中国|  ||唐･開元23年10月26日|突騎施が辺境を寇した
735年12月2日-09:00|日本|  ||天平7年11月14日|<死去>舎人親王(天武天皇の皇子)
735年12月19日-08:00|中国|  ||唐･開元23年閏11月1日|朔､日食があった
736年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｲﾀﾘｱ･ﾗﾝｺﾞﾊﾞﾙﾄﾞ王｢ﾋﾙﾃﾞﾌﾟﾗﾝﾄ｣(1.28まで共同統治~744年9月没)
736年-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<即位>ﾊﾞｲｴﾙﾝ公｢ｵﾃﾞｨﾛ｣ｺﾞｯﾄﾌﾘｰﾄの息子.ﾃｵﾄﾞの外孫(~07480118死去)
736年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾀﾞﾙﾘｱﾀをﾋﾟｸﾄが統治(~750年)
736年2月16日-09:00|日本/韓国|  ||天平8年|新羅より学生審祥来日/本邦華厳宗の初祖
736年2月16日-09:00|日本|  ||天平8年|朝廷が浮浪人帳を作成
736年2月16日-08:00|中国|  ||唐･開元16年|<即位>ﾎｰﾀﾝ王｢尉遅達｣(~739年)
736年3月12日-08:00|中国|  ||唐･開元24年1月26日|北庭都護の蓋嘉運が突騎施と戦い､これを破った
736年4月16日-08:00|中国|  ||唐･開元24年3月|張守珪が､平盧討撃使･左驍衛将軍の安禄山に奚･契丹の造反者
  を討伐させたが安禄山は虜に敗北
736年5月31日-09:00|日本/韓国|  ||天平8年4月17日|遣新羅使､阿倍継麻呂ら出発
736年6月25日-09:00|日本|  ||天平8年5月12日|諸国調庸布の制を定める/調の麻布は長さ二丈八尺･幅一尺九寸
  ､庸の麻布は長さ一丈四尺･幅一尺九寸を一端と規定
736年7月10日-08:00|中国|  ||唐･開元24年5月27日|醴泉の人の劉志誠がそむき､処刑された
736年12月23日-09:00|日本|  ||天平8年11月17日|葛城王が橘諸兄に改名(王を辞めて臣下に)
737年-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||<就任>ｳﾏｲﾔ朝ｴｼﾞﾌﾟﾄ第19代ｱﾐｰﾙ:ﾊﾝﾀﾞｰﾗ･ｲﾋﾞﾝ･ｻﾌﾜﾝ･ｱﾙｶﾙﾋﾞ(~741.10)
737年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ｱｽﾄｩﾘｱｽ王｢ﾍﾟﾗｰﾖ｣
737年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ｱｽﾄｩﾘｱｽ王｢ﾌｧﾋﾞﾗ｣(~739年死去)
737年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ﾉｰｻﾞﾝﾌﾞﾘｱ王｢Eadberht Eates sunu｣(~758.9)
737年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<退位>ﾉｰｻﾞﾝﾌﾞﾘｱ王｢Ceolwulf｣
737年2月4日-08:00|中国|  ||唐･開元25年|<死去>渤海｢大武芸王｣
737年2月4日-08:00|中国|  ||唐･開元25年|<即位>渤海｢大欽茂(文王)｣
737年2月4日-08:00|中国|  ||唐･開元25年|唐で募兵制の長征健児制採用
737年2月4日-08:00|中国|  ||唐･開元25年1月|初めて玄学博士を設置
737年3月6日-09:00|韓国|  ||新羅･聖徳王36年2月|<死去>新羅王｢聖徳王｣
737年3月6日-09:00|韓国|  ||新羅･孝成王1年2月|<即位>新羅王｢孝成王｣(~742年)
737年4月15日-08:00|中国|  ||唐･開元25年3月11日|張守珪が契丹と捺禄山で戦い､これを破った
737年4月21日-08:00|中国|  ||唐･開元25年3月17日|河西節度副大使の崔希逸が吐蕃と青海で戦い､これを破っ
  た
737年5月-02:00|ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ|  |||<即位>ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ帝国ﾊﾝ｢ｺﾙﾐｿｼｭ｣(~754年2月)
737年5月21日-09:00|日本|  ||天平9年4月17日|<死去>藤原房前(57/藤原北家始祖)天然痘に罹り
737年7月13日-09:00|日本|  ||天平9年6月11日|<死去>大宰少弐小野老(貴族･歌人)
737年7月20日-09:00|日本|  ||天平9年6月18日|<死去>長田王(不明)近江守､衛門督､摂津大夫
737年8月5日-09:00|日本|  ||天平9年7月5日|<死去>大野王(不明)散位
737年8月13日-09:00|日本|  ||天平9年7月13日|<死去>参議藤原麻呂(43/藤原京家始祖)天然痘に罹り
737年8月17日-09:00|日本|  ||天平9年7月17日|<死去>百済王郎虞(77歳)百済王族､散位
737年8月25日-09:00|日本|  ||天平9年7月25日|<死去>左大臣藤原武智麻呂(58/藤原南家始祖)天然痘に罹り
737年9月3日-09:00|日本|  ||天平9年8月5日|<死去>参議藤原宇合(44/藤原式家始祖)天然痘に罹り
737年9月18日-09:00|日本|  ||天平9年8月20日|<死去>水主内親王(不明)天智天皇の皇女
737年9月29日-08:00|中国|  ||唐･開元25年9月|唐で律令格式を発布(開元25年律令)
737年10月19日-09:00|日本|福岡県|天平9年9月21日|筑紫の防人を廃止
737年10月20日-09:00|日本|  ||天平9年9月22日|諸国にある臣家の稲を出挙することを禁止
737年10月26日-09:00|日本|  ||天平9年9月28日|鈴鹿王が知太政官事に就任
738年-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ|  |||<即位>ｱﾇﾗｰﾀﾞﾌﾟﾗ王国国王｢Mahinda1世｣Kassapa3世の弟(~741年死去)
738年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<建国>下ﾀﾞﾙｷﾞﾝ国家ｶｲﾀｸﾞ
738年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｴｾｯｸｽ王｢Swaefbryht｣
738年1月11日 06:00|ﾎﾝｼﾞｭﾗｽ|  |||<即位>ｺﾊﾟﾝ王｢ｶｯｸ･ﾎﾌﾟﾗﾌ･ﾁｬﾝ･ｶｳｨｰﾙ｣(~07490204)
738年1月21日-09:00|日本|  ||天平9年12月27日|大倭国を大養徳国と改名
738年1月25日-09:00|日本|  ||天平10年|天然痘が大流行
738年1月25日-09:00|日本|神奈川県足柄下郡箱根町|天平10年|釈浄定坊が｢惣湯｣発見/箱根湯本温泉
738年1月25日-09:00|日本|奈良県吉野郡|天平10年以降|芳野監廃止→大和国
738年1月25日-08:00|中国|  ||渤海･仁安19年|<死去>渤海国王｢武王大武芸｣
738年1月25日-08:00|中国|  ||唐･開元26年|<即位>南詔王｢皮羅閣｣(~748年)南詔建国
738年1月25日-08:00|中国|  ||渤海･仁安19年|<即位>渤海国王｢文王大欽茂｣(~大興56年(793年)死去)
738年1月25日-08:00|中国|  ||渤海･大興1年|渤海､大欽茂が大興(-794年)と改元
738年1月25日-09:00|日本/韓国|  ||新羅･孝成王2年1月|新羅使来朝/新羅の級伐ｷｭｳ(級ｷｭｳ､六頭品･9位)のｺﾝｿｳ
  ｼﾞｭﾝ(金想純)等147人/6月24日､新羅使の入京を許さず､大宰府より放還
738年1月29日-08:00|中国|  ||唐･開元26年1月5日|潮州刺史の陳思挺が反乱を計画し､処刑された
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738年4月18日-08:00|中国|  ||唐･開元26年3月25日|吐蕃が河西を寇し､崔希逸がこれを破り､ｾﾞﾝ州都督の杜希
  望が其新城を落とした
738年5月3日 06:00|ﾎﾝｼﾞｭﾗｽ|  |||<死去>ｺﾊﾟﾝ王｢ﾜｼｬｯｸ･ﾗﾌﾝ･ｳﾊﾞｸ･ｶｳｨｰﾙ｣ｷﾘｸﾞｱ王ｶｯｸ･ﾃｨﾘｳ･ﾁｬﾝ･ﾖｱｰﾄ(｢ｶｳｱｸ空｣)
  によって捕らえられ斬首される
738年5月25日-09:00|日本|  ||天平10年5月3日|諸国の健児を停止(北陸･南海道を除く)
738年7月30日-09:00|日本|  ||天平10年7月10日|大伴子虫､長屋王を誣告した中臣宮処東人を斬殺
738年10月18日-08:00|中国|  ||唐･開元26年9月1日|朔､日食があった
738年10月22日-08:00|中国|  ||唐･開元26年9月5日|益州長史の王昱が吐蕃と安戎城で戦い､敗れた
738年11月16日-08:00|中国|  ||唐･開元26年10月|玄宗皇帝が､南詔の王の皮羅閣を雲南王に封じる(-748)
739年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ｽﾝﾀﾞ王国ﾏﾊﾗｼﾞｬ｢Rakeyan Banga/Hariang Banga｣(~766年)
739年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ｱｽﾄｩﾘｱｽ王｢ﾌｧﾋﾞﾗ｣
739年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ﾅﾎﾟﾘ公｢ｹﾞｵﾙｸﾞ｣
739年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ﾌﾘｳｰﾘ領主｢ﾍﾟｯﾓ｣
739年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ﾌﾘｳｰﾘ領主｢ﾗﾄｷｽ｣(⇒744年ﾗﾝｺﾞﾊﾞﾙﾄﾞ王)
739年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ｱｽﾄｩﾘｱｽ王｢ｱﾙﾌｫﾝｿ1世｣(~757年死去)
739年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｽﾎﾟﾚｰﾄ公｢ﾋﾙﾃﾞﾘｯｸ｣(~740.12殺される)
739年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾅﾎﾟﾘ公｢ｸﾞﾚｺﾞﾘｰ1世｣(~755年死去)
739年-01:00|ｱﾙｼﾞｪﾘｱ/ﾓﾛｯｺ|  |||ﾀﾝｼﾞｰﾙでﾊﾜｰﾘｼﾞｭ派のﾍﾞﾙﾍﾞﾙ人が反乱､ﾓﾛｯｺ､ｱﾙｼﾞｪﾘｱを支配
739年2月13日-08:00|中国|  ||唐･開元27年|唐がﾄﾙｺ系のﾁｮﾙｹﾞｼｭ族を征服
739年5月10日-09:00|日本|  ||天平11年3月28日|石上乙麻呂と藤原宇合の正室久米若女との不義が発覚し､乙麻
  呂は土佐国へ若女は下総国へ配流
739年5月18日-09:00|日本|  ||天平11年4月7日|<死去>多治比広成(公卿･漢詩人)
739年6月11日-09:00|日本|  ||天平11年5月|三関国･大宰府管内諸国などを除き､諸国兵士を暫く停止(類聚三代
  格)
739年8月21日-09:00|日本/中国|  ||天平11年7月13日|渤海使来着
739年9月22日-08:00|中国|  ||唐･開元27年8月15日|磧西節度使の蓋嘉運が突騎施を賀邏嶺で破り､その可汗の
  吐火仙を捕らえた
739年9月29日-08:00|中国|  ||唐･開元27年8月22日|吐蕃が辺境を寇し､河西･隴右節度使の蕭炅がこれを破った
740年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ﾁｬｰﾙｸﾔ朝がﾊﾟﾙﾗｳﾞｧ国を攻撃し､ｶｰﾝﾁを占領
740年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ﾊﾞｯﾀﾞﾀﾞｶﾙのｳﾞｨｰﾙﾊﾞｰｸｼｬ寺院が建立
740年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<死去>ﾀﾞﾌﾞｲﾄﾞ朝｢Dadhburzmihr｣
740年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ﾀﾞﾌﾞｲﾄﾞ朝｢Khurshid｣(~760年)
740年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ﾍﾞﾈｳﾞｪﾝﾄ公｢ｸﾞﾚｺﾞﾘｰ｣
740年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾍﾞﾈｳﾞｪﾝﾄ公｢ｺﾞｰﾃﾞｽｶﾙｸ｣(~743年暗殺される)
740年-01:00|ｱﾙﾊﾞﾆｱ|  |||<即位>ﾐﾌﾗﾆｰ朝(ｱﾙﾊﾞﾆｱ)大公｢Narseh-Dzndak｣(~770年)
740年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｳｪｾｯｸｽ王｢ｸｽﾚｯﾄﾞ｣(~756年死去)
740年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ﾃﾞｨﾍﾞﾄﾞ王｢Maredudd ap Tewdwr｣(~797年死去)
740年1月12日-03:00|ｲﾗｸ|  |||ｲﾏｰﾑ派のｻﾞｲﾄﾞがｸｰﾌｧで反乱をおこすが鎮圧される
740年2月2日-08:00|中国|  ||唐･開元28年|<即位>ﾎｰﾀﾝ王｢尉遅珪｣(~744年)仏教の迫害を始める
740年2月14日-09:00|日本/朝鮮/中国|  ||天平12年1月13日|大伴犬養､遣渤海大使に任じられる/10月5日､来帰
740年4月1日-08:00|中国|  ||唐･開元28年3月1日|朔､日食があった
740年4月26日-08:00|中国|  ||唐･開元28年3月26日|益州司馬の章仇兼瓊が吐蕃を破り､安戎城を落とした
740年5月2日-09:00|日本/韓国|  ||天平12年4月2日|遣新羅使､外従五位下の紀の朝臣必登等が出発/10月15日､
  帰還
740年6月16日-08:00|中国|  ||唐･開元28年5月18日|吐蕃が安戎城を寇し､章仇兼瓊がまたこれを破った
740年7月13日-09:00|日本|  ||天平12年6月15日|天下泰平により大赦｡久米若女､帰京を許される
740年8月27日-09:00|韓国/朝鮮|  ||新羅･孝成王4年8月|先妃の父である波珍ｻﾝの永宗が反乱を起こしこれを誅
  殺
740年9月15日-09:00|日本|大阪府|天平12年8月20日|和泉監を合併→河内国
740年9月28日-09:00|日本|  ||天平12年9月3日|藤原広嗣が太宰府管下の兵を動員する(広嗣の乱)
740年10月17日-09:00|日本|福岡県北九州市小倉北区|天平12年9月22日|朝廷軍と太宰府の藤原広嗣軍が衝突(広
  嗣の乱)朝廷軍勅使佐伯常人､阿倍虫麻呂が隼人24人､兵4,000人を率いて渡海して､板櫃鎭(豊前国企救郡)を攻
  略/登美､板櫃､京都三鎮の兵1767人と兵器多数を鹵獲
740年11月16日-09:00|日本|  ||天平12年10月23日|藤原広嗣が政府軍に敗れ捕らえられる
740年11月24日-09:00|日本|長崎県五島市|天平12年11月1日|藤原広嗣･綱手兄弟､肥前国松浦郡家で処刑(広嗣の
  乱の終結)
740年12月-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｽﾎﾟﾚｰﾄ公｢ﾋﾙﾃﾞﾘｯｸ｣殺される
740年12月-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<復位>ｽﾎﾟﾚｰﾄ公ﾄﾗﾝｽﾓﾝﾄﾞ2世(2度目~742年)
741年-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ|  |||<即位>ｱﾇﾗｰﾀﾞﾌﾟﾗ王国国王｢Aggabodhi6世｣Kassapa3世の息子(~781年死去)
741年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||この年､ﾊﾞｲｴﾙﾝ部族法典が成立(～744)
741年1月6日-09:00|日本|京都府木津川市|天平12年12月15日|聖武天皇が山背国相楽郡の恭仁宮へ遷都
741年1月22日-09:00|日本|岡山県総社市|天平13年|聖武天皇の発願で鎮護国家を目的に備中国分寺創建
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741年1月22日-09:00|日本|滋賀県愛知郡愛荘町|天平13年|行基,金剛輪寺創建<天台宗>
741年2月12日-09:00|日本|  ||天平13年1月22日|藤原広嗣の乱に際し､広嗣軍に加わった者を処断/死罪26人､流
  罪47人
741年4月18日-09:00|日本|  ||天平13年3月28日|<死去>泊瀬部内親王(天武天皇皇女､母:宍人(木殻)媛､天智天
  皇皇子川嶋皇子妃)
741年5月4日-09:00|日本|  ||天平13年閏3月15日|平城京への高官の居住を禁止/五位以上の官人が､特別な許可
  も無く平城京に留まることを禁止｡事実上の平城京棄都である
741年6月18日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<死去>東ﾛｰﾏ帝国(ｲｻｳﾘｱ朝)皇帝｢ﾚｵｰﾝ3世ｲｻｳﾛｽ｣
741年6月18日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>東ﾛｰﾏ帝国(ｲｻｳﾘｱ朝)皇帝｢ｺﾝｽﾀﾝﾃｨﾉｽ5世ｺﾌﾟﾛﾆｭﾓｽ｣ﾚｵｰﾝ3世の子(~07750914
  死去)
741年8月16日-08:00|中国|  ||唐･開元29年7月|<即位>突厥第二可汗国第5代可汗｢登利可汗(ﾃﾝｸﾞﾘｶｶﾞﾝ)｣殺され
  る
741年8月16日-08:00|中国|  ||唐･開元29年7月|<即位>突厥第二可汗国第6代可汗｢骨咄葉護(ｸﾄｩﾔﾌﾞｸﾞ)｣(~742年
  殺)
741年9月11日-08:00|中国|  ||唐･開元29年7月27日|東都で洛水が溢れ千余一が溺死
741年10月-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||<就任>ｳﾏｲﾔ朝ｴｼﾞﾌﾟﾄ第20代ｱﾐｰﾙ:ﾊﾌｽ･ｲﾋﾞﾝ･ｱﾙﾜﾘﾄﾞ･ｲﾋﾞﾝ･ﾕｻﾌ･ｱﾙﾊﾄﾞﾗﾐ(~744)
741年10月-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ｶｰﾙ･ﾏﾙﾃﾙ､死の直前にｻﾝ･ﾄﾞﾆ修道院で育った息子に王国を分割/ｶｰﾙﾏﾝに東部｡ﾋﾟﾋﾟﾝ
  に西部｡残りは共通宗主権領地
741年10月1日-08:00|中国|  ||唐･開元29年8月17日|禄山を営州都督､充平盧軍使として､両蕃､渤海､黒水の四府
  を経略させた
741年10月12日-09:00|日本|  ||天平13年8月28日|平城京内の東市と西市を新都に移転/経済的にも平城京は棄
  都された
741年10月22日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｶｰﾙ･ﾏﾙﾃﾙ/53歳(誕生:0688)714年以来ﾌﾗﾝｸ王国の宮宰職にあった
741年11月28日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<死去>第90代ﾛｰﾏ教皇｢ｸﾞﾚｺﾞﾘｳｽ3世｣
741年12月7日-08:00|中国|  ||唐･開元29年10月25日|北庭と安西を分けて二節度とする
741年12月10日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>第91代ﾛｰﾏ教皇｢ｻﾞｶﾘｱｽ｣(~07520322死去)
742年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||ｳﾏｲｱ朝が税務の公用語を全土でｱﾗﾋﾞｱ語とする
742年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱ共和国第4代ﾄﾞｰｼﾞｪ(元首)｢ﾃｵﾀﾞｰﾄ･ｲﾊﾟｰﾄ｣(~755年)
742年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｽﾎﾟﾚｰﾄ公｢ｱｷﾞｯﾌﾟﾗﾝﾄﾞ｣(~744年)
742年1月2日-09:00|日本|  ||天平13年11月21日|天皇､新都を｢恭仁京｣と名付ける/正式名｢大養徳恭仁京｣
742年1月17日-08:00|中国|  ||唐･開元29年12月6日|吐蕃が石堡城を陷した
742年1月20日-09:00|日本|千葉県|天平13年12月10日|安房国→上総国に合した
742年1月20日-09:00|日本|  ||天平13年12月10日|能登国→越中国に併合
742年2月 00:00|ﾓﾛｯｺ|  |||北ｱﾌﾘｶ総督ﾊﾝｻﾞﾗがﾊﾜｰﾘｼﾞｭ派の反乱を鎮圧
742年2月10日-08:00|中国|  ||唐･天寶1年|<死去>突厥第二可汗国第6代可汗｢骨咄葉護(ｸﾄｩﾔﾌﾞｸﾞ)｣突厥の抜悉
  密､回乞､葛邏禄の三部が共に攻撃して殺した
742年2月10日-08:00|中国|  ||唐･天寶1年|<即位>突厥第二可汗国可汗｢頡跌伊施可汗(ｲﾙﾃｨﾘｼｭｶｶﾞﾝ)｣(~744年殺
  )拔悉蜜部の長/突厥の抜悉密､回乞､葛邏禄の三部が推して
742年2月10日-08:00|中国|  ||唐･天寶1年|<即位>突厥第二可汗国第7代可汗｢烏蘇米施可汗(ｵｽﾞﾐｼｭｶｶﾞﾝ)｣(~744
  年殺)判闕特勒の子/突厥の余衆が立てる
742年2月10日-08:00|中国|  ||唐･天寶1年1月1日|朔､唐･玄宗が天寶(-756年)と改元
742年2月14日-09:00|日本|福岡県|天平14年1月5日|大宰府を廃し､筑前国と併合(天平17年6月に復活)
742年2月15日-08:00|中国|  ||唐･天寶1年1月6日|平盧を分離して別の節度とし､安禄山を節度使とした
742年3月6日-08:00|中国|  ||唐･天寶1年1月25日|三門運渠が完成
742年3月13日-09:00|日本/韓国|  ||天平14年2月3日|新羅使来朝/新羅使の沙ｷｭｳ(六頭品･8位)のｺﾝｷﾝｴｲ(金欽英
  )等187人が来朝/新京未完成の理由で入京を許さず､筑紫より放還
742年3月31日-08:00|中国|  ||唐･天寶1年2月21日|侍中を改めて左相とし､中書令を右相とし､東都を東京とし､
  北都を北京とし､州を郡とし､刺史を太守とした
742年6月-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>東ﾛｰﾏ帝国(ｲｻｳﾘｱ朝)皇帝｢ｱﾙﾀｳﾞｧｽﾄｽ｣(~07431102)
742年6月-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<退位>東ﾛｰﾏ帝国(ｲｻｳﾘｱ朝)皇帝｢ｺﾝｽﾀﾝﾃｨﾉｽ5世ｺﾌﾟﾛﾆｭﾓｽ｣義理の兄弟ｱﾙﾀｳﾞｧｽﾄｽの反乱
  で皇位を追われる
742年6月8日-09:00|韓国|  ||新羅･孝成王6年5月|<死去>新羅王｢孝成王｣
742年6月8日-09:00|韓国|  ||新羅･孝成王6年5月|<即位>新羅王｢景徳王｣(~765年)
742年8月5日-08:00|中国|  ||唐･天寶1年7月1日|朔､日食があった
742年11月18日-09:00|日本|  ||天平14年10月17日|塩焼王を伊豆国三嶋へ､女嬬らを上総･常陸･佐渡･隠岐･土佐
  の諸国へそれぞれ配流
742年12月3日-09:00|日本|  ||天平14年11月2日|<死去>大野東人(公卿･武人/従三位.参議.大野果安の子)
743年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ﾍﾞﾈｳﾞｪﾝﾄ公｢ｺﾞｰﾃﾞｽｶﾙｸ｣暗殺される
743年-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ﾍﾞﾙｷﾞｰ/ﾄﾞｲﾂ/ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<即位>ﾌﾗﾝｸ王国(ﾒﾛｳﾞｨﾝｸﾞ朝)国王ｷﾙﾃﾞﾘｸ3世(~751年)
743年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾍﾞﾈｳﾞｪﾝﾄ公｢ｷﾞｻﾙﾌ2世｣(~749年)
743年 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ|  |||即位>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ上王｢ﾄﾞｰﾅﾙ･ﾏｯｸ･ﾑﾙﾁｬﾀﾞ｣(~7631120没)
743年1月27日-08:00|中国|  ||唐･天寶1年12月27日|隴右節度使の皇甫惟明が吐蕃と青海で戦い､これを破った
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743年1月29日-08:00|中国|  ||唐･天寶1年12月29日|河西節度使の王ｽｲが吐蕃の漁海･遊ｴｷ軍に勝利/朔方軍節度
  使の王忠嗣が奚と紫乾河で戦い､これを破り､そのまま突厥を討伐
743年2月6日-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||<死去>ｳﾏｲﾔ朝ｶﾘﾌ｢ﾋｼｬｰﾑ｣
743年2月6日-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||<即位>ｳﾏｲﾔ朝ｶﾘﾌ｢ﾜﾘｰﾄﾞ2世｣(~07440417死去)
743年3月11日-09:00|日本|新潟県|天平15年2月11日|佐渡国(佐州､渡州)→越後国に合同
743年5月8日-08:00|中国|  ||唐･天寶2年4月10日|皇甫惟明が吐蕃の洪済城を落とした
743年5月23日-09:00|日本/韓国|  ||天平15年4月25日|新羅使の沙ｷｭｳ(薩ｷｭｳ､六頭品･8位)のｺﾝｼﾞｮﾃｲ(金序貞)等
  が来朝/以後､天平勝宝4年まで10年間新羅使来朝は途絶､日新は国交断絶状態
743年6月23日-09:00|日本|  ||天平15年5月27日|三世一身の法を廃し､位階に応じた面積の墾田の私有を認める
  (墾田永年私財法)
743年11月2日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<廃位>東ﾛｰﾏ帝国(ｲｻｳﾘｱ朝)皇帝｢ｱﾙﾀｳﾞｧｽﾄｽ｣ｺﾝｽﾀﾝﾃｨﾉｽ5世ｺﾌﾟﾛﾆｭﾓｽに敗れる
743年11月2日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<復位>東ﾛｰﾏ帝国(ｲｻｳﾘｱ朝)皇帝｢ｺﾝｽﾀﾝﾃｨﾉｽ5世ｺﾌﾟﾛﾆｭﾓｽ｣(~07750914)
744年-08:00|中国|  |||<即位>回鶻可汗国第1代可汗｢懐仁可汗(骨力裴羅)ｷｮﾙ･ﾋﾞﾙｹﾞ･ｶｶﾞﾝ｣(~747年)
744年-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||<就任>ｳﾏｲﾔ朝ｴｼﾞﾌﾟﾄ第21代ｱﾐｰﾙ:ﾊｻﾝ･ｲﾋﾞﾝ･ｱﾀﾋﾔ(~744)→同年<再任>第22代ｱﾐｰﾙ:ﾊﾌｽ･
  ｲﾋﾞﾝ･ｱﾙﾜﾘﾄﾞ･ｲﾋﾞﾝ･ﾕｻﾌ･ｱﾙﾊﾄﾞﾗﾐ(~745)
744年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ﾌﾘｳｰﾘ領主｢ｱｲｽﾄｩﾙﾌ｣(⇒749年ﾗﾝｺﾞﾊﾞﾙﾄﾞ王)
744年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<復位>ｽﾎﾟﾚｰﾄ公｢ﾄﾗﾝｽﾓﾝﾄﾞ2世｣(3度目~745年)
744年 00:00|ﾓﾛｯｺ|  |||ﾊﾞﾙｶﾞﾜﾀがﾀﾒｽﾅ周辺のﾍﾞﾙﾍﾞﾙ王国を支配(~1058年)
744年1月6日-08:00|中国|  ||唐･天寶2年12月17日|海賊の呉令光が永嘉郡を寇した
744年1月15日-09:00|日本|  ||天平15年12月26日|廃止された大宰府に代わり､筑紫国に鎮西府を設置
744年1月20日-09:00|日本|東京都八王子市|天平16年|聖武天皇の勅命により東国鎮護の祈願寺として行基菩薩
  により高尾山薬王院創建)<真言宗智山派>
744年1月20日-09:00|日本|長崎県壱岐市|天平16年|壱岐は国分寺を新たに建立せず､壱岐直の氏寺を壱岐国分寺
  [壱岐嶋分寺]と改める
744年1月20日-08:00|中国|  ||唐･天寶3載1月1日|朔､唐で年次表記を年を載と改める
744年1月28日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｲﾀﾘｱ･ﾗﾝｺﾞﾊﾞﾙﾄﾞ王｢ﾘｳﾄﾌﾟﾗﾝﾄﾞ｣
744年3月1日-09:00|日本|  ||天平16年閏1月13日|<死去>安積親王(聖武天皇の第二皇子)17歳(藤原仲麻呂が毒
  殺?)
744年3月1日-08:00|中国|  ||唐･天寶3載2月13日|河南尹の裴敦復･晋陵郡太守の劉同昇･南海郡太守の劉巨鱗が
  海賊の呉令光を討った
744年4月13日-09:00|日本|大阪府大阪市中央区|天平16年2月26日|聖武天皇が恭仁宮から難波宮に遷都
744年4月17日-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||<死去>ｳﾏｲﾔ朝ｶﾘﾌ｢ﾜﾘｰﾄﾞ2世｣
744年4月17日-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||<即位>ｳﾏｲﾔ朝ｶﾘﾌ｢ﾔｽﾞｨｰﾄﾞ3世｣(~10.4死去)
744年5月17日-08:00|中国|  ||唐･天寶3載4月|裴敦復が海賊の呉令光を破り､これを捕らえる
744年9月-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｲﾀﾘｱ･ﾗﾝｺﾞﾊﾞﾙﾄﾞ王｢ﾋﾙﾃﾞﾌﾟﾗﾝﾄ｣無能さから諸侯の反乱を受け､強制的に退位さ
  せられる
744年9月-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｲﾀﾘｱ王･ﾗﾝｺﾞﾊﾞﾙﾄﾞ王｢ﾗﾁｽ｣諸公爵の一人(1回目~07490704退位)
744年9月11日-08:00|ﾓﾝｺﾞﾙ|  |||ｳｲｸﾞﾙ族が東突厥を滅ぼしﾓﾝｺﾞﾙ草原を支配
744年9月26日-08:00|中国|  ||唐･天寶3載8月16日|<死去>突厥第二可汗国可汗｢頡跌伊施可汗(ｲﾙﾃｨﾘｼｭｶｶﾞﾝ)｣忠
  嗣が回乞､葛邏禄と共に殺す/<死去>突厥第二可汗国第7代可汗｢烏蘇米施可汗(ｵｽﾞﾐｼｭｶｶﾞﾝ)｣抜悉蜜に殺される
744年9月26日-08:00|中国|  ||唐･天寶3載8月16日|<即位>突厥第二可汗国第8代可汗｢白眉可汗(鶻隴匐)｣(~745
  年殺)烏蘇米施可汗の弟(745年､ｳｲｸﾞﾙによって東突厥滅ぶ)
744年10月-03:00|ｲﾗｸ|  |||ｲﾗｸのﾊｯﾗｰﾝ総督ﾏﾙﾜｰﾝが挙兵
744年10月4日-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||<死去>ｳﾏｲﾔ朝ｶﾘﾌ｢ﾔｽﾞｨｰﾄﾞ3世｣
744年10月4日-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||<即位>ｳﾏｲﾔ朝ｶﾘﾌ｢ｲﾌﾞﾗｰﾋｰﾑ｣(~12.4退位~07500125死去)
744年12月4日-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||<即位>ｳﾏｲﾔ朝ｶﾘﾌ｢ﾏﾙﾜｰﾝ2世｣(~07500125退任~07500806死去)
744年12月4日-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||<退位>ｳﾏｲﾔ朝ｶﾘﾌ｢ｲﾌﾞﾗｰﾋｰﾑ｣(~07500125死去)
745年-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||<就任>ｳﾏｲﾔ朝ｴｼﾞﾌﾟﾄ第23代ｱﾐｰﾙ:ｱﾙﾊｳﾀﾗ･ｲﾋﾞﾝ･ｽﾊｲﾙ･ｱﾙﾊﾞｲﾘ(~749解任)
745年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ｱｷﾃｰﾇ公｢ﾜｲﾌｧﾘ｣(~768年死去)
745年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｽﾎﾟﾚｰﾄ公｢ﾗﾊﾟｽ｣(~751年)
745年2月6日-09:00|日本|栃木県足利市|天平17年|最勝寺創建(大岩毘沙門天)
745年2月6日-08:00|中国|  ||唐･天寶4年|<即位>ﾎｰﾀﾝ王｢尉遅勝｣(~763年)
745年2月6日-08:00|中国|  ||唐･天寶4載|唐･景教寺院波斯寺が大秦寺と改称
745年2月6日-08:00|中国|  ||唐･天寶4載1月|<死去>突厥第二可汗国第8代可汗｢白眉可汗(鶻隴匐)｣ｳｲｸﾞﾙ懐仁可
  汗によって殺され､東突厥滅ぶ/その土地は､全て回乞に奪われた
745年2月6日-09:00|日本|滋賀県甲賀市|天平17年1月1日|<遷都>志香楽宮
745年3月5日-08:00|中国|  ||唐･天寶4年1月28日|王忠嗣が突厥と薩河内山で戦い､これを破った
745年4月-01:00|ﾁｭﾆｼﾞｱ|  |||ｱｯﾗﾌﾏｰﾝがｶｲﾗﾜｰﾝに進出しﾁｭﾆｼﾞｱの支配権を得る
745年5月20日-09:00|日本|  ||天平17年4月15日|塩焼王､罪を許され帰京
745年6月1日-09:00|日本|岐阜県|天平17年4月27日|<天平17年美濃国地震>美濃国を中心に推定ﾏｸﾞﾆﾁｭｰﾄﾞ7.9と
  いう大地震/余震も含め3日3晩揺れた/国府の櫓も館も倉庫も倒壊したほか仏寺の御堂や塔､民家など多くが倒
  壊
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745年6月15日-09:00|日本|奈良県奈良市|天平17年5月11日|聖武天皇が都を平城京に戻す
745年7月8日-09:00|日本|福岡県太宰府市|天平17年6月5日|大宰府を復活させる
745年9月30日-08:00|中国|  ||唐･天寶4載9月|契丹･奚がともにその公主を殺して叛き禄山は叛逆した奚と契丹
  を討って破った
745年10月3日-09:00|日本|  ||天平17年9月4日|<死去>知太政官事鈴鹿王(父:天武天皇皇子高市皇子､母:天智天
  皇皇女御名部皇女､兄:長屋王)
745年12月24日-09:00|日本|  ||天平17年11月27日|公廨稲制度,始まる
746年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾁｬｰﾙｷｱ朝国王｢ｷｰﾙﾃｨｳﾞｧﾙﾏﾝ2世｣(~753年)
746年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｴｾｯｸｽ王｢Saelraed Sigebeorhtes sunu｣
746年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｴｾｯｸｽ王｢Swithraed Sigemundes sunu｣(~758年死去)
746年1月26日-09:00|日本|福岡県太宰府市|天平18年|天智天皇,観世音寺創建(福岡県太宰府市)
746年2月21日-09:00|日本|  ||天平18年1月27日|<死去>牟漏女王(不明)美努王の娘､藤原房前の妻
746年4月29日-09:00|日本|  ||天平18年4月5日|七道に対して鎮撫使を再置
746年5月25日-08:00|中国|  ||唐･天寶5年5月1日|朔､日食があった
746年9月20日-09:00|日本|  ||天平18年9月|<死去>大伴書持(不明)歌人
747年-08:00|中国|  |||<死去>回鶻可汗国初代可汗｢懐仁可汗(骨力裴羅)ｷｮﾙ･ﾋﾞﾙｹﾞ･ｶｶﾞﾝ｣
747年-08:00|中国|  |||<即位>回鶻可汗国第2代可汗｢葛勒可汗･英武威遠可汗(磨延啜)ﾃﾝｸﾞﾘﾃﾞ･ﾎﾞﾙﾐｼｭ･ｲﾙ･ｲﾄﾐｼ
  ｭ･ﾋﾞﾙｹﾞ･ｶｶﾞﾝ｣(~乾元2年(759年)4月)
747年-02:00|ｷﾌﾟﾛｽ/ﾄﾙｺ|  |||ﾋﾞｻﾞﾝﾃｨﾝ帝国がｷﾌﾟﾛｽをｲｽﾗﾑから奪還
747年1月25日-09:00|日本|  ||天平18年12月10日|鎮撫使停止/全国の軍団兵士制が復活/兵士制を維持していた
  陸奥国にも新たに小田団増設
747年2月14日-09:00|日本|滋賀県大津市|天平19年|聖武天皇の発願により良弁が石山寺創建<真言宗>
747年4月14日-09:00|日本|奈良県奈良市|天平19年3月|この月､聖武天皇皇后藤原光明子､新薬師寺を建立
747年4月29日-09:00|日本|  ||天平19年3月16日|大養徳国の国名を元の大倭国に戻す
747年6月9日-03:30|ｲﾗﾝ|  |||ﾎﾗｻｰﾝでｱﾌﾞｰ･ﾑｽﾘﾑ率いるｱｯﾊﾞｰｽ革命軍が蜂起
747年9月9日-08:00|中国|  ||唐･天寶6年8月|安西副都護の高仙芝が小勃律国と戦い小没律王及び吐蕃公主を捕
  らえて帰国
748年-05:45|ﾈﾊﾟｰﾙ|  |||<即位>ﾘｯﾁｬﾋﾞ朝国王｢Shankaradeva2世｣(~749年)
748年-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||<就任>ｲﾍﾞﾘｱ公｢ｱﾀﾞﾙﾅｰｾﾞ3世｣(~760年)
748年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ﾒｰﾇ公｢ｸﾞﾘﾌｫ｣(~749年)
748年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｹﾝﾄ王｢Eardwulf Eadberhtes sunu｣共同統治者(~765年)
748年1月18日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<死去>ﾊﾞｲｴﾙﾝ公｢ｵﾃﾞｨﾛ｣
748年1月18日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<即位>ﾊﾞｲｴﾙﾝ公｢ｸﾞﾘﾌｫ｣ｶｰﾙ･ﾏﾙﾃﾙの息子､簒奪者⇒｢ﾀｯｼﾛ3世｣(~788年ｶｰﾙ
  大帝はﾀｯｼﾛ3世に対して反逆罪の罪で死刑を宣告/ﾀｯｼﾛ3世は修道院に入る事と､ﾌﾗﾝｸﾌﾙﾄ=ｱﾑ=ﾏｲﾝを放棄する事
  で794年に許しを得た)
748年2月-03:30|ｲﾗﾝ|  |||ｱｯﾊﾞｰｽ革命軍がﾎﾗｻｰﾝの首都ﾒﾙｳﾞ(ﾏｼｭﾊﾄﾞ)を占領
748年2月4日-08:00|中国|  ||唐･天寶7年|<死去>南詔王｢皮羅閣｣
748年2月4日-08:00|中国|  ||唐･天寶7年|<即位>南詔王｢閣羅鳳｣(~779年)
748年5月22日-09:00|日本|  ||天平20年4月21日|<死去>元正上皇(第44代元正天皇)/69歳(誕生:(天武)8(680))
748年7月3日-09:00|日本|  ||天平20年6月4日|<死去>聖武天皇夫人藤原南夫人没(父:藤原武智麻呂)
748年12月26日-08:00|中国|  ||唐･天寶7年12月2日|會昌県を昭應と改称し､新豊県を廃して昭應へ編入
749年-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||<就任>ｳﾏｲﾔ朝ｴｼﾞﾌﾟﾄ第24代ｱﾐｰﾙ:ｱﾙﾑﾋﾗ･ｲﾋﾞﾝ･ｳﾊﾞｲﾄﾞ･ｱﾙﾌｧｻﾞﾘ(~749死去)→同年<就任
  >第25代ｱﾐｰﾙ:ｱﾌﾞﾄﾞ･ｱﾙﾏﾘｸ･ｲﾋﾞﾝ･ﾏｰﾜﾝ,ｲﾋﾞﾝ･ﾑｻ,ｲﾋﾞﾝ･ﾇｻｲﾙ(~749ｱｯﾊﾞｰｽ朝により解任)
749年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ﾌﾘｳｰﾘ領主｢ｱﾝｾﾙﾑ｣(~751年~806年死去)
749年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾍﾞﾈｳﾞｪﾝﾄ公｢ﾘｳﾄﾌﾟﾗﾝﾄﾞ｣(~758年)
749年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<退位>ｲﾀﾘｱ王･ﾗﾝｺﾞﾊﾞﾙﾄﾞ王｢ﾗｰｷｽ｣
749年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｲｰｽﾄｱﾝｸﾞﾘｱ王｢Alfwald Ealdwulfes sunu｣
749年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｲｰｽﾄｱﾝｸﾞﾘｱ王｢Beorna｣(~769年死去)､｢Athelberht Athelraedes sunu｣(~079405
  20死去)
749年 00:00|ﾓﾛｯｺ|  |||<即位>ﾈｺｰﾙ王国ｽﾙﾀｰﾝ｢al-Mu'tasim｣
749年1月23日-09:00|韓国/朝鮮|  ||新羅･景徳王8年|新羅､天文博士･漏刻博士を置く
749年1月26日-09:00|日本|  ||天平21年1月4日|陸奥国から日本で初めて産出された黄金が献上される
749年2月18日 06:00|ﾎﾝｼﾞｭﾗｽ|  |||<即位>ｺﾊﾟﾝ王｢ｶｯｸ･ｲﾋﾟﾔﾌ･ﾁｬﾝ･ｶｳｨｰﾙ｣
749年2月23日-09:00|日本|  ||天平21年2月2日|<死去>行基/社会事業に活躍した
749年5月4日-09:00|日本|  ||天平感宝1年4月14日|天平感宝に改元
749年7月4日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｲﾀﾘｱ王･ﾗﾝｺﾞﾊﾞﾙﾄﾞ王｢ｱｲｽﾄｩﾙﾌ｣ﾗｰｷｽの弟(~756年12月,ﾃﾞｼﾞﾃﾞｰﾘｵの反乱で
  殺害される)
749年7月4日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<退位>ｲﾀﾘｱ王･ﾗﾝｺﾞﾊﾞﾙﾄﾞ王｢ﾗﾁｽ｣
749年7月11日-08:00|中国|  ||唐･天寶8年6月22日|隴右節度使の哥舒翰が吐蕃と石堡城で戦い､これを破った
749年7月12日-09:00|日本|奈良県奈良市|天平感宝1年閏5月23日|聖武天皇､薬師寺の宮に還御.御座所となす
749年8月19日-09:00|日本|  ||天平勝宝1年7月2日|<譲位>｢45代聖武天皇｣
749年8月19日-09:00|日本|  ||天平勝宝1年7月2日|<即位>｢46代孝謙天皇｣皇太子･阿倍内親王(~07580801)
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749年8月19日-09:00|日本|  ||天平勝宝1年7月2日|天平勝宝に改元
749年8月30日-09:00|日本|  ||天平勝宝1年7月13日|諸寺墾田地限が定められ､下野薬師寺は奈良の法隆寺や四
  天王寺､崇福寺､新薬師寺､建興寺､筑紫の観世音寺などと並んで500町とされた｡国分金光明寺は4,000町､大安
  寺､薬師寺､興福寺､法華寺､諸国分金光明寺は寺毎に1,000町､諸国法華寺は寺毎に400町､定額寺は各寺100町と
  されている
749年10月22日-09:00|日本|  ||天平勝宝1年9月7日|聖武天皇皇太后藤原光明子の為に紫微中台の官位を制定
749年11月15日-08:00|中国|  ||唐･天寶8年10月|この月､特進の何履光が十道の兵を率いて雲南を討伐した
749年12月8日-09:00|日本|奈良県奈良市|天平勝宝1年10月24日|東大寺盧舎那仏本体の鋳造が終わる
750年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<建国>ﾊﾞｿﾘ国
750年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾊﾟｰﾗ朝国王｢ｺﾞｰﾊﾟｰﾗ1世｣ﾍﾞﾝｶﾞﾙで建国(~774年)
750年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾌﾟﾗﾃｨｰﾊｰﾗ朝国王ﾅｰｶﾞﾊﾟﾀ1世(~780年)
750年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||ｸﾘﾐｱはﾊｻﾞｰﾙが支配(~900年)
750年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ﾀﾞﾙﾘｱﾀ王｢Aedh find mac Eochadha｣(~778年死去)
750年 00:00|ﾓﾛｯｺ|  |||ﾓﾛｯｺはｱｯﾊﾞｰｽ朝の一部(~789年)
750年1月25日-03:00|ｲﾗｸ|  |||<即位>ﾊﾞｸﾞﾀﾞｰﾄﾞ･ｱｯﾊﾞｰｽ朝ｶﾘﾌ｢ｻｯﾌｧｰﾌ｣(~07540610病没)
750年1月25日-03:00|ｲﾗｸ/ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||<廃位>ｳﾏｲﾔ朝ｶﾘﾌ｢ﾏﾙﾜｰﾝ2世｣ｻﾞｰﾌﾞ河畔の戦いでｱｯﾊﾞｰｽ革命軍にｳﾏｲｱ朝
  軍が破れｴｼﾞﾌﾟﾄに逃亡(~8.6逃亡先で暗殺される)ｳﾏｲﾔ朝は滅亡しｱｯﾊﾞｰｽ朝が誕生
750年2月11日-09:00|日本|北海道|天平勝宝2年|北海道で擦紋土器文化が登場(続縄文文化)
750年2月11日-08:00|中国|  ||唐･天寶9載|この年､雲南蛮が雲南郡を陷し､都督の張虔陀がここに死んだ
750年7月2日-09:00|日本|  ||天平勝宝2年5月24日|中山の寺振動､塔と歩廊が焼失
750年8月9日-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||<就任>ｱｯﾊﾞｰｽ朝ｴｼﾞﾌﾟﾄ第1代ｱﾐｰﾙ:ｻﾘｰ･ｲﾋﾞﾝ･ｱﾘ･ｲﾋﾞﾝ･ｱﾌﾞﾀﾞﾗ･ｲﾋﾞﾝ･ｱﾙｱｯﾊﾞｰｽ(~
  751.3)
751年-04:00|ｵﾏｰﾝ|  |||<即位>ｵﾏｰﾝ(元首)ｲﾏｰﾑ:ｱﾙ=ｼﾞｭﾗﾝﾀﾞ･ﾋﾞﾝ･ﾏｽｰﾄﾞ
751年-04:00|ｵﾏｰﾝ/ｲﾗｸ|  |||ｵﾏｰﾝはｱｯﾊﾞｰｽ朝ｶﾘﾌの一部(~793年)
751年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾊﾟﾘ伯｢ｸﾞﾘﾌｫ｣ｶｰﾙ･ﾏﾙﾃﾙの子(~753年)
751年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ﾌﾘｳｰﾘ領主｢ﾍﾟﾄﾙｽ｣(~774年)
751年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾅｰﾎﾟﾘ､東ﾛｰﾏ帝国ﾅｰﾎﾟﾘ公区からﾛﾝｺﾞﾊﾞﾙﾄﾞ系のﾅｰﾎﾟﾘ公国に
751年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾗﾝｺﾞﾊﾞﾙﾄﾞ王国ﾗｳﾞｪﾝﾅ占領｡中部ｲﾀﾘｱに於ける東ﾛｰﾏ支配の終末
751年2月1日-09:00|韓国/朝鮮|  ||新羅･景徳王10年|新羅の大相の金大城が仏国寺を創建
751年2月1日-08:00|中国/ｲﾝﾄﾞ|  ||唐･天寶10年|唐･玄宗､張韜光らをｶｼﾐｰﾙに送る
751年2月24日-08:00|中国|  ||唐･天寶10載1月24日|安西四鎮節度使の高仙芝が突騎施可汗および石国王を捕ら
  えた
751年2月25日-09:00|日本|  ||天平勝宝3年1月25日|<死去>天武天皇皇女多紀内親王(母:宍人(木穀)媛娘､第11
  代伊勢斎王)
751年3月-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||<就任>ｱｯﾊﾞｰｽ朝ｴｼﾞﾌﾟﾄ第2代ｱﾐｰﾙ:ｱﾌﾞ･ｵｳﾝ･ｱﾌﾞﾄﾞ･ｱﾙﾏﾘｸ･ｲﾋﾞﾝ･ﾔｼﾞﾄﾞ(~753)
751年5月29日-08:00|中国|  ||唐･天寶10年4月30日|剣南節度使の鮮于仲通が雲南蛮と戦い､大敗し､大将の王天
  運が死に､雲南都護府が陥落
751年7月27日-05:00|ｷﾙｷﾞｽ/中国/ｲﾗｸ|  ||唐･天寶10載7月|唐軍とｲｽﾗﾑのｱｯﾊﾞｰｽ軍がﾀﾗｽ河畔で決戦し､唐軍が大
  敗
751年8月26日-08:00|中国|  ||唐･天寶10載8月|范陽節度副大使の安禄山が契丹と吐護真河で戦い､敗れた
751年11月-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ﾍﾞﾙｷﾞｰ/ﾄﾞｲﾂ/ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<死去>ﾌﾗﾝｸ王国(ﾒﾛｳﾞｨﾝｸﾞ朝)国王｢ｷﾙﾃﾞﾘｸ3世｣
751年11月-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ﾍﾞﾙｷﾞｰ/ﾄﾞｲﾂ/ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<即位>ﾌﾗﾝｸ王国(ｶﾛﾘﾝｸﾞ朝)国王｢ﾋﾟﾋﾟﾝ｣(~07680928
  )
751年11月22日-09:00|日本|  ||天平勝宝3年11月|この月｢懐風藻｣(現存する最古の日本漢詩集)成立
751年12月-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ|  |||ｱﾌﾞｰがｱﾝﾅﾌﾙに遠征し､ﾌﾞﾊﾗ､ｻﾏﾙｶﾝﾄﾞに駐屯
752年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾊﾟﾘ伯｢ｼﾞｪﾗｰﾙ1世｣(~778年)
752年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｽﾎﾟﾚｰﾄ公｢ｳﾉﾙﾌ｣→｢ｱｲｽﾀﾙﾌ｣(~756.12死去)
752年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾄﾘｴｽﾃはﾗﾝｺﾞﾊﾞﾙﾄﾞ王国の一部(~774年)
752年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｽﾄﾗｽｸﾗｲﾄﾞ王｢Teudebur map Beli｣
752年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｽﾄﾗｽｸﾗｲﾄﾞ王｢Dumnagual(Dyfnwal ap Tewdwr)｣(~760年死去)
752年 07:00|ﾒｷｼｺ|  |||ﾏﾔのﾔｼｭﾁﾗﾝで鳥ﾊｸﾞｱﾙ王が即位
752年1月21日-08:00|中国|  ||南詔･賛普鐘1年|南詔の閣羅鳳が賛普鐘(-768年)と改元
752年2月14日-09:00|日本/韓国|  ||天平勝宝4年1月25日|孝謙天皇が､正七位下の山口の忌寸人麻呂を､遣新羅
  使に任命
752年3月12日-08:00|中国|  ||唐･天寶11載2月22日|突厥の部落の阿布思が辺境を寇した
752年3月22日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<死去>第91代ﾛｰﾏ教皇｢ｻﾞｶﾘｱｽ｣
752年3月22日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>第92代ﾛｰﾏ教皇｢ｽﾃﾌｧﾇｽ2世｣(~3.25死去)
752年3月25日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<死去>第92代ﾛｰﾏ教皇｢ｽﾃﾌｧﾇｽ2世｣
752年3月26日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>第93代ﾛｰﾏ教皇｢ｽﾃﾌｧﾇｽ3世｣(~07570426死去)
752年4月16日-08:00|中国|  ||唐･天寶11載3月28日|吏部を文部､兵部を武部､刑部を憲部と改める
752年4月27日-08:00|中国/日本|  ||天平勝宝4年閏3月9日|第10次遣唐使派遣/藤原清河､大伴古麻呂､吉備真備､
  藤原刷雄､大伴御笠､巨万大全､布勢人主ら
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752年5月10日-09:00|日本/韓国|  ||天平勝宝4年閏3月22日|新羅の王子･大阿ｷｭｳ(韓阿ｷｭｳ､真骨･5位)のｷﾝﾀｲﾚﾝ(
  金泰廉)･貢調使の大使のｷﾝｹﾝ(金暄)･王子の送迎役のｷﾝﾋﾂｹﾞﾝ(金弼言)等700余人が､船7艘に乗船し､来訪･停泊
  したと､大宰府が報告
752年5月18日-09:00|日本/中国|  ||天平勝宝4年4月|原清河･大伴古麻呂らの遣唐使が出航
752年5月26日-09:00|日本|奈良県奈良市|天平勝宝4年4月9日|東大寺の本尊･蘆舎那大仏が開眼
752年7月22日-08:00|中国|  ||唐･天寶11載6月7日|御史大夫兼剣南節度使の楊国忠が吐蕃を雲南で破り､故洪城
  を落とした
752年7月29日-09:00|日本/韓国|  ||天平勝宝4年6月14日|新羅の使王子金康廉ら朝貢
752年8月23日-09:00|日本/韓国|  ||天平勝宝4年7月10日|<死去>三原王(父:天武天皇皇子舎人親王)
752年9月12日-08:00|中国|  ||天宝11年8月|唐･安禄山､契丹を攻める
752年10月12日-08:00|中国|  ||唐･天寶11載9月|阿布思が入寇し､永清柵を包囲/柵使張元軌が､これを撃退
752年11月4日-09:00|日本/中国|  ||天平勝宝4年9月24日|渤海使､越後国佐渡島に来着(13年ぶりの渤海使)
752年12月12日-09:00|日本|新潟県佐渡市|天平勝宝4年11月3日|越後国→佐渡国(佐州､渡州)分離/元に復した
753年3月18日-09:00|日本/韓国|  ||天平勝宝5年2月9日|第23次遣新羅使/孝謙天皇が､従五位下の小野の朝臣枚
  床を遣新羅大使に任命
753年4月8日-09:00|日本/中国|  ||天平勝宝5年3月|第12回遣唐使(藤原清河)派遣｡副使として大伴古麻呂､吉備
  真備
753年6月6日-08:00|中国|  ||唐･天寶12載5月|安禄山は阿布思の部落を誘って降伏させた
753年6月30日-09:00|日本/中国|  ||天平勝宝5年5月25日|渤海使､拝朝.貢納品を献上
753年10月8日-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||<就任>ｱｯﾊﾞｰｽ朝ｴｼﾞﾌﾟﾄ第3代ｱﾐｰﾙ:ｻﾘｰ･ｲﾋﾞﾝ･Ali･ｲﾋﾞﾝ･ｱﾌﾞﾀﾞﾗ･ｲﾋﾞﾝ･ｱﾙｱｯﾊﾞｰｽ
  (~07550221解任)
753年10月17日-08:00|中国|  ||唐･天寶12載9月16日|葛邏禄の葉護が阿布思を捕らえた
754年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｸﾞｳｨﾈﾄﾞ王｢Rhodri Molwynog ap Idwal｣
754年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｸﾞｳｨﾈﾄﾞ王｢Caradog ap Meirchion｣(~798年死去)
754年1月3日-08:00|中国/日本/ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||天平勝宝5年12月6日|南風が吹いた為､遣唐使船(第二船)は出航｡第二
  船は以後行方不明となる｡第一船は安南(ﾍﾞﾄﾅﾑ)に漂着するが現地人の襲撃により180名余りの乗船員のうち僅
  か10数名が生き残り､2年後長安に辿り着く
754年1月17日-09:00|日本/中国|  ||天平勝宝5年12月20日|鑑真が帰国する遣唐使船に乗り来日
754年1月28日-08:00|中国|  ||唐･天寶13載|唐が戸部人口調査を実施､5288万人となる
754年2月-02:00|ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ|  |||<即位>ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ帝国ﾊﾝ｢ﾋﾞﾝｸ｣(~760年)
754年3月29日-08:00|中国|  ||唐･天寶13載3月|隴右･河西節度使の哥舒翰が吐蕃を破り､河源九曲を回復
754年4月14日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||ﾌﾗﾝｸ王国ﾋﾟﾋﾟﾝの寄付によりﾛｰﾏｶﾄﾘｯｸ教会の教皇のための教皇国家を建国
754年4月27日-09:00|日本|奈良県奈良市|天平勝宝6年4月|鑑真､東大寺に戒壇を築き公認の受戒制度を確立
754年6月10日-03:00|ｲﾗｸ|  |||<死去>ﾊﾞｸﾞﾀﾞｰﾄﾞ･ｱｯﾊﾞｰｽ朝初代ｶﾘﾌ｢ｻｯﾌｧｰﾌ｣
754年6月10日-03:00|ｲﾗｸ|  |||<即位>ﾊﾞｸﾞﾀﾞｰﾄﾞ･ｱｯﾊﾞｰｽ朝ｶﾘﾌ｢ﾏﾝｽｰﾙ｣(~07751006死去)首都ﾊﾞｸﾞﾀﾞｰﾄﾞを造営
754年6月25日-08:00|中国|  ||唐･天寶13載6月1日|剣南節度留後の李ﾋﾂが雲南蛮と西ｼﾞ河で戦い､李ﾌｸは捕らえ
  られ､軍は全滅
754年6月25日-08:00|中国|  ||唐･天寶13載6月1日|朔､日食があった
754年8月11日-09:00|日本|  ||天平勝宝6年7月19日|<死去>宮子太皇太后(文武天皇の夫人/藤原不比等の長女)
754年11月-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||ｱｯﾊﾞｰｽ朝第2代ｶﾘﾌ､ﾏﾝｽｰﾙの叔父ｱﾌﾞﾄﾞ･ｱｯﾗｰﾌがｶﾘﾌを自称し､ｼﾘｱで反乱
754年11月2日-09:00|日本|  ||天平勝宝6年10月14日|官人及び百姓の双六を禁じる
755年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>東ﾁｬｰﾙｷﾔ朝君主｢Vijayaditya1世｣(~772年)
755年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<死去>ﾊﾞﾊﾞﾝﾄﾞ朝太守｢Mihr Mardan｣
755年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ﾊﾞﾊﾞﾝﾄﾞ朝太守｢Surkhab2世｣(~772年死去)
755年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ﾅﾎﾟﾘ公｢ｸﾞﾚｺﾞﾘｰ1世｣
755年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱ共和国第5代ﾄﾞｰｼﾞｪ(元首)｢ｶﾞｯﾗ･ｶﾞｳﾛ｣(~756年)
755年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱ共和国ﾄﾞｰｼﾞｪ第5代ｶﾞｯﾗ･ｶﾞｳﾛ(~756年)
755年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾅﾎﾟﾘ公｢ｽﾃﾌｧﾝ2世｣(~766年)
755年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾎﾟｲｽ王｢Elisedd ap Gwylog｣
755年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｸﾞﾘｨｳｨｼﾝｸﾞ王｢Rhys ap Ithel｣ｸﾞｳｪﾝﾄ王の息子(~785年)
755年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ﾎﾟｲｽ王｢Brochfael ap Elisedd｣(~773年死去)
755年1月13日-09:00|日本|  ||天平勝宝6年11月27日|天平勝宝元年に出された宇佐八幡宮の神託が偽りであっ
  た為､禰宜尼大神杜女を日向に､大神多麻呂を多(ﾈ執)島に配流
755年2月16日-08:00|中国|  ||唐･天寶14年|<死去>吐蕃ﾂｪﾝﾎﾟ｢ﾃｨﾃﾞ･ﾂｸﾞﾂｪﾝ(尺帯珠丹)｣
755年2月16日-08:00|中国|  ||唐･天寶14年|<即位>吐蕃ﾂｪﾝﾎﾟ｢ﾃｨｿﾝ･ﾃﾞﾂｪﾝ(赤松徳賛)｣(~797年死去)
755年2月21日-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||<再任>ｱｯﾊﾞｰｽ朝ｴｼﾞﾌﾟﾄ第4代ｱﾐｰﾙ:ｱﾌﾞ･ｵｳﾝ･ｱﾌﾞﾄﾞ･ｱﾙﾏﾘｸ･ｲﾋﾞﾝ･ﾔｼﾞﾄﾞ(~758解
  任)
755年3月-03:30|ｲﾗﾝ/ｲﾗｸ|  |||ｲﾗﾝ人のｽﾝﾊﾞｰﾄﾞがｱｯﾊﾞｰｽ朝に対して反乱
755年5月8日-08:00|中国|  ||唐･天寶14載3月23日|安禄山､契丹を攻める破った
755年10月10日-09:00|日本|奈良県奈良市|天平勝宝7年9月|鑑真､東大寺に戒壇院を設置
755年12月16日-08:00|中国|  ||唐･天寶14載11月9日|節度使安祿山､史思明が蜂起/唐が内乱状態となる(安史の
  乱)
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756年-05:45|ﾈﾊﾟｰﾙ|  |||<即位>ﾘｯﾁｬﾋﾞ朝国王｢Manadeva3世｣
756年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾗｰｼｭﾄﾗｸｰﾀ朝国王｢ｸﾘｼｭﾅ1世｣建国(~774年)
756年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱ共和国第6代ﾄﾞｰｼﾞｪ(元首)｢ﾄﾞﾒﾆｺ･ﾓﾈｶﾞﾘｵ｣(~764年)
756年-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ﾊﾞﾁｶﾝ/ｲﾀﾘｱ|  |||ﾌﾗﾝｸ王ﾋﾟﾋﾟﾝがﾗﾝｺﾞﾊﾞﾙﾄﾞを制圧､ﾗｳﾞｪﾝﾅを教皇に寄進
756年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｳｪｾｯｸｽ王｢ｸｽﾚｯﾄﾞ｣
756年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｳｪｾｯｸｽ王｢ｼｴﾍﾞﾙｰﾄ｣(~757年)
756年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｽﾄﾗｽｸﾗｲﾄﾞはﾋﾟｸﾄに従う
756年1月8日-08:00|中国|  ||唐･天寶14載12月2日|安禄山が霊昌郡を陷した
756年1月12日-08:00|中国|  ||唐･天寶14載12月6日|安禄山が陳留郡を陷し､太守の郭納を捕らえ､張介然がここ
  に死んだ
756年1月14日-08:00|中国|  ||唐･天寶14載12月8日|安禄山がｴｲ陽郡を陷し､太守の崔無ﾋがここに死んだ
756年1月17日-08:00|中国|  ||唐･天寶14載12月11日|封常清が安禄山とｴｲ子谷で戦い､敗れた
756年1月18日-08:00|中国|  ||唐･天寶14載12月12日|禄山は東京を落とす/河南尹の達奚珣が叛いて安禄山に降
  った
756年1月20日-08:00|中国|  ||唐･天寶14載12月14日|恒山郡太守の顔杲卿が何千年を破り､これを捕らえ､趙･鉅
  鹿･広平･清河･河間･景城･楽安･博平･博陵･上谷･文安･信都･魏･ｷﾞｮｳの十四郡を落とした
756年1月25日-08:00|中国|  ||唐･天寶14載12月19日|郭子儀が安禄山の将の高秀巌と河曲で戦い､これを破った
756年2月5日-09:00|日本|  ||天平勝宝8年|聖武･孝謙両天皇の勅願により唐からの渡来僧で鑑真の弟子にあた
  る虚瀧により円成寺創建(奈良県)
756年2月5日-08:00|中国|  ||唐･天寶15載|この年､吐蕃がｽｲ州を陥落させ､嶺南溪のﾘｮｳの梁崇牽が容州を陥落
  させた
756年2月5日-08:00|中国|  ||唐･天寶15載|ﾎｰﾀﾝ王Yuchi Shengは政権を弟Shihu Yaoに譲る
756年2月5日-08:00|中国|  ||唐･天寶15載1月|南陽節度使を設置
756年2月5日-08:00|中国|  ||燕･聖武1年1月1日|<即位>燕初代皇帝｢雄武皇帝安禄山｣(~757年1月29日)洛陽にて
  即位し､国号を燕とし､元号を｢聖武｣(-757年)と改元
756年2月12日-08:00|中国|  ||唐･天寶15載1月8日|安禄山が恒山郡を陷し､顔杲卿･袁履謙を捕らえ､ｷﾞｮｳ･廣平･
  鉅鹿･趙･上谷･博陵･文安･魏･信都の九郡を陷した
756年2月15日-08:00|中国|  ||唐･天寶15載1月11日|乙丑､安禄山がその子慶緒へ潼関を襲撃させたが哥舒翰が
  撃退
756年3月20日-08:00|中国|  ||唐･天寶15載2月15日|嗣呉王李祗が安禄山の将の謝元同と陳留で戦い､これを破
  った/李光弼が常山郡を落とし､郭子儀が李光弼と合流し､安禄山の将の史思明と戦い､これを破った/常山の連
  隊兵三千人が胡兵を殺して安思儀を捕らえ､降伏A075603212
756年4月4日-08:00|中国|  ||唐･天寶15載3月|顔真卿が魏郡を落とした
756年4月5日-08:00|中国|  ||唐･天寶15載3月2日|張巡が安禄山の将の令狐潮と雍丘で戦い､これを破った
756年4月15日-08:00|中国|  ||唐･天寶15載3月12日|李光弼が趙郡を落とした
756年5月14日-08:00|中国|  ||唐･天寶15載4月11日|九門城南にて､子儀､光弼と史思明が戦い､思明は大敗し趙
  郡へ逃げる/蔡希徳は鉅鹿へ逃げた
756年5月15日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>後ｳﾏｲﾔ朝初代ｱﾐｰﾙ｢ｱﾌﾞﾄﾞ･ｱｯﾗﾌﾏｰﾝ1世｣ｺﾙﾄﾞﾊﾞを都にして独立(~0788093
  0死去)
756年5月20日-08:00|中国|  ||唐･天寶15載4月17日|子儀､光弼は趙郡を攻め一日で城は降伏/子儀は沙河にて再
  び敗る
756年6月4日-09:00|日本|  ||天平勝宝8年5月2日|<死去>｢45代聖武天皇｣56歳(誕生:大宝1(701))
756年6月6日-08:00|中国|  ||唐･天寶15載5月4日|魯炅が安禄山とﾁ水で戦い､敗れ､南陽に逃れた
756年7月1日-08:00|中国|  ||唐･天寶15載5月29日|李光弼が嘉山にて､史思明軍を大いに破った
756年7月2日-08:00|中国|  ||唐･天寶15載6月1日|顔真卿が安禄山の将の袁知泰と堂邑で戦い､これを破った/賀
  蘭進明が信都を落とした
756年7月5日-08:00|中国|  ||唐･天寶15載6月4日|哥舒翰が安禄山と霊宝西原で戦い､敗れた/この日､郭子儀･李
  光弼が史思明と嘉山で戦い､これを破った
756年7月9日-08:00|中国|  ||唐･天寶15載6月8日|官軍は乾祐と会戦/官軍は大敗
756年7月10日-08:00|中国|  ||唐･天寶15載6月9日|蕃将の火抜帰仁が哥舒翰を捕らえ､叛いて安禄山に降り､そ
  のまま潼関･上洛郡を陷した
756年7月14日-08:00|中国|  ||唐･天寶15年6月13日|哥舒翰率いる官軍が､安禄山の本隊に大敗北,玄宗は京師を
  逃げ出す/平盧節度使劉正臣が范陽を襲撃しようとしたが､子思明が逆襲し正臣は大敗
756年7月15日-08:00|中国|  ||唐･天寶15年6月14日|馬嵬で楊貴妃､楊国忠らが殺される
756年7月16日-08:00|中国|  ||唐･天寶15載6月15日|張巡が安禄山の将のﾃｷ伯玉と白沙堝で戦い､これを破った
756年7月18日-08:00|中国|  ||唐･天寶15載6月17日|安禄山が京師を陷した
756年7月20日-08:00|中国|  ||唐･天寶15載6月19日|閑厩使の任沙門が叛いて安禄山に降った
756年7月22日-09:00|日本|奈良県奈良市|天平勝宝8年6月21日|東大寺大仏殿に薬を置き､病人の救済にあてる
756年7月23日-09:00|日本|  ||天平勝宝8年6月22日|聖武天皇の遺品を七七忌に東大寺や法隆寺の18寺に収める
  事が始まる(正倉院創立)
756年7月23日-09:00|日本|福岡県糸島市|天平勝宝8年6月22日|吉備真備に筑前国怡土城を築城させる
756年7月27日-08:00|中国|  ||唐･天寶15載6月26日|扶風の民康景龍等の義勇軍が､賊の宣慰使薛総を撃ち､二百
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  余級の首を斬る
756年7月29日-08:00|中国|  ||唐･天寶15載6月28日|陳倉令薛景仙が賊の守将を殺し､扶風に勝って､これを守る
756年8月12日-08:00|中国|  ||唐･至徳1載7月12日|<即位>唐第10代皇帝｢粛宗李亨｣(~宝応元年4月18日(762年5
  月16日)死去)至徳元載(~758年)と改元
756年8月12日-08:00|中国|  ||唐･至徳1載7月12日|<退位>唐第9代皇帝｢玄宗李隆基｣上皇となる
756年8月22日-08:00|中国|  ||唐･至徳1載7月22日:|安禄山が扶風を寇し､太守の薛景仙がこれを破った
756年9月8日-08:00|中国|  ||唐･至徳1載8月10日|史思明が再度九門を攻撃し勝ち､数千人を殺す
756年9月8日-08:00|中国|  ||唐･至徳1載8月10日|張巡が安禄山の将の李廷望と雍丘で戦い､これを破った
756年9月18日-08:00|中国|  ||唐･至徳1載8月20日|史思明が藁城を落とした
756年10月3日-08:00|中国|  ||唐･至徳1載9月5日|史思明が趙郡を包囲し常山城を落とす
756年10月28日-08:00|中国|  ||唐･至徳1載10月|この月､永王李ﾘﾝがそむき､丹徒郡太守の閻敬之が李と伊婁で
  戦い､ここに死んだ
756年10月28日-08:00|中国|  ||唐･至徳1載10月|思明は河間を陥落,また､景城を陥した/思明は､平原の兵で清
  河､博平を攻撃しどちらも陥落/饒陽城も陥落/河北は皆平定
756年10月28日-08:00|中国|  ||唐･至徳1載10月1日|朔､日食があった
756年10月31日-08:00|中国|  ||唐･至徳1載10月4日|令狐潮､王福徳が歩騎万余を率いて､またﾖｳ丘を攻めたが張
  巡が大いに破る
756年11月7日-08:00|中国|  ||唐･至徳1載10月11日|河南節度副使の張巡が令狐潮と雍丘で戦い､これを破った
756年11月17日-08:00|中国|  ||唐･至徳1載10月21日|房ｶﾝが中軍･北軍をもって安禄山の衆と陳濤斜で戦い､敗
  れた
756年11月19日-08:00|中国|  ||唐･至徳1載10月23日|房ｶﾝがまた南軍をもって戦い､敗れた
756年12月-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｲﾀﾘｱ王･ﾗﾝｺﾞﾊﾞﾙﾄﾞ王｢ｱｽﾄﾙﾌｫ｣ﾃﾞｼﾞﾃﾞｰﾘｵの反乱で殺害される
756年12月-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｽﾎﾟﾚｰﾄ公｢ｱｲｽﾀﾙﾌ｣
756年12月-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｲﾀﾘｱ王･ﾗﾝｺﾞﾊﾞﾙﾄﾞ王｢ﾗﾁｽ｣(2回目~07570303)
756年12月-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｽﾎﾟﾚｰﾄ公｢ﾗﾁｽ｣(~757年)
756年12月4日-08:00|中国|  ||唐･至徳1載11月8日|郭子儀が回ｺﾂを率いて安禄山と河上で戦い､これを破った
756年12月7日-08:00|中国|  ||唐･至徳1載11月11日|楡林河北にて同羅及び叛胡と戦い､これを大いに破る/河曲
  は皆平定
756年12月26日-08:00|中国|  ||唐･至徳1載12月|この月､安禄山が魯･東平･済陰三郡を陥落させた
756年12月26日-08:00|中国|  ||唐･至徳1載12月|楊朝宗が寧陵城の西北へ到着/張巡と許遠はこれと戦い大いに
  破る
756年12月26日-08:00|中国|  ||唐･至徳1載12月|令狐潮が万余の衆を率いてﾖｳ丘城北へ布陣/張巡はこれを攻撃
  して大いに破る
757年-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  |||<即位>ﾁｬﾝﾊﾟ王｢ﾌﾟﾘﾃｨｳﾞｨｰﾝﾄﾞﾗｳﾞｧﾙﾏﾝ｣(~770年)
757年-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ|  |||ｽﾘﾗﾝｶの都ｱﾇﾗｰﾀﾞﾌﾞﾗがﾀﾐﾙ人の手に帰する
757年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ｱｽﾄｩﾘｱｽ王｢ｱﾙﾌｫﾝｿ1世｣
757年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ｱｽﾄｩﾘｱｽ王｢ﾌﾙｴｰﾗ1世残酷王｣(~7680114死去)
757年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｽﾎﾟﾚｰﾄ公｢ｱﾙﾎﾞｲﾝ｣(~759年)
757年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾏｰｼｱ王｢ｴｾﾞﾙﾊﾞﾙﾄﾞ･Alweowes sunu｣
757年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｳｪｾｯｸｽ王｢ｷｭﾈｳﾙﾌ｣(~786年死去)
757年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ﾏｰｼｱ王｢Beornraed｣(~同年ｵｯﾌｧに廃位される)⇒｢ｵｯﾌｧ･Thingfrithes sunu｣(~07
  960726死去)
757年1月3日-08:00|中国|  ||唐･至徳1載12月9日|安禄山が潁川を陥落させ､太守の薛愿および長史の堅を捕ら
  えた
757年1月25日-09:00|日本|神奈川県足柄下郡箱根町|天平勝宝9年|万巻上人が箱根神社創建(神奈川県)
757年1月25日-08:00|中国|  ||唐･至徳2載1月|この月､河西兵馬使蓋庭倫と武威九姓の商胡安門物等が節度使周
  泌を殺し五つの城を占拠したが支度判官崔称と中使劉日新が二城の兵で攻め､十七日で平定
757年1月25日-08:00|中国|  ||唐･至徳2載1月|永王李ﾘﾝがﾊ陽郡を陥落させた
757年1月25日-08:00|中国|  ||唐･至徳2年2年1月|玄志は兵馬使董秦へ兵を与え大将田神功と共に平原､楽安を
  攻撃し下す
757年1月29日-08:00|中国|  ||燕･載緒1年1月5日|<死去>燕初代皇帝｢雄武皇帝安禄山｣子の安慶緒が側近ととも
  に殺害
757年1月29日-08:00|中国|  ||燕･載緒1年1月5日|<即位>燕第2代皇帝｢晋王安慶緒｣(~759年4月10日),載緒と改
  元
757年1月30日-09:00|日本|  ||天平勝宝9年1月6日|<死去>橘諸兄(廷臣､歌人､生年684年)
757年2月8日-08:00|中国|  ||唐･至徳2載1月15日|剣南の健児の賈秀がそむき､処刑された
757年2月10日-08:00|中国|  ||唐･至徳2載1月17日|河西兵馬使の孟庭倫がその節度使の周佖を殺し､武威郡をも
  ってそむいた
757年2月10日-08:00|中国|  ||唐･至徳2載1月17日|剣南兵の賈秀等五千人が造反/将軍席元慶､臨ｺｳ太守柳奕が
  討って､これを誅した
757年2月19日-08:00|中国|  ||唐･至徳2載1月26日|安慶緒の将の尹子奇が?陽郡を寇し､張巡がこれを破った
757年2月23日-08:00|中国|  ||唐･至徳2載2月|郭子儀が洛交から兵を率いて河東へ進軍し兵を分けて馮翊を取
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  る
757年2月23日-08:00|中国|  ||燕･天成1年2月|中国･唐代安史の乱の指導者安慶緒が天成(-759年)と改元
757年2月23日-08:00|中国|  ||唐･至徳2載2月|李光弼は決死隊を率いて､蔡希徳を撃ち大いに破る
757年3月3日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｲﾀﾘｱ王･ﾗﾝｺﾞﾊﾞﾙﾄﾞ王｢ﾃﾞｼﾞﾃﾞﾘｳｽ｣諸公爵の一人.ﾗｰｷｽとｱｽﾄﾙﾌｫの兄弟を討
  ち取って王位を獲得(~07740605､ﾌﾗﾝｸ王ｶﾙﾛ･ﾏｰﾆｮの遠征軍に滅ぼされた)
757年3月4日-08:00|中国|  ||唐･至徳2載2月10日|李光弼が安慶緒の衆と太原で戦い､これを破った
757年3月5日-08:00|中国|  ||唐･至徳2載2月11日|夜､河東司戸韓旻等が河東城を翻って官軍を迎え賊を千人近
  く殺す/崔乾裕は城北の兵を発して城を攻め官軍を拒んだが郭子儀がこれを撃破
757年3月13日-08:00|中国|  ||唐･至徳2載2月19日|関西節度兵馬使の郭英乂が安慶緒と武功で戦い､敗れた/安
  慶緒が馮翊郡を陥落させ､太守の蕭賁がここに死んだ
757年3月16日-08:00|中国|  ||唐･至徳2載2月22日|郭子儀はその子干及び兵馬使李韶光､大将王祚へ潼関を攻撃
  させ破る
757年3月18日-08:00|中国|  ||唐･至徳2載2月24日|河西判官の崔称が武威郡を落とし､孟庭倫が処刑された
757年3月20日-08:00|中国|  ||唐･至徳2載2月26日|郭子儀が安慶緒と永豊倉で戦い､これを破り､大将の李韶光･
  王祚がここに死んだ
757年3月25日-09:00|韓国/朝鮮|  ||新羅･景徳王16年3月|官僚への俸給制度を廃止して禄邑制度を復活
757年3月25日-08:00|中国|  ||唐･至徳2載3月|尹子奇が再び大軍で隹陽を攻撃し賊は大いに潰れた
757年4月16日-08:00|中国|  ||唐･至徳2載3月23日|安守忠が騎兵二万を率いて河北へ来寇,郭子儀は撃退
757年4月26日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<死去>第93代ﾛｰﾏ教皇｢ｽﾃﾌｧﾇｽ3世｣
757年5月-01:00|ﾁｭﾆｼﾞｱ|  |||北ｱﾌﾘｶ総督ﾊﾋﾞｰﾌﾞがﾍﾞﾙﾍﾞﾙ人反乱軍との戦闘で戦死
757年5月5日-08:00|中国|  ||唐･至徳2載4月13日|郭子儀が安慶緒の将の李帰仁と劉運橋で戦い､これを破った
757年5月23日-09:00|日本|  ||天平勝宝9年5月|養老律令を施行
757年5月28日-08:00|中国|  ||唐･至徳2載5月6日|郭子儀が安慶緒の将の安守忠と清渠で戦い､敗れた
757年5月29日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>第94代ﾛｰﾏ教皇｢ﾊﾟｳﾙｽ1世｣(~07670628死去)
757年5月30日-09:00|日本|石川県|天平勝宝9年5月8日|越中国→能登国分離(能登郡→鹿島郡へと改められた)
757年5月30日-09:00|日本|大阪府|天平勝宝9年5月8日|河内国[大鳥郡､和泉郡､日根郡]を和泉国として再び分立
757年5月30日-09:00|日本|千葉県|天平勝宝9年5月8日|上総国[平群郡､安房郡､朝夷郡､長狭郡]→安房国設立
757年6月11日-09:00|日本|  ||天平勝宝9年5月20日|紫微内相を置く
757年6月12日-09:00|日本|  ||天平勝宝9年5月21日|養老律令を施行
757年6月29日-09:00|日本|  ||天平勝宝9年6月9日|治安維持についての勅五条を制定
757年7月6日-09:00|日本|  ||天平勝宝9年6月16日|<任命>鎮守府将軍｢大伴古麻呂｣(~7.24(同年7月4日)罪死)
757年7月11日-08:00|中国|  ||唐･至徳2載6月21日|南充郡の民の何滔がその太守の楊斉曾を捕らえてそむいた
  ので､剣南節度使の盧元裕がこれを破った
757年7月21日-08:00|中国|  ||唐･至徳2載7月|河南節度使賀蘭進明が高密､琅邪に勝ち､賊二万余人を殺す
757年7月22日-08:00|中国|  ||唐･至徳2載7月2日|夜､蜀郡の兵郭千仞等が造反し六軍兵馬使陳玄禮､剣南節度使
  李亘がこれを討って誅する
757年7月24日-09:00|日本|  ||天平勝宝9年7月4日|<橘奈良麻呂の変>橘奈良麻呂の謀叛が発覚､黄文王(父:長屋
  王､名を多夫礼と改名)･孝謙天皇廃太子道祖王(父:天武天皇皇子新田部親王､名を麻度比と改名)･大伴古麻呂･
  多治比犢養･小野東人･賀茂角足(名を乃呂志と改名)ら惨殺され､安宿王(父:長屋王)とその妻子は佐渡に､佐伯
  大成は信濃国に､大伴古慈斐は土佐国に配流/佐伯全成､尋問の後自尽
757年7月24日-09:00|日本|  ||天平勝宝9年7月4日|<死去>鎮守府将軍｢大伴古麻呂｣藤原仲麻呂打倒の謀議が発
  覚し罪死
757年7月24日-08:00|中国|  ||唐･至徳2載7月4日|行営の健児の李季がそむき､処刑された
757年7月31日-08:00|中国|  ||唐･至徳2載7月11日|安慶緒の将の安武臣が陜郡を陥落させた
757年8月13日-08:00|中国|  ||唐･至徳2載7月24日|剣南の健児の郭千仞がそむき､処刑された
757年9月6日-09:00|日本|  ||天平宝字1年8月18日|天平宝字に改元
757年9月26日-08:00|中国|  ||唐･至德2載閏8月9日|安慶緒が好畤を寇し､渭北節度使李光進がこれを破った
757年10月13日-08:00|中国|  ||唐･至德2載閏8月26日|御史大夫崔光遠が駱谷にて賊を破った/光遠の行軍司馬
  王伯倫､判官李椿が二千人を率いて中渭橋を攻撃し､橋を守っている賊兵千人を殺した
757年10月14日-09:00|日本|  ||天平宝字1年閏8月27日|東国の防人をやめ西国兵士をあてる
757年10月19日-08:00|中国|  ||唐･至徳2載9月2日|安慶緒が上党郡を陥落させ､節度使の程千里を捕らえた
757年11月13日-08:00|中国|  ||唐･至徳2載9月27日|広平郡王李俶が安慶緒とﾎｳ水で戦い､これを破った
757年11月14日-08:00|中国|  ||唐･至徳2載9月28日|郭子儀が賊軍を破り､西京(長安)を取り戻す/安慶緒が陜郡
  に逃れた
757年11月19日-08:00|中国|  ||唐･至徳2載10月4日|広平郡王李俶が安慶緒と新店で戦い､これを破り､陜郡を落
  とした
757年11月23日-08:00|中国|  ||唐･至徳2載10月8日|東京を奪回し､安慶緒は河北に逃れた/興平軍兵馬使の李奐
  が安慶緒の衆と武関で戦い､これを破り､上洛郡を落とした/吐蕃が西平郡を陥落させた
757年11月24日-08:00|中国|  ||唐･至徳2載10月9日|安慶緒がｻｲ陽を陥落させ､太守の許遠および張巡･姚誾･南
  霽雲はみなここに死んだ
757年12月4日-08:00|中国|  ||唐･至徳2載10月19日|陳留の人が尹子奇を殺して郡を挙げて降伏
757年12月6日-08:00|中国|  ||唐･至徳2載10月21日|郭子儀が､左兵馬使張用済､右武鋒使渾釈之へ兵を与え､河
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  陽及び河内を攻略させた/厳荘が来降/陳留の人が尹子奇を殺して郡を挙げて降伏
757年12月10日-08:00|中国|  ||唐･至徳2載10月25日|関内節度使王思礼が安慶緒と絳郡で戦い､これを破った
757年12月17日-08:00|中国|  ||唐･至徳2載11月2日|張鎬が､四鎮伊西北庭行営兵馬使の李嗣業･陜西節度使の来
  ﾃﾝ･河南都知兵馬使の嗣呉王李祗を率いて河南の郡県を落とした
758年-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  |||<死去>ﾁｬﾝﾊﾟ王｢ﾙﾄﾞﾗｳﾞｧﾙﾏﾝ2世｣
758年-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||<就任>ｱｯﾊﾞｰｽ朝ｴｼﾞﾌﾟﾄ第5代ｱﾐｰﾙ:ﾑｰｻ･ｲﾋﾞﾝ･ｶｰﾌﾞ(~759解任)
758年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｽﾎﾟﾚｰﾄ公｢ﾃﾞｼﾃﾞﾘｳｽ｣(~759年)
758年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾍﾞﾈｳﾞｪﾝﾄ公｢ｱｰｷｽ2世｣(→774年,ﾍﾞﾈｳﾞｪﾝﾄ大公~787年)
758年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｴｾｯｸｽ王｢Swithraed Sigemundes sunu｣
758年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｴｾｯｸｽ王｢ｼｹﾞﾘｯｸ｣Saelredの息子(~798年放棄)
758年 00:00|ﾓﾛｯｺ|  |||ｼｼﾞﾙﾏｻは独立したﾍﾞﾙﾍﾞﾙ王国(~1055年)
758年2月4日-08:00|中国|  ||唐･至徳2載12月22日|史思明が降った
758年2月13日-09:00|日本|奈良県奈良市|天平宝字2年|<竣工>東大寺大仏殿
758年2月13日-08:00|中国|  ||唐･至德3年|この年､振武軍節度使を設置し､鎮北大都護府と麟､勝二州を領有さ
  せる/又､陜､ｶｸ､華及び豫､許､汝に節度使を設置
758年2月13日-08:00|中国/ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||唐･至德3年|安南都護府を鎮南郡護府に改める
758年2月13日-08:00|中国|  ||唐･至德3年|唐が塩法を初めて施行し塩を専売化､塩梟の跋扈をまねく
758年3月14日-08:00|中国|  ||唐･乾元1年2月1日|安慶緒麾下の北海節度使能元皓が､領地ごと来降
758年3月18日-08:00|中国|  ||唐･乾元1年2月5日|唐第10代皇帝｢粛宗李亨｣が乾元(~760年)と改元､としの数え
  方が｢載｣から｢年｣に戻された
758年4月2日-09:00|日本|  ||天平宝字2年2月20日|乱を未然に防ぐ為､飲酒集会を禁止
758年5月3日-08:00|中国|  ||唐･乾元1年3月22日|北庭兵馬使王惟良が造反を謀った/嗣業と裨将茘非元禮が､こ
  れを討って誅する
758年5月12日-08:00|中国|  ||唐･乾元1年4月|蔡希徳と崔乾祐へ歩騎二万を与えて､沁水を渡って攻撃させたが
  勝てずに帰る
758年5月25日-08:00|中国|  ||唐･乾元1年4月14日|史思明が范陽節度副使の烏承恩を殺してそむいた
758年6月-01:00|ﾁｭﾆｼﾞｱ|  |||ｱﾙﾊｯﾀｰﾌﾞがﾍﾞﾙﾍﾞﾙ人反乱軍からｶｲﾗﾜｰﾝを奪取
758年6月21日-08:00|中国|  ||唐･乾元1年5月12日|采訪使を廃止し､黜陟使を観察使と改称
758年7月26日-08:00|中国|  ||唐･乾元1年6月17日|始めて穎暦を施行
758年8月9日-08:00|中国|  ||唐･乾元1年7月|党項羌が辺境を寇した
758年8月24日-08:00|中国|  ||唐･乾元1年7月16日|一枚で十銭に相当する大銭を初めて鋳造する｢乾元重寶｣
758年9月 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ﾉｰｻﾞﾝﾌﾞﾘｱ王｢Oswulf Eadberhtes sunu｣(~07590724殺害される)
758年9月7日-08:00|中国|  ||唐･乾元1年8月|郭子儀が兵を率いて杏園から河を渡り､東進して獲嘉へ到着し安
  太清を破る/子儀は兵を返し慶緒は大敗､衞州を抜いた/慶緒は愁思岡にて拒戦するが､敗れる/崔光遠が､魏州
  を抜く
758年9月7日-09:00|日本|  ||天平宝字2年8月1日|<譲位>｢46代孝謙天皇｣
758年9月7日-09:00|日本|  ||天平宝字2年8月1日|<即位>｢47代淳仁天皇｣舎人親王の第七王子大炊王(~07641009
  )
758年9月30日-09:00|日本|  ||天平宝字2年8月24日|新羅の僧俗74人を武蔵国の閑地に移し､新羅郡を置く
758年10月1日-09:00|日本|  ||天平宝字2年8月25日|太政大臣以下の官名を改定(太師､太保)
758年10月24日-09:00|日本/中国|  ||天平宝字2年9月18日|渤海使来朝/遣渤海使小野田守が渤海大使ら23名を
  伴い帰国
758年11月30日-09:00|日本|  ||天平宝字2年10月25日|国司交替を4年から6年に改正/巡察使の派遣は3年毎とす
  る
758年12月8日-08:00|中国|  ||唐･乾元1年11月4日|王思礼が安慶緒と相州で戦い､これを破った
759年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||ｱｯﾊﾞｰｽ朝によるﾀﾊﾞﾘｽﾀｰﾝ(ｶｽﾋﾟ海南)の征服開始
759年-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||<就任>ｱｯﾊﾞｰｽ朝ｴｼﾞﾌﾟﾄ第6代ｱﾐｰﾙ:ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ｲﾋﾞﾝ･ｱﾙｱｼｬｽ･ｱﾙｸｻﾞｲ(~760解任)
759年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｽﾎﾟﾚｰﾄ公｢ｷﾞｻﾙﾌ｣(~763年)
759年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｸ王ﾋﾟﾋﾟﾝが南ﾌﾗﾝｽのｲｽﾗﾑ教徒の拠点を征服
759年1月9日-08:00|中国|  ||唐･乾元1年12月6日|浙江西道節度使を置き､蘇､潤等十州を領有させた
759年1月15日-08:00|中国|  ||唐･乾元1年12月12日|浙江東道節度使を置き､越､睦等八州を領有させる
759年2月1日-08:00|中国|  ||唐･乾元1年12月29日|史思明が魏州を陥落させた
759年2月2日-09:00|日本|  ||天平宝字3年1月|万葉集/完成
759年2月3日-08:00|中国|  ||燕･応天1年1月|唐代の安史の乱の指導者安慶緒が応天と改元
759年2月3日-08:00|中国|  ||唐･乾元2年1月2日|郭子儀が安慶緒と愁思岡で戦い､これを破った
759年2月4日-09:00|日本/中国|  ||天平宝字3年1月3日|渤海使朝貢/渤海との国交正常化なる
759年3月4日-09:00|日本/中国|  ||天平宝字3年2月|第11次遣唐使派遣/高元度､内蔵全成､羽栗翔(藤原清河を迎
  えるための遣使)/渤海を経由して唐へ向かうが､安史の乱の影響で所期の目的を果たさず帰国
759年3月18日-08:00|中国|  ||唐･乾元2年2月15日|皆既月食が起こった
759年4月7日-08:00|中国|  ||唐･乾元2年3月6日|九節度の師がﾌ水で潰滅
759年4月10日-08:00|中国|  ||燕･応天1年3月9日|<死去>燕第2代皇帝｢晋王安慶緒｣父の部下史思明に殺される
759年5月2日-08:00|中国|  ||唐･乾元2年4月|<死去>回鶻可汗国第2代可汗｢葛勒可汗･英武威遠可汗(磨延啜)ﾃﾝｸ
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  ﾞﾘﾃﾞ･ﾎﾞﾙﾐｼｭ･ｲﾙ･ｲﾄﾐｼｭ･ﾋﾞﾙｹﾞ･ｶｶﾞﾝ｣
759年5月2日-08:00|中国|  ||燕･順天1年4月|<即位>燕第3代皇帝｢応天皇帝史思明｣(~761年4月18日)順天(-761
  年)と改元
759年5月2日-08:00|中国|  ||唐･乾元2年4月|<即位>回鶻可汗国第3代可汗｢牟羽可汗･英義建功可汗(移地健)ﾃﾝｸ
  ﾞﾘﾃﾞ･ｸﾄ･ﾎﾞﾙﾐｼｭ･ｲﾙ･ﾄｩﾄﾐｼｭ･ｱﾙﾌﾟ･ｷｭﾘｭｸﾞ･ﾋﾞﾙｹﾞ･ｶｶﾞﾝ｣(~大暦14年(779年))
759年5月5日-08:00|中国|  ||唐･乾元2年4月4日|澤ﾛ節度使王思禮が直千嶺で史思明の将楊旻を破った
759年5月9日-08:00|中国|  ||唐･乾元2年4月8日|陳､鄭､亳節度使を設置
759年6月8日-09:00|日本|  ||天平宝字3年5月9日|藤原仲麻呂､飢饉対策として米価を調節する常平倉を設置し､
  常平倉を掌握する為に左右平準署を置く
759年7月21日-08:00|中国|  ||唐･乾元2年6月23日|朔方を分けて､ﾌﾞﾝ､寧等九州節度使を設置
759年7月24日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾉｰｻﾞﾝﾌﾞﾘｱ王｢Oswulf Eadberhtes sunu｣殺害される
759年7月24日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ﾉｰｻﾞﾝﾌﾞﾘｱ王｢Athelwald Moll｣(~07651030廃位)
759年8月-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｲﾀﾘｱ王･ﾗﾝｺﾞﾊﾞﾙﾄﾞ王｢ｱﾀﾞﾙｷﾞｽ｣共同統治(~07740605)
759年8月2日-09:00|日本|  ||天平宝字3年7月5日|<死去>聖武天皇夫人広岡古那可智(父:橘佐為､号:橘少夫人)
759年8月29日-09:00|日本|  ||天平宝字3年8月3日|<建立>唐律招提寺(後の唐招提寺/唐僧･鑑真が新田部親王(
  天武天皇第7皇子)の旧･宅跡を朝廷から譲り受け戒律を学ぶための寺とした)
759年9月7日-08:00|中国|  ||唐･乾元2年8月12日|襄州防禦の将の康楚元･張嘉延がそむき､その刺史の王政を追
  放
759年9月26日-09:00|日本|秋田県横手市|天平宝字3年9月|出羽国雄勝城できる
759年9月26日-09:00|日本|宮城県石巻市|天平宝字3年9月|陸奥国桃生城できる
759年9月26日-08:00|中国|  ||唐･乾元2年9月1日|張嘉延が荊州を陥落させた
759年9月30日-08:00|中国|  ||唐･乾元2年9月5日|絳州へ､乾元重寶の大銭を改鋳させた/重輪を銜えて､一枚を
  五十銭とする
759年10月22日-08:00|中国|  ||燕･順天1年9月27日|史思明が東京および斉･汝･鄭･滑の四州を陥落させた
759年11月6日-08:00|中国|  ||唐･乾元2年10月12日|李光弼が史思明と河陽で戦い､これを破った
759年11月25日-08:00|中国|  ||唐･乾元2年11月|第五琦が乾元銭､重輪銭を造り､開元銭と併せて三種類の銭が
  流通
759年12月25日-09:00|日本|  ||天平宝字3年12月2日|授刀衛を設置
760年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ｼｬｲﾚﾝﾄﾞﾗ朝･古ﾏﾀﾗﾑ王国国王｢ﾗｶｲ･ﾊﾟﾅﾝｶﾗﾝ｣(~775年)
760年-07:00|ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ|  |||<即位>ﾁｪﾝﾗ王｢ﾗｼﾞｪﾝﾄﾞﾗｳﾞｧﾙﾏﾝ1世｣(~780年)
760年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾌﾟﾗﾃｨｰﾊｰﾗ朝国王｢Kakustha｣｢Devaraja｣(~780年)
760年-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||<就任>ｲﾍﾞﾘｱ公｢ﾈﾙｽ｣(~772年)
760年-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||<就任>ｱｯﾊﾞｰｽ朝ｴｼﾞﾌﾟﾄ第7代ｱﾐｰﾙ:ﾌﾏｲﾄﾞ･ｲﾋﾞﾝ･ｶﾀﾊﾞ(~762解任)
760年-02:00|ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ|  |||<即位>ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ帝国ﾊﾝ｢ﾃﾚ｣(~763年9月)
760年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｵｰﾍﾞﾙﾆｭ伯｢Blandin｣(~763年)
760年-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ﾌﾗﾝｸ王国ｱｸｨﾀﾆｱの公国を滅ぼす
760年-01:00|ﾓﾅｺ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾓﾅｺはﾌﾗﾝｸ王国の一部(~843年8月)
760年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｽﾄﾗｽｸﾗｲﾄﾞ王｢Dumnagual(Dyfnwal ap Tewdwr)｣
760年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｽﾄﾗｽｸﾗｲﾄﾞ王｢Eugein｣(~780年)
760年 00:00|ﾓﾛｯｺ|  |||<即位>ﾈｺｰﾙ王国ｽﾙﾀｰﾝ｢Sa'id1世｣(~803年)
760年 00:00|ﾓﾛｯｺ|  |||<退位>ﾈｺｰﾙ王国ｽﾙﾀｰﾝ｢Idris1世｣
760年1月5日-08:00|中国|  ||唐･乾元2年12月13日|史思明が陜州を寇し､神策軍将の衛伯玉がこれを破った
760年1月23日-08:00|中国|  ||唐･乾元3年|この年､吐蕃が廓州を陥落させた
760年1月23日-08:00|中国|  ||唐･乾元3年|西原蛮が辺境を寇すると､桂州経略使のｹｲ済がこれを破った
760年1月23日-09:00|日本|  ||天平宝字4年1月|<任命>鎮守府将軍｢藤原恵美朝猟｣(~不詳)
760年1月26日-09:00|日本|  ||天平宝字4年1月4日|恵美押勝､太師に就任
760年2月20日-09:00|日本|  ||天平宝字4年1月29日|<死去>聖武天皇夫人藤原北夫人(父:藤原房前)
760年3月3日-08:00|中国|  ||唐･乾元3年2月11日|李光弼が懐州を攻め､沁水の上にて救援に来た史思明を迎撃
  し破る
760年3月22日-08:00|中国|  ||唐･乾元3年3月|襄州の将張維ｷﾝ､曹ｶｲが､節度使のｻｲを殺し造反
760年4月6日-09:00|日本|  ||天平宝字4年3月16日|和同開珎の偽作が出回った為､万年通宝(銅)･太平元宝(銀)･
  開基勝宝(金)を鋳造
760年4月13日-08:00|中国|  ||唐･乾元3年3月23日|蒲州を河中府と改称
760年4月19日-08:00|中国|  ||唐･乾元3年3月29日|李光弼が､懐州城下で安太清を破った
760年4月21日-08:00|中国|  ||唐･乾元3年4月2日|河陽西の渚で史思明を破る
760年5月7日-08:00|中国|  ||唐･乾元3年4月18日|山南東道の将の張維瑾がそむき､その節度使の史ｶｲを殺した
760年5月16日-08:00|中国|  ||唐･乾元3年4月27日|彗星が婁･胃に出現した
760年5月20日-08:00|中国|  ||唐･上元1年閏4月1日|彗星が西方に出現
760年6月7日-08:00|中国|  ||唐･上元1年閏4月19日|唐･粛宗が上元(-761年9月)と改元
760年7月23日-09:00|日本|  ||天平宝字4年6月7日|<死去>聖武天皇皇太后藤原光明子(60/父:藤原不比等､孝謙
  天皇生母)
760年7月23日-08:00|中国|  ||唐･上元1年6月7日|鳳翔節度使の崔光遠が羌･渾･党項と涇･隴で戦い､これを破っ



0800迄(2112件)

  た
760年8月12日-08:00|中国|  ||唐･上元1年6月27日|鳳翔節度使の崔光遠がまた羌･渾･党項と普潤で戦い破った
760年10月20日-08:00|中国|  ||唐･上元1年9月7日|荊州へ南都を置く/荊州を江陵府とし､永平団練兵三千人を
  置き､呉､蜀の抑えとする
760年10月29日-09:00|日本/韓国|  ||新羅･景徳王19年9月16日|新羅国が､級伐ｷｭｳ(級ｷｭｳ､六頭品･9位)のｷﾝｼﾞｮｳ
  ｶﾝ(金貞巻)を派遣･朝貢/天平勝宝5年の折の遣新羅大使小野田守に対する新羅の対応の無礼などを責め､追い
  返す
760年12月1日-08:00|中国|  ||唐･上元1年10月19日|青､ｷﾝ等五州節度使を設置
760年12月19日-08:00|中国|  ||唐･上元1年11月8日|揚州長史の劉展がそむき､潤州を陥落させた
760年12月21日-08:00|中国|  ||唐･上元1年11月10日|揚州長史の劉展が昇州を陥落させた
761年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾋﾟｸﾄ王｢Oenghus mac Ferghusa(Angus1世)｣
761年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ﾋﾟｸﾄ王｢Bruide mac Ferghusa(Bridei5世)｣(~763年死去)
761年1月6日-08:00|中国|  ||唐･上元1年11月26日|李ｶﾝと淮南節度使の鄧景山が劉展と淮上で戦い､敗れた
761年1月11日-08:00|中国|  ||唐･上元1年12月|賊帥郭ｲ等が諸ｷｮｳ､胡を率いて秦隴節度使韋倫を破り､監軍使を
  殺す
761年2月10日-08:00|中国|  ||唐･上元2年1月|江南の淡､岳､ﾘﾝ､邵､永､道､連､黔中をﾊﾞｲ州として､全て荊南へ隷
  属させた
761年2月10日-08:00|中国|  ||燕･順天3年1月|史思明が李光弼と僕固懐恩を大いに破る/河陽､懐州は全て賊の
  手に落ちた
761年3月14日-08:00|中国|  ||唐･上元2年2月4日|奴剌･党項羌が宝?を寇し､大散関を焚き､鳳州を寇し､刺史の
  蕭?がここに死に､鳳翔尹の李鼎がこれを破った
761年4月2日-08:00|中国|  ||燕･順天3年2月23日|史思明が河陽を陥落させた
761年4月2日-08:00|中国|  ||唐･上元2年2月23日|李光弼が史思明と北ﾎﾞｳで戦い､敗れた
761年4月9日-08:00|中国|  ||唐･上元2年2月30日|来ﾃﾝが史思明と魯山で戦い､これを破った
761年4月18日-08:00|中国|  ||唐･上元2年3月9日|史朝義が陜州を寇し､神策軍節度使の衛伯玉がこれを破った
761年4月22日-08:00|中国|  ||燕･顕聖1年3月13日|<死去>燕第3代皇帝｢応天皇帝史思明｣息子史朝義に殺害され
  る
761年4月22日-08:00|中国|  ||燕･顕聖1年3月13日|<即位>燕第4代皇帝｢懐王史朝義｣(~763年)､顕聖(-763年)と
  改元
761年5月3日-09:00|日本|鹿児島県熊毛郡|天平宝字5年3月24日|茅原王を多禰嶋に流す
761年5月29日-08:00|中国|  ||唐･上元2年4月21日|青密節度使の尚衡が史朝義と戦い､これを破った
761年5月31日-08:00|中国|  ||唐･上元2年4月23日|ｴﾝｳﾝ節度使の能元皓が史朝義の兵を破った
761年6月-01:00|ﾁｭﾆｼﾞｱ/ｲﾗｸ|  |||ｱｯﾊﾞｰｽ朝軍がﾁｭﾆｼﾞｱの支配を確立
761年6月5日-08:00|中国|  ||唐･上元2年4月28日|梓州刺史段子璋が造反､梁王と自称し､黄龍と改元/綿州を陥
  落し龍安府と改称､また剣州を落とす
761年6月17日-08:00|中国|  ||唐･上元2年5月10日|史朝義の将の令狐彰が滑州をもって降った
761年6月21日-08:00|中国|  ||唐･上元2年5月14日|平盧節度使侯希逸が史朝義の范陽の兵を撃ち､これを破る
761年6月23日-08:00|中国|  ||唐･上元2年5月16日|剣南節度使の崔光遠が東川を落とし､段子璋が処刑された
761年7月7日-08:00|中国|  ||唐･上元2年6月1日|能元皓が史朝義の将李元遇を破る
761年8月5日-08:00|中国|  ||唐･上元2年6月1日|朔､皆既日食が起こる
761年11月14日-09:00|日本|滋賀県大津市|天平宝字5年10月13日|淳仁天皇と孝謙上皇が平城京から保良宮(保良
  京)に行幸
761年12月2日-08:00|中国|  ||唐･元年建子月1日|朔､｢上元｣の号を去り､元年を称し､11月を建子月として､年の
  初めとし､他の月は全て干支で数えることにする/以後､元の月に戻すまで､一年が二ヶ月ずれることになる
761年12月13日-08:00|中国|  ||唐･元年建子月12日|曹州刺史の常休明が史朝義の将の薛?と戦い､これを破った
761年12月26日-08:00|中国|  ||唐･元年建子月25日|衛伯玉が史朝義と永寧で戦い､これを破った
762年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ﾊﾟﾀﾞｽﾊﾟﾆﾄﾞ朝君主｢Shahriyar1世ibn Paduspan｣(~791年)
762年-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||<就任>ｱｯﾊﾞｰｽ朝ｴｼﾞﾌﾟﾄ第8代ｱﾐｰﾙ:ﾔｼﾞﾄﾞ･ｲﾋﾞﾝ･ﾊﾀﾐ･ｱﾙﾑﾊﾗﾋﾞ(~769解任)
762年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｹﾝﾄ王｢Athelberht Wihtraedes sunu(Adelberht2世)｣
762年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｹﾝﾄ王｢Eadberht Athelberhtes sunu｣(~763年死去)､｢Sigeraed｣(~763年死去)
762年1月8日-08:00|中国|  ||唐･元年建丑月8日|来ﾃﾝが史朝義と汝州で戦い､これを破った
762年1月24日-08:00|中国|  ||唐･元年建丑月24日|侯希逸が史朝義の将の李懐仙と范陽で戦い､これを破った
762年2月22日-08:00|中国|  ||唐･元年建寅月24日|李光弼が許州を落とし史朝義から任命された穎川太守李春
  を捕らえる
762年2月24日-08:00|中国|  ||唐･元年建寅月26日|李光弼が救援に来た史朝義の将史参を城下にて戦い､又破る
762年2月26日-08:00|中国|  ||燕･顕聖2年1月29日|史朝義が営州を陥落させた
762年3月1日-08:00|中国|  ||唐･元年建卯月1日|京兆府を上都とし､河南府を東都とし､鳳翔府を西都とし､江陵
  府を南都とし､太原府を北都とした
762年3月2日-08:00|中国|  ||唐･元年建卯月2日|羌･渾･奴剌が梁州を寇した
762年3月3日-08:00|中国|  ||唐･元年建卯月3日|河東軍で乱が起こり､その節度使の鄧景山を殺して､都知兵馬
  使の辛雲京が節度使を自称
762年3月11日-09:00|日本|  ||天平宝字6年2月12日|健児の制を復活
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762年3月15日-08:00|中国|  ||唐･元年建卯月15日|河中軍で乱が起こり､李国貞およびその節度使のﾚｲ非元礼を
  殺した
762年3月15日-08:00|中国|  ||唐･元年建卯月15日|絳州にて王元振が乱を作った
762年3月18日-08:00|中国|  ||唐･元年建卯月18日|淮西節度使の王仲昇が史朝義の将の謝欽讓と申州で戦い､敗
  れた
762年3月22日-08:00|中国|  ||唐･元年建卯月22日|ﾌ州刺史の成公意が党項と戦い､これを破った
762年4月13日-08:00|中国|  ||唐･元年建辰月14日|奴刺が梁州へ来寇し観察使李勉は城を棄てて逃げる
762年4月29日-08:00|中国|  ||唐･寶應1年4月1日|朔､史朝義が沢州を寇し､刺史の李抱玉がこれを破った
762年5月3日-08:00|中国|  ||唐･寶應1年4月5日|<死去>唐上皇(第9代皇帝)｢玄宗李隆基｣神龍殿にて崩御[685年
  8月5日生](享年76)
762年5月16日-08:00|中国|  ||唐･寶應1年4月18日|<死去>唐第10代皇帝｢粛宗李亨｣
762年5月18日-08:00|中国|  ||唐･寶應1年4月20日|<即位>唐第11代皇帝｢代宗李豫｣(~大暦14年5月21日(779年6
  月10日)死去),宝応(~763年6月)と改元
762年5月28日-08:00|中国|  ||唐･寶應1年5月|代宗皇帝は乾元の大小銭を全て一枚一銭とする
762年6月14日-08:00|中国|  ||唐･寶應1年5月18日|李光弼が史朝義と宋州で戦い､これを破った
762年6月19日-09:00|日本|奈良県奈良市|天平宝字6年5月23日|淳仁天皇と孝謙上皇の不仲により都が保良宮(保
  良京･大津)から平城京に戻る.孝謙上皇は出家
762年6月27日-08:00|中国|  ||唐･寶應1年6月|吐蕃､臨州を陥落させる
762年7月26日-09:00|日本|滋賀県大津市|天平宝字6年7月|この月､近江国石山寺建立
762年7月30日-03:00|ｲﾗｸ|  |||ﾊﾞｸﾞﾀﾞｯﾄﾞ(当時はﾏﾃﾞｨﾅ ｱﾙ ｻﾗﾑと呼ばれていた)が､ｱｯﾊﾞｰｽ朝ｶﾘﾌのｱﾙ･ﾏﾝｽｰﾙによ
  って設立された
762年8月10日-08:00|中国|  ||唐･寶應1年7月16日|剣南西川兵馬使の徐知道がそむいた
762年9月17日-08:00|中国|  ||唐･寶應1年8月25日|台州の人の袁?がそむいた
762年10月4日-08:00|中国|  ||唐･寶應1年9月12日|鳳州刺史の呂日将が党項羌と三嗟谷で戦い､これを破った
762年10月22日-08:00|中国|  ||唐･寶應1年10月|李白死去/(誕生:0701)｡唐･詩人
762年10月22日-09:00|日本/中国/朝鮮|  ||天平宝字6年10月1日|遣渤海使､渤海国使王新福を伴い越前国に漂着
762年10月31日-08:00|中国|  ||唐･寶應1年10月10日|温･明の二州が陥落
762年11月4日-09:00|日本|  ||天平宝字6年10月14日|<死去>聖武天皇の夫人､県犬養広刀自(父:県犬養唐､子:光
  仁天皇皇后井上内親王･不破内親王･安積親王)
762年11月18日-08:00|中国|  ||唐･寶應1年10月28日|雍王李ｶﾂが懐州を落とした
762年11月19日-08:00|中国|  ||唐･寶應1年10月29日|史朝義を横水で破り､河陽･東都を落とし､史朝義の将の張
  献誠がﾍﾞﾝ州をもって降った
762年12月-03:00|ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ|  |||ｱﾘｰ家のﾑﾊﾝﾏﾄﾞがﾒﾃﾞｨﾅで反乱するが殺される
762年12月2日-08:00|中国|  ||唐･寶應1年11月12日|史朝義の将の薛嵩が相･衛･ﾒｲ･ｹｲの四州をもって降った
762年12月12日-08:00|中国|  ||唐･寶應1年11月22日|史朝義の将の張忠志が趙･定･深･恆･易の五州をもって降
  った
762年12月20日-08:00|中国|  ||唐･寶應1年12月|河中防禦使を節度使(蒲､絳等七州)に昇格/剣南を分けて東川(
  梓､遂等十二州)､西川節度とする/荊ﾎｳ節度(荊､豊等五州)を設置/ｷ峡節度(ｷ､峡等五州)を設置/安西を鎮西と
  改称
763年-08:00|中国|  |||<死去>燕第4代皇帝｢懐王史朝義｣自害し燕は滅亡
763年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｵｰﾍﾞﾙﾆｭ伯｢Chilping｣(~765年)
763年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｽﾎﾟﾚｰﾄ公｢ｾｵﾃﾞｼｳｽ｣(~773年)
763年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ｱｯﾊﾞｰｽ朝の支援でｱﾙ･ｱﾗｰが西ｳﾏｲｱ朝に反乱し蜂起
763年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｹﾝﾄ王｢Eadberht Athelberhtes sunu｣
763年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｹﾝﾄ王｢Sigeraed｣
763年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾋﾟｸﾄ王｢Bruide mac Ferghusa(Bridei5世)｣
763年 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ上王｢ﾆｰﾙ･ﾏｯｸ･ﾌｧｰｶﾞｲﾚ｣(~770年)
763年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｹﾝﾄ王｢Eanmund｣(~764年死去)
763年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ﾋﾟｸﾄ王｢Cinaedh mac Feradaigh(Kenneth2世)｣(~775年死去)
763年1月18日-08:00|中国|  ||唐･寶應1年12月30日|李光弼が袁晃と衢州で戦い､これを破った
763年1月28日-08:00|中国|  ||唐･寶應2年1月10日|史朝義が自殺し､その将の李懐仙が幽州をもって降り､田承
  嗣が魏州をもって降った/安史の乱が終結
763年2月-03:00|ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ|  |||ｱﾘｰ家のﾑﾊﾝﾏﾄﾞの弟ｲﾌﾞﾗｰﾋｰﾑがﾊﾞｽﾗで反乱するが失敗､ｸｰﾌｧ近郊で処刑
763年2月19日-09:00|日本/中国/朝鮮|  ||天平宝字7年1月3日|渤海国使､朝貢
763年3月22日-09:00|日本/韓国|  ||新羅･景徳王22年2月4日|新羅使､朝貢のため来日
763年4月21日-08:00|中国|  ||唐･寶應2年3月4日|李光弼が袁晃と戦い､これを破った
763年5月8日-08:00|中国|  ||唐･寶應2年3月21日|党項羌が同州を寇し､郭子儀が黄堆山でこれを破った
763年6月21日-09:00|日本|  ||天平宝字7年5月6日|<死去>鑑真､端座しながら/76歳(誕生:(持統)2(688))中国の
  名僧
763年6月30日-02:00|ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ/ﾄﾙｺ|  |||ｺﾝｽﾀﾝﾃｨﾉｽ5世が､ｱﾝｷｱﾛｽでﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ王ﾃﾚﾂ汗を破る
763年7月2日 06:00|ﾎﾝｼﾞｭﾗｽ|  |||<即位>ｺﾊﾟﾝ王｢ﾔｼｭ･ﾊﾟｯｻﾌ･ﾁｬﾝ･ﾖｱｰﾄ｣
763年7月10日-08:00|中国|  ||唐･寶應2年5月25日|河北諸州を分割/幽､莫､ｲ､檀､平､薊を幽州の管轄､恒､定､趙､
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  深､易を成徳軍の､相､貝､ｹｲ､名を相州の､魏､博､徳を魏州の､滄､棣､冀､瀛を青ｼの､懐､衞､河陽を沢路の管轄と
  する
763年7月16日-08:00|中国|  ||唐･寶應2年6月|代宗､牟羽可汗に称号を追加して､登里頡咄登密施含倶録英義建
  功毘伽可汗にし､可敦にも称号を追加して婆墨光親麗華毘伽可敦とする
763年8月24日-08:00|中国|  ||唐･廣德1年7月11日|吐蕃が隴右の諸州を陥落させた
763年8月24日-08:00|中国|  ||唐･廣德1年7月11日|唐･代宗が廣徳(-764年12月)と改元
763年9月-02:00|ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ|  ||以降|<即位>ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ帝国ﾊﾝ｢ｻﾋﾞﾝ｣(~765年5月)
763年9月12日-08:00|中国|  ||唐･廣德1年8月|僕固懐恩がそむいた
763年9月29日-09:00|日本|  ||天平宝字7年8月18日|儀鳳暦を廃止/大衍暦を用いる
763年9月29日-09:00|日本|  ||天平宝字7年8月18日|山陽･南海両道の節度使を廃止
763年11月5日-08:00|中国|  ||唐･廣德1年9月25日|涇州刺史の高暉が叛いて吐蕃についた
763年11月10日-08:00|中国|  ||唐･廣德1年10月1日|吐蕃がﾋﾝ州を陥落させた
763年11月11日-08:00|中国|  ||唐･廣德1年10月2日|吐蕃が奉天､武功へ来寇
763年11月13日-08:00|中国|  ||唐･廣德1年10月4日|渭北行営兵馬使の呂日将が吐蕃とﾁｭｳｼﾂで戦い､これを破っ
  た
763年11月15日-08:00|中国|  ||唐･廣德1年10月6日|渭北行営兵馬使の呂日将が吐蕃とまたﾁｭｳｼﾂで戦い､敗れた
763年11月18日-08:00|中国|  ||唐･廣德1年10月9日|吐蕃が京師を陥落させ､広武郡王李承宏を立てて皇帝とし
  た
763年11月21日-08:00|中国|  ||唐･廣德1年10月12日|吐蕃は潰え､郭子儀が京師を奪回
763年11月21日-08:00|中国|  ||唐･廣德1年10月12日|南山五谷の人の高玉がそむいた
763年12月12日-08:00|中国|  ||唐･廣德1年11月3日|広州市舶使の呂太一がそむき､その節度使の張休を追放
764年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱ共和国第7代ﾄﾞｰｼﾞｪ(元首)｢ﾏｳﾘﾂｨｵ･ｶﾞﾙﾊﾞｲｵ｣(~787年)
764年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｹﾝﾄ王｢Eanmund｣
764年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｹﾝﾄ王｢Heaberht Athelberhtes sunu｣(~765年死去)､｢Ecgberht Athelberhtes s
  unu｣(~784年死去)
764年6月20日-08:00|中国|  ||唐･廣德2年5月17日|唐で初めて五紀暦を施行
764年7月4日-08:00|中国|  ||唐･廣德2年6月1日|汾州に星が落ちた
764年8月6日-08:00|中国|  ||唐･廣德2年7月5日|天下から青苗銭とゆう税を取り､これで百官の棒給を払った
764年8月18日-09:00|日本|  ||天平宝字8年7月17日|東海道節度使を廃止
764年8月20日-09:00|日本/韓国|  ||新羅･景徳王23年7月19日|新羅使､博多に来朝
764年9月28日-08:00|中国|  ||唐･廣德2年8月28日|吐蕃がﾋﾝ州を寇し､ﾋﾝ寧節度使の白孝徳が宜禄でこれを破っ
  た
764年10月10日-09:00|日本|  ||天平宝字8年9月11日|恵美押勝(藤原仲麻呂)の乱/孝謙上皇の寵臣･道鏡を除こ
  うと上皇孝謙女帝に対して天皇方として兵を挙げる
764年10月17日-09:00|日本|滋賀県|天平宝字8年9月18日|近江国琵琶湖船上にて太師恵美押勝(元名:藤原仲麻呂
  )､偽帝氷上塩焼(元名:塩焼王)､斬殺
764年10月21日-09:00|日本|  ||天平宝字8年9月22日|恵美押勝の改めた官名を元に戻す
764年10月24日-08:00|中国|  ||唐･廣德2年9月25日|剣南節度使の厳武が吐蕃と當狗城で戦い､これを破った
764年10月28日-09:00|日本|  ||天平宝字8年9月29日|<任命>鎮守府将軍｢田中多太麻呂｣(~不詳)
764年10月29日-09:00|日本|  ||天平宝字8年10月|僧都の山林修行を禁止
764年10月29日-08:00|中国|  ||唐･廣德2年10月|この月､突厥が豊州を寇し､守将の馬望がここに死んだ
764年10月30日-09:00|日本|  ||天平宝字8年10月2日|放鷹司を廃止し放生司を設置
764年10月31日-08:00|中国|  ||唐･廣德2年10月3日|吐蕃がﾋﾝ州を寇した
764年11月1日-08:00|中国|  ||唐･廣德2年10月4日|吐蕃が奉天を寇した
764年11月4日-08:00|中国|  ||唐･廣德2年10月7日|厳武が吐蕃の塩川城を落とした
764年11月5日-08:00|中国|  ||唐･廣德2年10月8日|朔方兵馬使の郭晞が吐蕃とﾋﾝ西で戦い､これを破った
764年11月6日-09:00|日本|  ||天平宝字8年10月9日|<即位>第48代｢称徳天皇｣元孝謙天皇(阿倍)(~07700804)
764年11月6日-09:00|日本|  ||天平宝字8年10月9日|<廃位>第47代｢淳仁天皇｣藤原仲麻呂と共謀したとして
764年11月6日-09:00|日本|  ||天平宝字8年10月9日|淳仁天皇の兄弟にあたる船王を隠岐国へ､池田王を土佐国
  に配流
764年11月11日-09:00|日本|兵庫県淡路市|天平宝字8年10月14日|淳仁天皇(淡路廃帝)が淡路島に流される
764年11月29日-08:00|中国|  ||唐･廣德2年11月2日|吐蕃軍は潰えた/河西節度使の楊志烈が僕固懐恩と霊州で
  戦い､敗れた
764年12月9日-09:00|日本|  ||天平宝字8年11月12日|西海道節度使を廃止
764年12月24日-08:00|中国|  ||唐･廣德2年11月27日|山南西道節度使張献誠が玉を捕らえて献上/余盗も悉く平
  定
764年12月27日-09:00|日本|鹿児島県|天平宝字8年12月|<桜島天平宝宇8年の噴火>大隅と薩摩両国の境に当たる
  ところで煙のような雲によって天地が真っ暗闇となり､稲妻が飛び交った/七日後ようやく空は晴れたが､鹿児
  島の信爾村の海では溶岩が固まって三つの島が出現/島々が連なってあずまやの屋根のようになった/島がで
  きるとき埋められてしまった民家は62棟80余人
764年12月30日-08:00|中国|  ||唐･廣德2年12月4日|多くの星が落ちた
765年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<建国>ｽｹﾄ国
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765年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾊﾟｰﾝﾃﾞｨﾔ朝君主｢Parantaka Nedunjadaiyan｣(~815年)
765年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ｶﾘｳﾞｧﾝﾄﾞ王朝君主｢Vindadhhurmuzd｣(~809年死去)
765年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｵｰﾍﾞﾙﾆｭ伯｢Bertmond｣(~778年)
765年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｹﾝﾄ王｢Heaberht Athelberhtes sunu｣
765年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｻｾｯｸｽ王｢Oslac｣(~780年)､｢Alfwald｣(~772年)､｢Ealdwulf｣(~791年)
765年1月26日-09:00|日本|  ||天平宝字9年|称徳天皇の勅願により常騰が西大寺創建(奈良県)<真言律宗総本山
  >
765年1月26日-08:00|中国|  ||唐･永泰1年1月1日|朔､唐･代宗が永泰(-766年11月)と改元
765年2月1日-09:00|日本|  ||天平神護1年1月7日|天平宝字から天平神護に改元
765年2月26日-09:00|日本|  ||天平神護1年2月3日|授刀衛を近衛府と改め､外衛府の官員を定め､初めて内厩寮
  を設置
765年3月12日-08:00|中国|  ||唐･永泰1年2月17日|党項羌が富平を寇した
765年3月30日-09:00|日本|  ||天平神護1年3月5日|王臣の兵器私蔵を禁止
765年5月-02:00|ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ|  |||<即位>ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ帝国ﾊﾝ｢ｳﾓｰﾙ｣(~6月)
765年6月-02:00|ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ|  |||<即位>ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ帝国ﾊﾝ｢ﾄｸﾄｩ｣(~766年)
765年6月23日-09:00|韓国|  ||新羅･景徳王24年6月|<死去>新羅王｢景徳王｣
765年6月23日-09:00|韓国|  ||新羅･恵恭王1年6月|<即位>新羅王｢恵恭王｣8歳(~780年死去)太后が摂政となった
765年8月21日-09:00|日本|京都府相楽郡|天平神護1年8月1日|和気王､謀叛により伊豆国配流の途上の山城国相
  楽郡にて絞殺｡巫鬼紀益女､綴喜郡松井村にて絞殺
765年9月10日-08:00|中国|  ||唐･永泰1年8月21日|僕固懐恩が吐蕃･回ｺﾂ･党項羌･渾･奴剌とともに辺境を寇し
  た
765年9月27日-09:00|日本|  ||天平神護1年9月8日|新銭神功開宝を鋳造
765年10月4日-08:00|中国|  ||唐･永泰1年9月15日|吐蕃が醴泉･奉天を寇し､党項羌が同州を寇し､渾･奴剌がﾁｭｳ
  ｼﾂを寇した
765年10月17日-08:00|中国|  ||唐･永泰1年9月28日|同華節度使の周智光が吐蕃と澄城で戦い､これを破った
765年10月19日-08:00|中国|  ||唐･永泰1年10月|僕固懐恩の乱が平定された
765年10月19日-08:00|中国|  ||唐･永泰1年10月1日|吐蕃がﾋﾝ州にいたり､回ｺﾂとともに辺境を寇した
765年10月21日-08:00|中国|  ||唐･永泰1年10月3日|吐蕃が奉天を寇した
765年10月23日-08:00|中国|  ||唐･永泰1年10月5日|吐蕃が同州を寇した
765年10月25日-08:00|中国|  ||唐･永泰1年10月7日|吐蕃が興平を寇した
765年10月30日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ﾉｰｻﾞﾝﾌﾞﾘｱ王｢Ealhraed Eanwines sunu｣(~774.4廃位追放)
765年10月30日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<廃位>ﾉｰｻﾞﾝﾌﾞﾘｱ王｢Athelwald Moll｣
765年11月2日-08:00|中国|  ||唐･永泰1年10月15日|郭子儀が吐蕃と霊台で戦い､これを破った
765年11月10日-09:00|日本|  ||天平神護1年10月23日|<死去>47代淳仁天皇/33歳(誕生:天平5(733))廃帝
765年11月19日-09:00|日本|  ||天平神護1年閏10月2日|道鏡を太政大臣禅師とする
765年11月20日-08:00|中国|  ||唐･永泰1年閏10月3日|朔方副将の李懐光が霊州を落とした
765年12月10日-08:00|中国|  ||唐･永泰1年閏10月23日|剣南西山兵馬使崔ｶﾝがそむき､成都を寇し､節度使の郭
  英乂は霊池に逃れ､普州刺史の韓澄がこれを殺した
766年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ｽﾝﾀﾞ王国ﾏﾊﾗｼﾞｬ｢Rakeyan Medang Prabu Hulukujang｣(~783年)
766年-02:00|ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ|  |||<即位>ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ帝国ﾊﾝ｢ﾊﾟｶﾞﾝ｣(~767年)
766年3月15日-08:00|中国|  ||唐･永泰2年2月|吐蕃が遣使して来朝
766年4月14日-09:00|日本|栃木県日光市|天平神護2年3月|勝道上人,四本竜寺創建
766年5月11日-08:00|中国|  ||唐･永泰2年3月28日|剣南東川節度使の張献誠が崔ｶﾝと梓州で戦い､敗れた
766年7月16日-09:00|日本|鹿児島県|天平神護2年6月5日|これより前大隅神造新島で地震/民多く流亡/桜島噴火
766年11月5日-08:00|中国|  ||唐･永泰2年9月28日|吐蕃が原州を陥落させた
766年12月18日-08:00|中国|  ||唐･大暦1年11月12日|唐･代宗が大暦(-779)と改元
767年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ﾍﾞﾄﾅﾑ|  |||ｼｬｲﾚｰﾝﾄﾞﾗ朝(中部ｼﾞｬﾜ)ﾍﾞﾄﾅﾑ北部に侵入､放火･掠奪を働く
767年-02:00|ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ|  |||<即位>ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ帝国ﾊﾝ｢ﾃﾚﾘｸﾞ｣(~777年死去)
767年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾅﾎﾟﾘ公｢ｸﾞﾚｺﾞﾘｰ2世｣(~794年死去)
767年1月26日-08:00|中国|  ||唐･大暦1年12月22日|周智光がそむき､ｶｸ州刺史のﾎｳ充を殺した
767年2月4日-08:00|中国|  ||唐･大暦2年|<即位>ﾎｰﾀﾝ王｢尉遅曜｣(~802年))
767年2月11日-08:00|中国|  ||唐･大暦2年1月8日|同華の将の李漢恵が同州をもって降った
767年2月16日-08:00|中国|  ||唐･大暦2年1月13日|周智光が処刑された
767年4月22日-09:00|日本|  ||天平神護3年3月20日|法王宮職を設置
767年5月16日-09:00|日本|奈良県奈良市|天平神護3年4月14日|東院の玉殿完成/瑠璃瓦を葺き､時の人は玉宮と
  いう
767年6月28日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<死去>第94代ﾛｰﾏ教皇｢ﾊﾟｳﾙｽ1世｣
767年7月5日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>対立ﾛｰﾏ教皇｢ｺﾝｽﾀﾝﾃｨﾇｽ2世｣(~7680730廃位)
767年7月30日-08:00|中国|  ||唐･大暦2年秋|桂州の山ﾘｮｳがそむいた
767年7月30日-08:00|中国/韓国/朝鮮|  ||新羅･恵恭王3年7月|金隠居を唐に朝貢使として派遣
767年8月8日-09:00|日本|  ||天平神護3年7月10日|内竪省を設置
767年9月13日-09:00|日本|  ||神護景雲1年8月16日|天平神護から神護景雲に改元



0800迄(2112件)

767年10月4日-08:00|中国|  ||唐･大暦2年9月7日|吐蕃が霊州を寇した
767年10月5日-08:00|中国|  ||唐･大暦2年9月8日|吐蕃がﾋﾝ州を寇した
767年10月28日-08:00|中国|  ||唐･大暦2年10月2日|朔方軍節度使の路嗣恭が吐蕃と霊州で戦い､これを破った
767年11月10日-09:00|日本|宮城県栗原市|神護景雲1年10月15日|陸奥国伊治城完成
768年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｱｷﾃｰﾇ公｢ﾜｲﾌｧﾘ｣
768年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ｱｷﾃｰﾇ公｢ｳﾅｰﾙ2世｣(~769年)
768年-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||ﾌﾗﾝｸ王国が十分の一税を導入､ﾛｰﾏ教会の財政基盤とする
768年 06:00|ｸﾞｱﾃﾏﾗ|  |||<即位>ﾃｨｶﾙ王｢ﾔｼｭ･ﾇｰﾝ･ｱｲｰﾝ2世｣(~790年)
768年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｸ王国､ｱｸｨﾀﾆｱを統合
768年1月14日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ｱｽﾄｩﾘｱｽ王｢ﾌﾙｴｰﾗ1世残酷王｣
768年1月14日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ｱｽﾄｩﾘｱｽ王｢ｱｳﾚﾘｵ｣(~774年死去)
768年1月24日-08:00|中国/ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  ||唐･大暦3年|訶陵国の中国への朝貢が再開される(～870年)
768年3月-03:30|ｲﾗﾝ|  |||ｲﾗﾝ系豪族のﾊｰﾘﾄﾞがﾀﾊﾞﾘｽﾀｰﾝの太守に就任
768年3月21日-09:00|日本|福岡県糸島市|神護景雲2年2月28日|筑前国怡土城完成
768年3月23日-08:00|中国|  ||唐･大暦3年3月1日|朔､日食があった
768年7月30日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<廃位>対立ﾛｰﾏ教皇｢ｺﾝｽﾀﾝﾃｨﾇｽ2世｣
768年7月31日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>対立ﾛｰﾏ教皇｢ﾌｨﾘｯﾌﾟｽ｣
768年8月6日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<廃位>対立ﾛｰﾏ教皇｢ﾌｨﾘｯﾌﾟｽ｣
768年8月7日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>第95代ﾛｰﾏ教皇｢ｽﾃﾌｧﾇｽ4世｣(~7720114死去)
768年8月17日-09:00|韓国|  ||新羅･恵恭王4年7月|新羅､一吉ｻﾝ(7等官)大恭･阿ｻﾝ(6等官)大廉の兄弟の反乱/王
  都を33日間包囲するが王の軍隊が平定
768年8月17日-08:00|中国|  ||唐･大暦3年7月1日|瀘州刺史楊子琳がそむき､成都を陷すと､剣南節度留後の崔寛
  がこれを破り､成都を落とした
768年8月23日-08:00|中国|  ||唐･大暦3年7月7日|吐蕃が遣使して来朝した
768年9月23日-08:00|中国|  ||唐･大暦3年8月8日|吐蕃が霊州を寇した
768年9月24日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾌﾗﾝｸ王｢ﾍﾟﾊﾟﾝ3世(短身王)｣ｶﾛﾘﾝｸﾞ家(誕生714年)
768年9月28日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ﾍﾞﾙｷﾞｰ/ﾄﾞｲﾂ/ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<死去>ﾌﾗﾝｸ王(共同統治)｢ｶｰﾙﾏﾝ｣(ﾌﾞﾙｸﾞﾝﾃﾞｨｱ･ｱ
  ﾚﾏﾆｱ･南ｱｳｽﾄﾗｼｱ~771年),｢ｶｰﾙ大帝ｼｬﾙﾙﾏｰﾆｭ｣(ﾈｳｽﾄﾘｱ･ｱｷﾃｰﾇ･北ｱｳｽﾄﾗｼｱ→774年ﾗﾝｺﾞﾊﾞﾙﾄ王→800年皇帝~814年)
768年10月11日-08:00|中国|  ||唐･大暦3年8月26日|吐蕃がﾋﾝ州を寇した
768年10月12日-08:00|中国|  ||唐･大暦3年8月27日|ﾋﾝ寧節度使の馬ﾘﾝが吐蕃と戦い､これを破った
768年10月18日-09:00|日本|  ||神護景雲2年9月4日|<任命>鎮守府将軍｢石川名足｣(~不詳)
768年10月26日-08:00|中国|  ||唐･大暦3年9月12日|吐蕃が霊州を寇し､朔方の将の白元光がこれを破った
768年11月5日-08:00|中国|  ||唐･大暦3年9月22日|朔方の将の白元光が吐蕃をまた霊武で破った
768年12月22日-09:00|日本|奈良県奈良市|神護景雲2年11月9日|左大臣藤原永手が藤原氏の氏社として春日大社
  創建
769年-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ|  |||ｼﾝﾊﾗ王のｱｰｶﾞﾎﾞｰﾃﾞｨ4世が､ｱﾇﾗｰﾀﾞﾌﾟﾗからﾎﾟﾛﾝﾅﾙﾜに政府を移す
769年-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||<就任>ｱｯﾊﾞｰｽ朝ｴｼﾞﾌﾟﾄ第9代ｱﾐｰﾙ:ｱﾌﾞﾀﾞﾗ･ｲﾋﾞﾝ･ｱﾌﾞﾄﾞ･ｱﾙﾗｰﾏﾝ･ｲﾋﾞﾝ･ﾑｱｳｨﾔ･ｲﾋﾞﾝ･ﾌﾀﾞｲ
  ･ｱﾙﾂﾋﾋﾞ(~772)
769年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｲｰｽﾄｱﾝｸﾞﾘｱ王｢Beorna｣
769年2月2日-08:00|中国|  ||唐･大暦3年12月21日|涇原兵馬使の王童之が反乱を計画し､処刑された
769年2月11日-08:00|中国|  ||南詔･長寿1年|南詔の閣羅鳳が長寿(-779年)と改元
769年3月29日-09:00|日本|宮城県石巻市|神護景雲3年2月17日|陸奥国桃生城完成
769年7月3日-09:00|日本|  ||神護景雲3年5月25日|称徳天皇呪詛の罪により聖武天皇皇女不破内親王､厨真人厨
  女として京外追放/子の氷上志計志麻呂､土佐国に配流
769年7月7日-09:00|日本|  ||神護景雲3年5月29日|県犬養姉女､巫蠱の罪により犬部姉女に名を改められ､配流
769年7月16日-09:00|日本|宮城県|神護景雲3年6月9日|陸奥国に栗原郡が置かれる
769年9月17日-09:00|日本|  ||神護景雲3年8月14日|下総国猿嶋郡の正倉穀物六千四百余斛が焼失/次いで､入間
  郡出雲伊波比神の祟りにより郡の正倉や糒穀が焼失
769年10月27日-09:00|日本|  ||神護景雲3年9月25日|道鏡の皇位への野望を宇佐八幡の神託で退けた和氣清麻
  呂が､稱徳天皇の怒りを買い別部穢麻呂と名を改めさせられ大隈国に配流/姉･法均は別部広虫売と名を改めさ
  せられ備後国に配流
769年12月1日-09:00|日本|大阪府八尾市|神護景雲3年10月30日|河内国由義宮を西京とする
769年12月12日-08:00|中国|  ||唐･大暦4年11月11日|吐蕃が霊州を寇し､朔方軍節度留後の常謙光がこれを破っ
  た
769年12月14日-09:00|日本/韓国|  ||新羅･恵恭王5年11月12日|新羅使来朝
770年-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  |||<即位>ﾁｬﾝﾊﾟ王｢ｻﾃｨﾔｳﾞｧﾙﾏﾝ｣(~787年)
770年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ｲﾝﾄﾞ､ｴﾛｰﾗのｶｲﾗｻﾅｰﾀ寺院開掘
770年-01:00|ｱﾙﾊﾞﾆｱ|  |||<即位>ﾐﾌﾗﾆｰ朝(ｱﾙﾊﾞﾆｱ)大公｢Gagikh｣(~790年)
770年 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ上王｢ﾄﾞﾝﾁｬﾄﾞ･ﾏｯｸ･ﾄﾞﾑﾈｲﾙ｣(~7970206没)
770年 00:00|ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ|  |||このころ､ﾉﾙﾏﾝ人ｳﾞｧｲｷﾝｸﾞがｱｲｽﾗﾝﾄﾞへ移住
770年2月1日-09:00|日本|京都府京都市左京区|神護景雲4年|鑑真の高弟鑑禎が毘沙門天を祀って鞍馬寺創建<鞍
  馬弘教総本山>
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770年2月1日-09:00|日本|和歌山県和歌山市|神護景雲4年|唐僧･為光上人によって紀三井寺創建<救世観音宗総
  本山>
770年2月1日-08:00|中国|  ||唐･大暦5年|杜甫が放浪の旅先の湖南省湘江の舟の中で病気のため死去/58歳(誕
  生:0712)｡唐･詩人
770年2月1日-08:00|中国/日本|  ||神護景雲4年1月|<死去>阿倍仲麻呂(73歳)遣唐留学生/玄宗皇帝に重用され
  長安で没
770年5月25日-09:00|日本|  ||神護景雲4年4月26日|<完成>百万塔陀羅尼(世界最古の印刷物)
770年6月15日-08:00|中国|  ||唐･大暦5年5月18日|彗星が北方に出現
770年8月25日-09:00|韓国/朝鮮|  ||新羅･恵恭王6年8月|金融の反乱
770年8月28日-09:00|日本|  ||神護景雲4年8月4日|<死去>第48代｢称徳天皇｣(46代孝謙天皇)/53歳(誕生:養老2(
  718))女帝
770年9月14日-09:00|日本|栃木県下野市|神護景雲4年8月21日|道鏡が失脚し下野･薬師寺別当に配流
770年9月15日-09:00|日本|高知県|神護景雲4年8月22日|弓削清人らを土佐国に配流
770年9月26日-09:00|日本|  ||神護景雲4年9月3日|令外官が多い為､要司を除き廃止
770年9月29日-09:00|日本|  ||神護景雲4年9月6日|大隅国へ配流されていた和氣清麻呂が道鏡失脚に伴い都に
  召還
770年10月9日-09:00|日本|  ||神護景雲4年9月16日|<任命>鎮守府将軍｢坂上苅田麻呂｣(~不詳)
770年10月23日-09:00|日本|  ||宝亀1年10月1日|<即位>第49代｢光仁天皇｣天智天皇の孫･白壁王(~07810403)
770年10月23日-09:00|日本|  ||宝亀1年10月1日|｢寶亀｣に改元
771年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｳﾞｪﾙﾏﾝﾄﾞﾜ伯｢Fulrad｣⇒｢Guntard｣(~833年)
771年3月21日-08:00|中国|  ||唐･大暦6年3月|王ｵｳが梁崇牽を破り､容州を落とした
771年4月2日-09:00|日本|  ||宝亀2年3月13日|藤原良継が内臣に就任
771年4月20日-09:00|日本|  ||宝亀2年閏3月1日|<任命>鎮守府将軍｢佐伯美濃｣(~不詳)
771年6月9日-08:00|中国|  ||唐･大暦6年4月22日|王ｵｳが藍田の西原の地を陥落させた
771年7月9日-09:00|日本|大分県速見郡|宝亀2年5月23日|豊後速見郡敵見で山崩れ/川を堰止め､十余日後に決壊
  /百姓47人が漂没し家43区が埋没
771年8月12日-09:00|日本/中国/朝鮮|  ||宝亀2年6月27日|渤海使､出羽国の賊地野代湊に着く
771年12月4日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ﾍﾞﾙｷﾞｰ/ﾄﾞｲﾂ/ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<死去>ﾌﾗﾝｸ共同統治王ｶｰﾙﾏﾝ死去→ｶｰﾙ大帝の単
  独統治
771年12月7日-09:00|日本|  ||宝亀2年10月27日|武蔵国は東山道より東海道に属する
771年12月11日-09:00|日本|  ||宝亀2年11月|西南に星隕
772年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>東ﾁｬｰﾙｷﾔ朝君主｢Vishnuvardhana4世｣(~808年)
772年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<死去>ﾊﾞﾊﾞﾝﾄﾞ朝太守｢Surkhab2世｣
772年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ﾊﾞﾊﾞﾝﾄﾞ朝太守｢Sharwin1世｣(~817年死去)
772年-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||<就任>ｱｯﾊﾞｰｽ朝ｴｼﾞﾌﾟﾄ第10代ｱﾐｰﾙ:ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ｲﾋﾞﾝ･ｱﾌﾞﾄﾞ･ｱﾙﾗｰﾏﾝ･ｲﾋﾞﾝ･ﾑｱｳｨﾔ･ｲﾋﾞﾝ･ﾌﾀﾞ
  ｲ･ｱﾙﾂﾋﾋﾞ(~772死去)→同年<就任>第11代ｱﾐｰﾙ:ﾑｻ･ｲﾋﾞﾝ･ｱﾘ･ｲﾋﾞﾝ･ﾗﾊﾞｰ･ｱﾙﾗﾌﾐ(~778)
772年-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ﾄﾞｲﾂ|  |||ﾌﾗﾝｸ王国のｶｰﾙ大帝がｻﾞｸｾﾝに遠征し､ｻﾞｸｾﾝ人の聖地ｲﾙﾐﾝｽﾙを破壊
772年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｻｾｯｸｽをﾏｰｼｱが併合.公爵の知事として王朝継続(~825年)
772年1月14日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<死去>第95代ﾛｰﾏ教皇｢ｽﾃﾌｧﾇｽ4世｣
772年2月1日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>第97代ﾛｰﾏ教皇｢ﾊﾄﾞﾘｱﾇｽ1世｣(~07951226死去)
772年3月9日-09:00|日本|  ||宝亀3年2月|内賢省を廃止
772年4月9日-09:00|日本|  ||宝亀3年3月2日|藤原百川の密告により､巫蠱厭魅大逆の罪で光仁天皇皇后井上内
  親王､廃后/粟田広上･安都堅石女､遠流
772年5月13日-09:00|日本|栃木県下野市|宝亀3年4月7日|道鏡/下野で没
772年6月12日-09:00|日本|  ||宝亀3年5月7日|藤原浜成､｢歌経標式(浜成式)｣撰上
772年7月5日-09:00|日本|  ||宝亀3年6月|京師に隕石
772年7月5日-09:00|日本|  ||宝亀3年6月1日|日蝕
772年8月12日-09:00|日本|  ||宝亀3年7月9日|<死去>衣縫内親王(父:天智天皇皇子施基親王)
772年10月31日-09:00|日本|  ||宝亀3年10月|朝廷が墾田永年私財法を撤廃し､寺院以外の開墾の禁を解除
773年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾎﾟｲｽ王｢Brochfael ap Elisedd｣
773年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ﾎﾟｲｽ王｢Cadell ap Brochfael｣(~808年死去)
773年1月10日-09:00|日本|  ||宝亀3年12月13日|星が雨のように降る
773年1月20日-09:00|日本|  ||宝亀3年12月23日|彗星が南に現れる
773年3月3日-09:00|日本|栃木県|宝亀4年2月6日|下野国で火災があり､正倉14宇､穀糒23,400斛が焼失
773年3月24日-09:00|日本|奈良県奈良市|宝亀4年2月27日|楊梅宮､完成/高麗福信が造営を指揮
773年4月10日-09:00|日本|  ||宝亀4年3月14日|穀物騰貴のため常平法を定める
773年5月26日-09:00|日本|  ||宝亀4年5月|南北に各一つずつ星隕あり
773年6月25日-09:00|日本|  ||宝亀4年6月1日|日蝕
773年7月6日-09:00|日本/朝鮮/中国|  ||宝亀4年6月12日|渤海使､能登国に漂着/24日､渤海使の非礼により却還
773年8月13日-09:00|日本|  ||宝亀4年7月21日|<任命>鎮守府将軍｢大伴駿河麻呂｣(~7760726(宝亀7年7月7日))
773年9月7日-08:00|中国|  ||唐･大暦8年8月16日|吐蕃が霊州を寇し､郭子儀が七級渠でこれを破った
773年9月30日-08:00|中国|  ||唐･大暦8年9月10日|循州刺史の哥舒晃がそむき､嶺南節度使の呂崇賁を殺した
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773年11月3日-09:00|日本|  ||宝亀4年10月14日|<死去>難波内親王(父:天智天皇皇子施基親王､光仁天皇同母姉
  )
773年11月7日-08:00|中国|  ||唐･大暦8年10月18日|吐蕃､ｹｲ州､ﾋﾝ州に侵入
773年11月8日-09:00|日本|奈良県五條市|宝亀4年10月19日|難波内親王を呪詛し殺害した巫蠱･厭魅の罪で､井上
  内親王と連座した他戸親王は庶人に落とされ､大和国宇智郡の没官の邸に幽閉された
773年11月13日-08:00|中国|  ||唐･大暦8年10月24日|朔方兵馬使の渾ｼﾝが吐蕃と宜禄で戦い､敗れた/涇原節度
  使の馬ﾘﾝが吐蕃と潘原で戦い破った
774年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ﾍﾞﾄﾅﾑ|  |||ｼｬｲﾚｰﾝﾄﾞﾗ朝(中部ｼﾞｬﾜ)はﾁｬﾝﾊﾟｰを襲撃､ｼｳﾞｧ神殿を掠奪
774年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾊﾟｰﾗ朝国王｢ﾀﾞﾙﾏﾊﾟｰﾗ｣(~806年)
774年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾗｰｼｭﾄﾗｸｰﾀ朝国王｢ｺﾞｰｳﾞｨﾝﾀﾞ2世｣(~780年)
774年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ｱｽﾄｩﾘｱｽ王｢ｱｳﾚﾘｵ｣
774年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ﾌﾘｳｰﾘ領主｢ﾌﾛﾄﾞｶﾞｳﾄﾞ｣(~776年)
774年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ｱｽﾄｩﾘｱｽ王｢ｼﾛ｣ｱﾙﾌｫﾝｿ1世の娘で自身の妻であるｱﾄﾞｼﾝﾀﾞを介して王位を継承(~7
  83年死去)首都をﾌﾟﾗﾋﾞｱに移転
774年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｽﾎﾟﾚｰﾄ公｢ﾋﾙﾃﾞﾌﾟﾗﾝﾄﾞ｣(~789年)
774年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾀﾞﾙﾏﾁｱはﾌﾗﾝｸ王国領化
774年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｸﾞｳｪﾝﾄ王｢Athrwys ap Ffernfael｣(~810年)
774年2月16日-08:00|中国|  ||渤海･宝暦1年|渤海の大欽茂が宝暦に改元
774年3月18日-08:00|中国|  ||唐･大暦9年2月2日|徐州の兵が乱を起こし､その刺史の梁乗を追放
774年4月 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ﾉｰｻﾞﾝﾌﾞﾘｱ王｢Athelraed Athelwaldes sunu(Athelred1世)｣(1期目~779.2廃
  位)
774年4月 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<廃位>ﾉｰｻﾞﾝﾌﾞﾘｱ王｢Ealhraed Eanwines sunu｣追放
774年4月19日-09:00|日本/韓国|  ||新羅･恵恭王10年3月4日|新羅使､藤原清河の書を持参し大宰府に到着する
  も非礼あって放還/5月17日､大宰府に命じ放還させる
774年6月5日-01:00|ｲﾀﾘｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｲﾀﾘｱ王･ﾗﾝｺﾞﾊﾞﾙﾄﾞ王｢ﾃﾞｼﾞﾃﾞｰﾘｵ｣ﾌﾗﾝｸ王ｶﾙﾛ･ﾏｰﾆｮの遠征軍に滅ぼさ
  れた
774年7月10日-01:00|ｲﾀﾘｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ｲﾀﾘｱ王･ﾗﾝｺﾞﾊﾞﾙﾄﾞ王｢ｶﾙﾛ1世ﾏｸﾞﾇｽ｣(~07810415)､代行｢ﾍﾞﾈﾍﾞﾝﾄ公ｱﾘ
  ﾁｽ｣(~07810415)
774年9月5日-09:00|日本|宮城県石巻市|宝亀5年7月25日|朝廷が陸奥国桃生郡に築いた城柵である桃生城を反乱
  を起こした海道蝦夷が襲撃/戦闘状態が続く
774年10月10日-09:00|日本|宮城県|宝亀5年9月頃|鎮守大将軍大伴駿河麻呂が海道蝦夷の拠点のひとつである陸
  奥国遠山村を征圧
774年11月12日-09:00|日本|  ||宝亀5年10月4日|鎮守将軍大伴駿河麻呂､蝦夷平定
775年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>古ﾏﾀﾗﾑ王国国王｢ﾗｶｲ･ﾊﾟﾇﾝｶﾞﾗﾝ｣(~800年)
775年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ｼｬｲﾚﾝﾄﾞﾗ朝国王｢ﾀﾞﾗﾆﾝﾄﾞﾗ｣(~800年)
775年-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||<再任>ｲﾍﾞﾘｱ公｢ﾈﾙｽ｣(~779年)
775年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾋﾟｸﾄ王｢Cinaedh mac Feradaigh(Kenneth2世)｣
775年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ﾋﾟｸﾄ王｢Ailpin mac Feradaigh(Alpin2世)｣(~780年死去)
775年1月27日-09:00|日本|  ||宝亀5年12月22日|<死去>円方女王(父:長屋王､母:藤原長娥子､第15代伊勢斎王)
775年2月7日-08:00|中国|  ||唐･大暦10年1月3日|昭義軍兵馬使の裴志清がその節度使の薛ｶﾞｸを追放し､叛いて
  田承嗣についた
775年2月18日-08:00|中国|  ||唐･大暦10年1月14日|田承嗣がそむいた
775年2月25日-08:00|中国|  ||唐･大暦10年1月21日|剣南西川節度使の崔寧が吐蕃と西山で戦い､これを破った
775年3月7日-08:00|中国|  ||唐･大暦10年2月2日|田承嗣が衛州を陥落させ､刺史の薛雄がここに死んだ/また孫
  知古に迫って磁州､相州を降した
775年3月18日-08:00|中国|  ||唐･大暦10年2月13日|河陽軍で乱が起こり､三城使の常休明を追放
775年4月5日-08:00|中国|  ||唐･大暦10年3月1日|陜州軍で乱が起こり､その観察使の李国清を追放
775年5月30日-09:00|日本|  ||宝亀6年4月27日|井上内親王･他戸親王母子が幽閉先で急死(同じ日に二人が亡く
  なるという不自然な死には暗殺説も根強い).これによって天武天皇の皇統は完全に絶えた
775年6月5日-08:00|中国|  ||唐･大暦10年5月3日|魏博の将の霍栄国が磁州をもって降った
775年6月21日-08:00|中国|  ||唐･大暦10年5月19日|李宝臣が徳州を攻めてこれを攻略
775年7月3日-09:00|韓国/朝鮮|  ||新羅･恵恭王11年6月|金隠居の反乱
775年7月11日-08:00|中国|  ||唐･大暦10年6月9日|田承嗣は裴志清をやって冀州を攻めたが裴志清は李宝臣に
  降ってしまった
775年7月14日-08:00|中国|  ||唐･大暦10年6月12日|田承嗣は自ら冀州を攻めて囲んだが張孝忠がやってくるこ
  とを知ると輜重を焼き捨てて退却
775年8月31日-09:00|韓国/朝鮮|  ||新羅･恵恭王11年8月|廉相､侍中の正門が反乱を企てたことが発覚して誅滅
  された
775年9月14日-02:00|ﾄﾙｺ/ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ|  |||<死去>東ﾛｰﾏ帝国(ｲｻｳﾘｱ朝)皇帝｢ｺﾝｽﾀﾝﾃｨﾉｽ5世ｺﾌﾟﾛﾆｭﾓｽ｣/57歳(誕生71
  9年)
775年9月14日-02:00|ﾄﾙｺ/ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ|  |||<即位>東ﾛｰﾏ帝国(ｲｻｳﾘｱ朝)皇帝｢ﾚｵｰﾝ4世ﾊｻﾞﾛｽ｣ｺﾝｽﾀﾝﾃｨﾉｽ5世とｲﾚｰﾈｰ
  の子(~07800908死去)
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775年9月21日-09:00|日本|  ||宝亀6年8月22日|<宝亀6年東海風水害>伊勢､尾張､美濃三国が暴風雨に襲われ､木
  曽川水系が大洪水になり､百姓(農民)300余人､馬や牛が1000頭余が流された/国分寺(諸国を鎮護する国立の寺
  )ならびにその他の寺でらの堂塔19か所が崩壊
775年10月6日-03:00|ｲﾗｸ|  |||<死去>ﾊﾞｸﾞﾀﾞｰﾄﾞ･ｱｯﾊﾞｰｽ朝第2代ｶﾘﾌ｢ﾏﾝｽｰﾙ｣病死
775年10月6日-03:00|ｲﾗｸ|  |||<即位>ﾊﾞｸﾞﾀﾞｰﾄﾞ･ｱｯﾊﾞｰｽ朝第3代ｶﾘﾌ｢ﾏﾌﾃﾞｨｰ｣(~07850724死去)
775年10月20日-08:00|中国|  ||唐･大暦10年9月21日|吐蕃が臨涇を寇した
775年10月21日-08:00|中国|  ||唐･大暦10年9月22日|吐蕃が隴州を寇した
775年10月24日-08:00|中国|  ||唐･大暦10年9月25日|鳳翔節度使の李抱玉が義寧で吐蕃軍を破った
775年10月25日-08:00|中国|  ||唐･大暦10年9月26日|馬ﾘﾝがまた百里城で吐蕃軍を破った
775年10月29日-08:00|中国/日本|  ||宝亀6年;唐･大暦10年10月1日|朔､日食があった
775年10月30日-09:00|日本|  ||宝亀6年10月2日|<死去>吉備真備(83､学者･政治家)
775年11月1日-08:00|中国|  ||唐･大暦10年10月4日|昭義軍節度使の李承昭が田承嗣と清水で戦い､これを破っ
  た
775年11月10日-09:00|日本|  ||宝亀6年10月13日|初めて天長節を行う
775年12月4日-08:00|中国|  ||唐･大暦10年11月7日|田承嗣の将の呉希光が瀛州をもって降った
775年12月14日-08:00|中国|  ||唐･大暦10年11月17日|嶺南節度使の路嗣恭が廣州を落とし叛乱した哥舒晃が処
  刑された
775年12月27日-08:00|中国|  ||唐･大暦10年12月|ｳｲｸﾞﾙ軍千騎が夏州に威嚇攻撃し梁栄宗が烏水にてこれを破
  った/郭子儀もまた三千騎でこれを追うとｳｲｸﾞﾙ兵は遁走
776年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||ﾑｶﾝﾅｰが隠れﾒｼｱとしてのｱﾌﾞｰ･ﾑｽﾘﾑの再臨を説いてﾎﾗｰｻｰﾝに反乱(～783)
776年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾌﾘｳｰﾘ公｢ﾏﾙｶﾘｳｽ｣(~787年)
776年-01:00|ｱﾙｼﾞｪﾘｱ|  |||<即位>ﾙｽﾀﾑ朝ｲﾏｰﾑ｢ｱﾌﾞﾄﾞｩｯﾗﾌﾏｰﾝ･ｲﾌﾞﾝ･ﾙｽﾀﾑ｣建国(~788年)
776年1月24日-09:00|日本|  ||宝亀7年|出羽国の蝦夷反乱し下総･下野･常陸などの騎兵を発してこれを討つ
776年1月24日-09:00|日本|  ||宝亀7年|陸奥国､軍士2万人を発して山海二道のｴﾐｼを攻める｡胆沢のｴﾐｼを討つ
776年1月26日-08:00|中国|  ||唐･大暦11年1月3日|田承嗣が降った
776年2月16日-08:00|中国|  ||唐･大暦11年1月24日|唐･剣南節度使･崔寧､突厥､吐谷渾などの軍20万を破る
776年4月21日-09:00|日本|  ||宝亀7年4月1日|日蝕
776年5月20日-08:00|中国|  ||唐･大暦11年5月|李霊耀がそむき､濮州刺史の孟鑒を殺した
776年5月21日-09:00|日本|  ||宝亀7年5月2日|出羽国志波村で賊が反逆したため応戦したが官軍が不利となり､
  下野国ほか下総､常陸等から発した国騎兵がこれを征伐
776年7月24日-08:00|中国|  ||唐･大暦11年7月7日|田承嗣が滑州を寇し､永平軍節度使の李勉を攻撃してこれを
  破った
776年10月27日-08:00|中国|  ||唐･大暦11年9月13日|淮西節度使の李忠臣と河陽三城使の馬燧が李霊耀と鄭州
  で戦い､敗れた
776年11月16日-08:00|中国|  ||唐･大暦11年10月3日|李忠臣と馬燧が李霊耀と中牟で戦い､これを破った
776年11月23日-08:00|中国|  ||唐･大暦11年10月10日|李忠臣はまた西梁固で李霊耀を破った
776年12月3日-08:00|中国|  ||唐･大暦11年10月20日|淮南節度使の陳少遊が李霊耀とﾍﾞﾝ州で戦い､これを破っ
  た
776年12月7日-08:00|中国|  ||唐･大暦11年10月24日|田承嗣が兵をもって李霊耀を救援し､李忠臣が匡城でこれ
  を破った
776年12月15日-08:00|中国|  ||唐･大暦11年11月2日|李忠臣は李霊耀を捕らえて処刑
777年-02:00|ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ|  |||<死去>ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ帝国ﾊﾝ｢ﾃﾚﾘｸﾞ｣
777年-02:00|ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ|  |||<即位>ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ帝国ﾊﾝ｢ｶﾙﾀﾞﾑ｣(~796年)
777年1月8日-09:00|日本|岩手県|宝亀7年11月26日|陸奥国の軍で胆沢の賊を討つ
777年2月2日-09:00|日本/朝鮮/中国|  ||宝亀7年12月22日|渤海使来朝
777年4月12日-09:00|日本|  ||宝亀8年2月30日|日蝕あり
777年5月27日-08:00|中国|  ||唐･大暦12年4月16日|吐蕃が黎･雅の二州を寇し､崔寧がこれを破った
777年6月2日-09:00|日本/中国|  ||宝亀8年4月22日|小野石根を唐に派遣(第11回遣唐使)
777年7月2日-09:00|日本/中国/朝鮮|  ||宝亀8年5月23日|高麗殿継､遣渤海使に任じられる/翌年9月､帰国
777年10月23日-09:00|日本|  ||宝亀8年9月18日|<死去>内大臣藤原良継(62)
777年10月27日-08:00|中国|  ||唐･大暦12年9月22日|吐蕃が坊州を寇した
777年12月8日-08:00|中国|  ||唐･大暦12年11月4日|山南西道節度使の張献恭が吐蕃と岷州で戦い､これを破っ
  た
778年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<建国>ﾗｸ国家ｶｼﾞ=ｸﾑｸ
778年-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||<就任>ｱｯﾊﾞｰｽ朝ｴｼﾞﾌﾟﾄ第12代ｱﾐｰﾙ:ｲｻ･ｲﾋﾞﾝ･ﾙｸﾏﾝ(~779解任)
778年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｵｰﾍﾞﾙﾆｭ伯｢Icterius｣
778年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾄｩｰﾙｰｽﾞ伯｢ﾄｰｿﾝ｣(~790年,ｼｬﾙﾙﾏｰﾆｭにより廃位)
778年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾊﾟﾘ伯｢ｴﾃｨｴﾝﾇ｣(~811年)
778年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾀﾞﾙﾘｱﾀ王｢Aedh find mac Eochadha｣
778年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ﾀﾞﾙﾘｱﾀ王｢Ferghus mac Eochadha｣(~781年死去)
778年1月4日-09:00|日本|  ||宝亀8年12月|<任命>鎮守府将軍｢紀広純｣(~不詳)
778年1月12日-08:00|中国|  ||唐･大暦12年12月10日|崔寧が吐蕃と西山で戦い､これを破った
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778年1月17日-09:00|日本|岩手県|宝亀8年12月14日|出羽国軍､蝦夷志波村の賊徒に敗退
778年1月29日-09:00|日本|  ||宝亀8年12月26日|出羽国の蝦夷叛乱/官軍利なく器仗損失
778年2月22日-08:00|中国|  ||唐･大暦13年1月21日|回ｺﾂが并州を寇した
778年2月27日-08:00|中国|  ||唐･大暦13年1月26日|河東節度留後の鮑防が回ｺﾂと陽曲で戦い､敗れた
778年3月6日-08:00|中国|  ||唐･大暦13年2月3日|代州刺史の張光晟が回ｺﾂと羊虎谷で戦い､これを破った
778年4月4日-09:00|日本|  ||宝亀9年3月3日|藤原魚名が内臣に就任
778年5月29日-08:00|中国|  ||唐･大暦13年4月28日|吐蕃が霊州を寇し､常謙光がこれを破った
778年6月26日-09:00|日本|  ||宝亀9年5月27日|<死去>坂合部内親王(父:天智天皇皇子施基親王､光仁天皇異母
  姉)
778年8月-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ｶｰﾙ大帝がｲｽﾊﾟﾆｱへ遠征し､ｻﾗｺﾞｻを攻撃
778年8月15日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾅﾝﾄ伯｢Roland｣
778年8月27日-09:00|日本|  ||宝亀9年8月1日|日蝕
778年12月1日-09:00|日本|  ||宝亀9年11月8日|遣唐使船第一船､難破/遣唐副使小野石根及び唐使ら溺死
779年-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||<再任>ｲﾍﾞﾘｱ公｢ｽﾃﾌｧﾝ3世｣(~786年)
779年-03:00|ｲﾗｸ/ﾄﾙｺ|  |||ｱｯﾊﾞｰｽ朝ﾊｰﾙｰﾝがﾋﾞｻﾞﾝﾃｨﾝへ遠征
779年-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||<就任>ｱｯﾊﾞｰｽ朝ｴｼﾞﾌﾟﾄ第13代ｱﾐｰﾙ:ｳﾞｧﾃﾞｨｰ(~779解任)→同年<就任>第14代ｱﾐｰﾙ:ﾏﾝｻｰ
  ･ｲﾋﾞﾝ･ﾔｼﾞﾄﾞ･ｲﾋﾞﾝ･ﾏﾝｽｰﾙ(~779解任)→<就任>第15代ｱﾐｰﾙ:ﾔｰﾔ･ｲﾋﾞﾝ･ｻｲｰﾄﾞ･ｱﾙﾊﾗｼ(~780解任)
779年-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ﾄﾞｲﾂ|  |||ｶｰﾙ大帝がｻﾞｸｾﾝ人の反乱を鎮圧
779年1月22日-08:00|中国|  ||唐･大暦14年|<死去>回鶻可汗国第3代可汗｢牟羽可汗･英義建功可汗(移地健)ﾃﾝｸﾞ
  ﾘﾃﾞ･ｸﾄ･ﾎﾞﾙﾐｼｭ･ｲﾙ･ﾄｩﾄﾐｼｭ･ｱﾙﾌﾟ･ｷｭﾘｭｸﾞ･ﾋﾞﾙｹﾞ･ｶｶﾞﾝ｣宰相の頓莫賀達干(ﾄﾝ･ﾊﾞｶﾞ･ﾀﾙｶﾝ)によりその近親者およ
  び九姓胡(ｿｸﾞﾄﾞ人)ら2千人とともに殺害
779年1月22日-08:00|中国|  ||唐･大暦14年|<即位>回鶻可汗国第4代可汗｢武義成功可汗･長寿天親可汗(頓莫賀
  達干)ｱﾙﾌﾟ･ｸﾄｩﾙｸﾞ･ﾋﾞﾙｹﾞ･ｶｶﾞﾝ｣(~貞元5年(789年)12月)
779年1月26日-09:00|日本/中国/朝鮮|  ||宝亀10年1月5日|渤海使朝貢
779年2月 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ﾉｰｻﾞﾝﾌﾞﾘｱ王｢Alfwald Oswulfes sunu(Alfwald1世)｣(~07880923殺害される)
779年2月 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<廃位>ﾉｰｻﾞﾝﾌﾞﾘｱ王｢Athelraed Athelwaldes sunu(Athelred1世)｣
779年2月28日-09:00|日本|  ||宝亀10年2月8日|淡海三船｢唐大和上東征伝｣(鑑真和上の伝記)撰上
779年3月5日-09:00|日本/韓国|  ||宝亀10年2月13日|下道長人､遣新羅使に任じられる
779年4月21日-09:00|日本/中国|  ||唐･大暦14年4月|唐使孫興進､入京
779年5月21日-09:00|日本/中国|  ||宝亀10年5月|第15次遣唐使派遣/布勢清直､甘南備清野
779年6月10日-08:00|中国|  ||唐･大暦14年5月21日|<死去>唐第11代皇帝｢代宗李豫｣紫宸の内殿にて
779年6月12日-08:00|中国|  ||唐･大暦14年5月23日|<即位>唐第12代皇帝｢徳宗李ﾖ｣(~貞元21年1月23日(805年2
  月25日)死去)
779年8月16日-08:00|中国|  ||唐･大暦14年7月1日|朔､日食があった
779年9月15日-09:00|日本/韓国|  ||宝亀10年8月|遣新羅使(交流のため)
779年9月15日-08:00|中国|  ||南詔･長寿11年8月|<死去>南詔王｢閣羅鳳｣
779年9月15日-08:00|中国|  ||南詔･長寿11年8月|<即位>南詔王｢異牟尋｣(~808年)
779年10月15日-09:00|日本/中国/朝鮮|  ||宝亀10年9月|鉄利人(渤海と対立していたﾂﾝｸﾞｰｽ系部族)と合わせて
  359人の渤海使が出羽国に到着来朝/進表などの無礼を責める
779年11月13日-08:00|中国|  ||唐･大暦14年10月1日|吐蕃と雲南蛮が黎･茂･文･扶四州を寇し､鳳翔節度使の朱
  泚と金吾衛大将軍の曲環が七盤城でこれを破った
780年-07:00|ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ|  |||<即位>ﾁｪﾝﾗ王｢ﾏﾋﾊﾟﾃｨｳﾞｧﾙﾏﾝ｣(~788年)
780年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾌﾟﾗﾃｨｰﾊｰﾗ朝国王｢ｳﾞｧｯﾂｧﾗｰｼﾞｬ｣(~800年)
780年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾗｰｼｭﾄﾗｸｰﾀ朝国王｢ﾄﾞｩﾙｳﾞｧ｣(~793年死去)
780年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾗｰｼｭﾄﾗｸｰﾀ朝国王ﾄﾞｩﾙｳﾞｧ(~793年)
780年-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||<即位>ｱﾌﾞﾊｼﾞｱ王｢ﾚｵﾝ2世｣建国(~828年)
780年-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||<就任>ｱｯﾊﾞｰｽ朝ｴｼﾞﾌﾟﾄ第16代ｱﾐｰﾙ:ｻﾘﾑ･ｲﾋﾞﾝ･ｻﾜﾀﾞ･ｱﾙﾀﾐﾐ(~781解任)
780年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾋﾟｸﾄ王｢Ailpin mac Feradaigh(Alpin2世)｣
780年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｽﾄﾗｽｸﾗｲﾄﾞ王｢Riderch｣(~800年)
780年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ﾋﾟｸﾄ王｢Talorcan mac Oenghusa(Talorgan2世)｣(~782年死去)
780年2月10日-08:00|中国|  ||唐･大暦14年12月30日|晦､日食があった
780年2月11日-08:00|中国|  ||南詔･見龍1年|南詔の異牟尋が見龍(-783年)と改元
780年2月11日-09:00|日本|  ||宝亀11年1月頃|蝦夷の賊が北方より大崎平野に侵入して百姓に危害を加える事
  件が起こった
780年2月11日-08:00|中国|  ||唐･建中1年1月1日|唐･徳宗が建中(-783年12月)と改元
780年2月15日-09:00|日本/中国|  ||新羅･恵恭王16年1月5日|新羅使朝貢/新羅国内が内戦状態の為入朝出来な
  かった旨を伝える
780年2月24日-09:00|日本|奈良県奈良市|宝亀11年1月14日|落雷で新薬師寺西塔･葛城寺塔･金堂焼失
780年3月11日-09:00|韓国/朝鮮|  ||新羅･恵恭王16年2月|志貞が反乱を起こし宮中を包囲
780年3月11日-08:00|中国|  ||唐･建中1年2月1日|唐･徳宗が､宰相楊炎の進言によりこれまでの租庸調制に代る
  新しい税制として両税法を施行
780年5月1日-09:00|日本|宮城県栗原市|宝亀11年3月22日|陸奥国にて伊治公呰麻呂叛乱/伊治城にて道島大楯･
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  按察使紀広純を殺害/30年に及ぶ蝦夷との戦いの幕開け
780年5月9日-09:00|韓国|  ||新羅･恵恭王16年4月|<死去>新羅王｢恵恭王｣宣徳王に殺される
780年5月9日-09:00|韓国|  ||新羅･宣徳王1年4月|<即位>新羅王｢宣徳王｣(~785年死去)
780年5月9日-09:00|韓国|  ||新羅･恵恭王16年4月|上大等の金良相が金敬信とともに挙兵し志貞を滅ぼす
780年5月9日-08:00|中国|  ||唐･建中1年4月1日|四鎮･北庭行軍別駕の劉文喜が涇州でそむき､処刑された
780年9月8日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<死去>東ﾛｰﾏ帝国(ｲｻｳﾘｱ朝)皇帝｢ﾚｵｰﾝ4世ﾊｻﾞﾛｽ｣
780年9月8日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>東ﾛｰﾏ帝国(ｲｻｳﾘｱ朝)皇帝｢ｺﾝｽﾀﾝﾃｨﾉｽ6世｣ﾚｵｰﾝ4世とｴｲﾚｰﾈｰの子(~7970419)1
  1歳という幼少であったため､母が摂政となって政治を取り仕切った(~797年)
780年9月20日-09:00|日本|  ||宝亀11年8月18日|鉄甲を止め､革甲に替える
781年-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ|  |||<死去>ｱﾇﾗｰﾀﾞﾌﾟﾗ王国国王｢Aggabodhi6世｣
781年-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ|  |||<即位>ｱﾇﾗｰﾀﾞﾌﾟﾗ王国国王｢Aggabodhi7世｣Mahindaの息子(~787年死去)
781年-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||<就任>ｱｯﾊﾞｰｽ朝ｴｼﾞﾌﾟﾄ第17代ｱﾐｰﾙ:ｲﾌﾞﾗﾋﾑ･ｲﾋﾞﾝ･ｻﾘｰ･ｲﾋﾞﾝ･ｱﾌﾞﾀﾞﾗ･ｲﾋﾞﾝ･ｱﾙｱｯﾊﾞｰｽ(~7
  84解任)
781年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ｱｷﾃｰﾇ王(ｶﾛﾘﾝｸﾞ朝)｢ﾙｲ1世｣ﾌﾗﾝｸ王､ﾛｰﾏ皇帝(~814年)
781年-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ﾄﾞｲﾂ|  |||ｶｰﾙ大帝がｱｰﾍﾝに図書館を設置(ｶﾛﾘﾝｸﾞ･ﾙﾈｯｻﾝｽ)
781年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾀﾞﾙﾘｱﾀ王｢Fergus mac Echdach｣
781年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ﾀﾞﾙﾘｱﾀ王｢Selbach mac Eoghain｣(~805年死去)
781年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾀﾞﾙﾘｱﾀをﾋﾟｸﾄが統治
781年1月30日-09:00|日本|  ||天応1年1月1日|天應に改元
781年2月6日-08:00|中国|  ||唐･建中2年1月9日|魏博節度使の田悅がそむく
781年3月16日-09:00|日本|  ||天応1年2月17日|<死去>光仁天皇皇女能登内親王没(49/母:夫人和新笠､同母弟:
  桓武天皇･崇道天皇､夫:市原王)所生の五百枝王･五百井女王に二世王の処遇を与える
781年3月25日-08:00|中国|  ||唐･建中2年2月26日|振武軍で乱がおこり､その使の彭令芳および監軍の劉恵光を
  殺した
781年3月27日-08:00|中国|  ||唐･建中2年2月28日|山南東道節度使の梁崇義がそむいた
781年4月15日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｲﾀﾘｱ･ﾗﾝｺﾞﾊﾞﾙﾄﾞ摂政｢ｱﾀﾞﾙﾊﾙﾄ･ﾄﾞ･ｺﾙﾋﾞｰ｣(~791年)
781年4月15日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｲﾀﾘｱ王･ﾗﾝｺﾞﾊﾞﾙﾄﾞ王｢ﾋﾟﾋﾟﾝ1世｣ｶﾙﾛ･ﾏｰﾆｮの次男/領土分与される(~08100
  708死去)
781年4月30日-09:00|日本|  ||天応1年4月3日|<退位>第49代｢光仁天皇｣病気のため/山部親王が践祚
781年5月12日-09:00|日本|  ||天応1年4月15日|<即位>第50代｢桓武天皇｣山部親王(~08060317)
781年6月13日-09:00|日本|  ||天応1年5月17日|皇太夫人和新笠の為に中宮職を設置
781年6月26日-09:00|日本|  ||天応1年6月|第15次遣唐使帰国
781年7月20日-09:00|日本|  ||天応1年6月25日|土師古人らに菅原姓を賜姓
781年7月31日-09:00|日本|  ||天応1年7月6日|記録に残る富士山の最古の噴火
781年8月20日-08:00|中国|  ||唐･建中2年7月26日|馬燧･李抱真が田悅と臨ﾗｸで戦い､これを破った
781年9月17日-09:00|日本|  ||天応1年8月25日|陸奥国按察使藤原小黒麻呂蝦夷を討って凱旋
781年9月18日-08:00|中国|  ||唐･建中2年8月26日|梁崇義が処刑された
781年9月22日-08:00|中国|  ||唐･建中2年9月|李納が宋州を陷した/李惟岳の将の張孝忠が易･定二州をもって
  降った
781年11月13日-08:00|中国|  ||唐･建中2年10月23日|李納の将が徐州をもって降った
781年11月26日-08:00|中国|  ||唐･建中2年11月7日|李納が徐州を寇し､宣武軍節度使の劉洽が七里溝でこれを
  破った
781年12月12日-08:00|中国|  ||唐･建中2年11月23日|馬燧が田悅と雙岡で戦い､これを破った
781年12月19日-08:00|中国|  ||唐･建中2年11月30日|李納の将の王渉が海州をもって降った
782年-03:00|ｲﾗｸ/ﾄﾙｺ|  |||ｱｯﾊﾞｰｽ朝遠征軍がﾎﾞｽﾌｫﾗｽ海峡に到達し包囲開始
782年-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ﾄﾞｲﾂ|  |||ｶｰﾙ大帝が反乱のｻﾞｸｾﾝ人を多量処刑
782年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾋﾟｸﾄ王｢Talorcan mac Oenghusa(Talorgan2世)｣
782年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ﾋﾟｸﾄ王｢Drest mac Talorcain(Drest8世)｣(~787年死去)
782年1月1日-08:00|中国|  ||唐･建中2年12月13日|馬万通が密州をもって降った
782年1月5日-09:00|日本|  ||天応1年12月17日|<死去>光仁天皇皇子稗田親王(31/母:尾張女王)
782年1月11日-09:00|日本|  ||天応1年12月23日|<死去>｢49代天皇光仁天皇｣74歳(誕生:和銅1(708)1013)
782年1月19日-09:00|韓国/朝鮮|  ||新羅･宣徳王3年|新羅､ｶｲ江鎮を置く
782年1月27日-09:00|日本|  ||天応2年1月10日|<氷上川継の乱>天武天皇の曾孫･氷上川継の謀反が事前に発覚
782年1月30日-08:00|中国|  ||唐･建中3年1月12日|朱滔と成徳軍節度使の張孝忠が李惟岳と束鹿で戦い､これを
  破った
782年1月31日-09:00|日本|  ||天応2年1月14日|<氷上川継の乱>氷上川継が捕縛され伊豆遠流
782年2月16日-08:00|中国|  ||唐･建中3年1月29日|李納が海･密二州を陥落させた
782年2月17日-08:00|中国|  ||唐･建中3年閏1月|この月､悅の将の李再春が博州をもって降り､田昂が降った
782年2月17日-08:00|中国/韓国/朝鮮|  ||新羅の宣徳王3年閏1月|唐に対して朝貢を行なった
782年2月27日-09:00|日本|  ||天応2年閏1月11日|氷上川継が逃走
782年2月28日-08:00|中国|  ||唐･建中3年閏1月12日|李惟岳の将の康日知が趙州をもって降った
782年3月2日-09:00|日本|  ||天応2年閏1月14日|氷上川継を大和国葛上郡にて逮捕/光仁天皇の服喪中の為､極
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  刑を免じ妻の藤原法壱(父:藤原浜成)と共に伊豆国三嶋に配流｡生母不破内親王及び川継の姉妹は淡路国に配
  流
782年3月9日-08:00|中国|  ||唐･建中3年閏1月21日|李惟岳が処刑されると､その将の楊栄国が深州をもって降
  った
782年3月15日-08:00|中国|  ||唐･建中3年閏1月27日|馬燧が田悅と戦い破った
782年3月23日-08:00|中国|  ||唐･建中3年2月5日|李惟岳の将の楊政義が定州をもって降った
782年5月12日-09:00|日本|  ||天応2年3月26日|三方王･弓削女王･山上船主ら桓武天皇厭魅/三方王と弓削夫妻
  は日向国へ､船主は隠岐国へ配流
782年5月17日-08:00|中国|  ||唐･建中3年4月|この月､朱滔がそむき､徳･棣の二州を陥落させた
782年5月22日-08:00|中国|  ||唐･建中3年4月6日|李納の将の李士真が徳･棣の二州をもって降った
782年5月27日-09:00|日本|  ||天応2年4月11日|造宮･勅旨2省と造法華寺･鋳銭2司を廃止
782年7月27日-08:00|中国|  ||唐･建中3年6月13日|恆冀観察使の王武俊がそむいた
782年7月31日-09:00|日本|  ||天応2年6月17日|<任命>鎮守府将軍｢大伴家持｣(~不詳)
782年8月13日-08:00|中国|  ||唐･建中3年6月30日|李懐光･馬燧･李抱真が朱滔･王武俊･田悅と連篋山で戦い､敗
  れた
782年9月14日-08:00|中国|  ||唐･建中3年8月3日|演州司馬の李孟秋と州刺史の皮岸がそむき､処刑された
782年9月30日-09:00|日本|  ||延暦1年8月19日|天応から延暦に改元
782年11月16日-08:00|中国|  ||唐･建中3年10月7日|淮西節度使の李希烈がそむいた
783年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ｽﾝﾀﾞ王国ﾏﾊﾗｼﾞｬ｢Prabu Gilingwesi｣(~795年)
783年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ﾌﾟﾗﾃｨﾊｰﾗ朝がﾊﾟｰﾗ朝を破り､ｶﾞﾝｼﾞｽ中流域を支配
783年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ｱｽﾄｩﾘｱｽ王｢ｼﾛ｣
783年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ｱｽﾄｩﾘｱｽ王｢ﾏｳﾚｶﾞｰﾄ簒奪王｣ｱﾙﾌｫﾝｿ1世の庶子で王位を簒奪(~789年死去)
783年2月6日-09:00|日本|  ||延暦2年|出羽国雄勝､平賀2郡､蝦夷に攻められる
783年2月18日-08:00|中国|  ||唐･建中4年1月13日|李希烈が汝州を陷し､刺史の李元平を捕らえた
783年3月27日-08:00|中国|  ||唐･建中4年2月20日|東都･汝行営節度使の哥舒曜が李希烈を討ち汝州で勝利
783年4月20日-08:00|中国|  ||唐･建中4年3月14日|李希烈が鄂州を寇し､刺史の李兼がこれを破った
783年4月26日-08:00|中国|  ||唐･建中4年3月20日|荊南節度使の張伯儀が李希烈と安州で戦い､敗れた
783年6月4日-08:00|中国|  ||唐･建中4年4月30日|哥舒曜が李希烈と潁橋で戦い､これを破った
783年9月3日-08:00|中国|  ||唐･建中4年8月2日|李希烈が襄城を寇した
783年9月11日-08:00|中国|  ||唐･建中4年8月10日|李希烈の将の曹季昌が隋州をもって降った
783年9月16日-08:00|中国|  ||唐･建中4年8月15日|京師に星が落ちた
783年10月12日-08:00|中国|  ||唐･建中4年9月12日|神策軍行営兵馬使の劉徳信が李希烈と扈澗で戦い､敗れた
783年10月31日-08:00|中国|  ||唐･建中4年10月|この月､商州軍で乱があり､その刺史の謝良輔を殺した
783年10月31日-08:00|中国|  ||唐･建中4年10月|涇原節度使の姚令言がそむき､京師を犯した
783年11月3日-08:00|中国|  ||唐･建中4年10月4日|朱泚､反乱
783年11月8日-08:00|中国|  ||唐･建中4年10月9日|李希烈が襄城を陷し､宣武軍兵馬使の高翼がここに死んだ
783年11月12日-08:00|中国|  ||唐･建中4年10月13日|朱泚が奉天を犯し､禁軍が城東で敗れた
783年11月16日-08:00|中国|  ||唐･建中4年10月17日|霊塩節度留後の杜希全･坊京畿金商節度使の李建徽が朱泚
  と漠谷で戦い､敗れた
783年11月18日-08:00|中国|  ||唐･建中4年10月19日|劉徳信が朱泚と思子陵で戦い､これを破った
783年11月19日-08:00|中国|  ||唐･建中4年10月20日|行在都虞候の渾?が朱泚と城下で戦い､これを破り､左龍武
  軍大将軍の呂希倩がここに死んだ
783年12月18日-08:00|中国|  ||唐･建中4年11月20日|李懐光が朱泚と魯店で戦い､これを破った
783年12月29日-08:00|中国|  ||唐･建中4年12月|朱泚が華州を陷した
784年-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||<就任>ｱｯﾊﾞｰｽ朝ｴｼﾞﾌﾟﾄ第18代ｱﾐｰﾙ:ﾑｻ･ｲﾋﾞﾝ(~785殺害される)
784年-01:00|ﾉﾙｳｪｰ|  |||<即位>ﾍﾞｽﾄﾌｫｰﾙﾄﾞ王｢Gudrod Halvdansson "Veidekonge" "den storlatne"｣(~824年)
784年-01:00|ﾆｼﾞｪｰﾙ|  |||このころ､ｱﾌﾘｶのﾁｬﾄﾞ湖周辺でｾﾌﾜ王朝の初代ｶﾈﾑ王が即位
784年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｹﾝﾄ王｢Ecgberht Athelberhtes sunu｣
784年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｹﾝﾄ王｢Ealhmund Eafes sunu｣(~785年死去)
784年1月24日-08:00|中国|  ||唐･建中4年12月27日|李希烈が?･鄭二州を陷した
784年1月27日-08:00|中国|  ||南詔･上元1年|南詔の異牟尋が上元と改元(-808)
784年1月27日-08:00|中国|  ||唐･興元1年1月1日|唐･徳宗が興元(-12月)と改元
784年3月18日-08:00|中国|  ||唐･興元1年2月23日|李懐光がそむいた
784年3月21日-08:00|中国|  ||唐･興元1年2月26日|左衛大将軍の侯仲荘が駅店で李懐光の将の孟庭保を破った
784年4月24日-08:00|中国|  ||唐･興元1年4月|李懐光が坊州を陥落させた
784年5月18日-08:00|中国|  ||唐･興元1年4月25日|渾ｼﾝが朱泚と武亭川で戦い､これを破った
784年5月29日-08:00|中国|  ||唐･興元1年5月6日|李抱真･王武俊が朱滔と経城で戦い､これを破った
784年6月14日-08:00|中国|  ||唐･興元1年5月22日|尚可孤が朱泚と藍田の西で戦い､これを破った
784年6月17日-08:00|中国|  ||唐･興元1年5月25日|李晟がまた苑北で朱泚を破った
784年6月20日-08:00|中国|  ||唐･興元1年5月28日|李晟がまた白華で朱泚を破り､京師を回復
784年6月26日-08:00|中国|  ||唐･興元1年6月5日|朱泚､部下に殺さる/朱泚の乱終息
784年7月22日-08:00|中国|  ||唐･興元1年7月|この月､嗣曹王李?が李希烈と応山で戦い､これを破った
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784年12月7日-08:00|中国|  ||唐･興元1年閏10月20日|李希烈の将の李澄が滑州をもって降った
784年12月22日-08:00|中国|  ||唐･興元1年11月6日|劉洽･ﾋﾝ隴行営節度使の曲環が李希烈と陳州で戦い､これを
  破った
784年12月27日-09:00|日本|京都府向日市|延暦3年11月11日|桓武天皇が平城京から長岡京に遷都
785年-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||<就任>ｱｯﾊﾞｰｽ朝ｴｼﾞﾌﾟﾄ第19代ｱﾐｰﾙ:ｱｻﾏ･ｲﾋﾞﾝ･ｱﾐｰﾙ(~785解任)→同年<就任>第20代ｱﾐｰ
  ﾙ:ｱﾙﾌｧﾄﾞﾙ･ｲﾋﾞﾝ･ｻﾘｰ･ｲﾋﾞﾝ･ｱﾘ･ｱﾙｱﾊﾞｼ(~786解任)
785年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<就任>ｸﾛｱﾁｱ公｢ｳﾞｨｼｪｽﾗﾌ｣(~802年､死去)
785年-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ﾄﾞｲﾂ|  |||ｻﾞｸｾﾝ人がｶｰﾙ大帝と和を結び､ｷﾘｽﾄ教を受洗
785年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｹﾝﾄ王｢Ealhmund Eafes sunu｣
785年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｸﾞﾘｨｳｨｼﾝｸﾞ王｢Arthfael Hen ap Rhys｣(~825年)
785年1月6日-08:00|中国|  ||唐･興元1年11月21日|劉洽･ﾋﾝ隴行営節度使の曲環が李希烈にﾍﾞﾝ州で勝利した
785年1月28日-09:00|日本|  ||延暦3年12月13日|王臣家･諸司･寺司による山野の独占を禁止
785年2月2日-08:00|中国|  ||唐･興元1年12月18日|渾ｼﾝが李懐光と乾坑で戦い､敗れた
785年2月14日-08:00|中国|  ||唐･貞元1年1月1日|唐･徳宗が貞元(-805年)と改元
785年2月26日-09:00|韓国|  ||新羅･宣徳王6年1月13日|<死去>新羅王｢宣徳王｣病に倒れる
785年2月26日-09:00|韓国|  ||新羅･元聖王1年1月13日|<即位>新羅王｢元聖王｣(~798年死去)
785年4月25日-08:00|中国|  ||唐･貞元1年3月12日|李希烈が鄧州を陷し､唐鄧隋招討使の黄金岳を殺した
785年5月30日-08:00|中国|  ||唐･貞元1年4月18日|渾ｼﾝが李懐光と長春宮で戦い､これを破った
785年7月24日-03:00|ｲﾗｸ|  |||<死去>ﾊﾞｸﾞﾀﾞｰﾄﾞ･ｱｯﾊﾞｰｽ朝ｶﾘﾌ｢ﾏﾌﾃﾞｨｰ｣
785年7月24日-03:00|ｲﾗｸ|  |||<即位>ﾊﾞｸﾞﾀﾞｰﾄﾞ･ｱｯﾊﾞｰｽ朝第4代ｶﾘﾌ｢ﾊｰﾃﾞｨｰ｣(~07860914死去)
785年8月4日-08:00|中国|  ||唐･貞元1年6月25日|馬燧が李懐光と陶城で戦い､これを破った
785年9月2日-09:00|日本|  ||延暦4年7月24日|国司の正税流用を禁止
785年10月5日-09:00|日本|  ||延暦4年8月28日|<死去>大伴家持/68歳(誕生:養老2(718))
785年10月30日-09:00|日本|  ||延暦4年9月23日|夜､藤原種継が至近距離から弓で射られ重体/翌日死亡
785年10月31日-09:00|日本|  ||延暦4年9月24日|種継暗殺の犯人とされる大伴継人､大伴竹良らが捕らわれ､犯
  人として即日処刑/故大伴家持の子大伴永主は隠岐に流された
785年11月4日-09:00|日本|  ||延暦4年9月28日|皇太弟早良親王が皇太子廃し､乙訓寺へ幽閉(この後皇太子自ら
  断食し､10余日後淡路島に流される途中､高瀬橋頭で没する)
786年-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||<就任>ｱｯﾊﾞｰｽ朝ｴｼﾞﾌﾟﾄ第21代ｱﾐｰﾙ:ｱﾘ･ｲﾋﾞﾝ･ｻﾙﾏﾝ･ｱﾙｱﾊﾞｼ(~787解任)
786年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾅﾝﾄ伯｢Guy｣(~818年)
786年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｳｪｾｯｸｽ王｢ｷｭﾈｳﾙﾌ｣
786年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｳｪｾｯｸｽ王｢ﾍﾞｵﾙｰﾄﾘｯﾁ｣(~802年死去)
786年2月24日-09:00|日本|滋賀県東近江市|延暦5年1月21日|近江国滋賀郡にはじめて梵釈寺を造る
786年3月7日-08:00|中国|  ||唐･貞元2年2月3日|山南東道節度使樊沢が李希烈と泌河で戦い､これを破った
786年5月9日-08:00|中国|  ||唐･貞元2年4月7日|李希烈が処刑された
786年6月1日-08:00|中国|  ||唐･貞元2年5月|李希烈の将の李恵登が隋州をもって降った
786年7月30日-08:00|中国|  ||唐･貞元2年7月|李希烈の将の薛翼が唐州をもって降り､侯召が光州をもって降っ
  た
786年8月17日-09:00|日本|京都府向日市|延暦5年7月19日|太政官院が完成/百官はじめて朝座につく
786年9月14日-03:00|ｲﾗｸ|  |||<死去>ﾊﾞｸﾞﾀﾞｰﾄﾞ･ｱｯﾊﾞｰｽ朝第4代ｶﾘﾌ｢ﾊｰﾃﾞｨｰ｣
786年9月14日-03:00|ｲﾗｸ|  |||<即位>ﾊﾞｸﾞﾀﾞｰﾄﾞ･ｱｯﾊﾞｰｽ朝第5代ｶﾘﾌ｢ﾊｰﾙｰﾝ･ｱｯ=ﾗｼｰﾄﾞ｣(~8090324死去)最盛期を
  達成
786年9月26日-08:00|中国|  ||唐･貞元2年8月30日|吐蕃がﾋﾝ･寧･涇･隴の四州を寇した
786年10月15日-08:00|中国|  ||唐･貞元2年9月19日|吐蕃が好畤を寇し､鳳翔節度使･李晟の将･王ﾋﾂ､ｹﾝ陽城で吐
  蕃を破る
786年11月12日-08:00|中国|  ||唐･貞元2年10月17日|ﾋﾝ寧節度使の韓游ｶｲがまた平川で吐蕃を破った
786年12月10日-08:00|中国|  ||唐･貞元2年11月15日|吐蕃が塩州を陷した
786年12月26日-08:00|中国|  ||唐･貞元2年12月2日|吐蕃､夏州､銀州を占領
787年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ﾍﾞﾄﾅﾑ|  |||ｼｬｲﾚｰﾝﾄﾞﾗ朝(中部ｼﾞｬﾜ)軍がﾁｬﾝﾊﾟｰを襲う
787年-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  |||<即位>ﾁｬﾝﾊﾟ王｢ｲﾝﾄﾞﾗｳﾞｧﾙﾏﾝ1世(~803年)
787年-07:00|ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ/ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||ｼｬｲﾚｰﾝﾄﾞﾗ朝(中部ｼﾞｬﾜ)ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ(水真臘)首都も攻撃､その王を殺害
787年-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ|  |||<死去>ｱﾇﾗｰﾀﾞﾌﾟﾗ王国国王｢Aggabodhi7世｣
787年-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ|  |||<即位>ｱﾇﾗｰﾀﾞﾌﾟﾗ王国国王｢Mahinda2世(Silamegha)｣Aggabodhi6世の息子(~807年死去)
787年-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||<就任>ｱｯﾊﾞｰｽ朝ｴｼﾞﾌﾟﾄ第22代ｱﾐｰﾙ:ﾑｻ･ｲﾋﾞﾝ･ｲｻ･ｲﾋﾞﾝ･ﾑｻ･ｱﾙｱﾊﾞｼ(~789解任)
787年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱ共和国第8代ﾄﾞｰｼﾞｪ(元首)｢ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ･ｶﾞﾙﾊﾞｲｵ｣(~804年)
787年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾍﾞﾈｳﾞｪﾝﾄ大公｢ｸﾞﾘﾓｱﾙﾄﾞ3世｣(~806年)
787年-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾃﾞｰﾝ人が初めてﾄﾞｰｾｯﾄ海岸に来冦
787年-01:00|ｲﾀﾘｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｸ王ｶﾙﾛ･ﾏｰﾆｮ､ﾍﾞﾈｳﾞｪﾝﾄ公国を属国に
787年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾋﾟｸﾄ王｢Drest mac Talorcain(Drest8世)｣
787年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ﾋﾟｸﾄ王｢Causantin mac Ferghusa(Constantine1世)｣(~820年死去)
787年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ﾏｰｼｱ王｢ｴｸﾞﾌﾘｽ･Offan sunu｣(共同統治~07960726~07961214死去)
787年1月12日-08:00|中国|  ||唐･貞元2年12月19日|吐蕃が沙州(敦煌)を陥落させる
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787年1月24日-09:00|日本|長崎県壱岐市|延暦6年|月読神社(芦辺町)鎮座
787年2月13日-09:00|日本|  ||延暦6年1月21日|王臣家･国司等に蝦夷との交易を禁ずる
787年3月18日-08:00|中国|  ||唐･貞元3年2月24日|華州潼関節度使の駱元光が塩･夏の二州を落とした
787年6月30日-09:00|日本|  ||延暦6年閏5月11日|左右京職の税の濫用を禁止し､交替時に解由状を与えること
  とする
787年7月19日-08:00|中国|  ||唐･貞元3年6月|吐蕃が塩･夏の二州を寇した
787年9月16日-08:00|中国|  ||唐･貞元3年8月1日|朔､日食があった
787年10月13日-08:00|中国|  ||唐･貞元3年8月28日|吐蕃が青石嶺を寇し､隴州刺史の蘇清ﾍﾞﾝがこれを破った
787年10月22日-08:00|中国|  ||唐･貞元3年9月7日|吐蕃が?陽を寇した
787年10月31日-08:00|中国|  ||唐･貞元3年9月16日|華亭および連雲堡が陥落した
787年11月18日-08:00|中国|  ||唐･貞元3年10月4日|吐蕃が豊義を寇し､韓游ｶｲがこれを破った
787年11月19日-08:00|中国|  ||唐･貞元3年10月5日|吐蕃が長武城を寇し､城使の韓全義がこれを破った
787年11月26日-08:00|中国|  ||唐･貞元3年10月12日|射生の将の韓欽緒が反乱を計画し､処刑された
788年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ｱｽﾄｩﾘｱｽ王国国王ﾍﾞﾙﾑｰﾄﾞ1世助祭王､修道士王(~791年修道士に復帰)
788年-01:00|ｱﾙｼﾞｪﾘｱ|  |||<即位>ﾙｽﾀﾑ朝ｲﾏｰﾑ｢ｱﾌﾞﾄﾞ･ｱﾙ=ﾜｯﾊｰﾌﾞ(ｱﾌﾞﾄﾞ･ｱﾙ=ﾜﾘｰｽ)｣ｲﾌﾞﾝ･ﾙｽﾀﾑの子(~824年)
788年-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<廃位>ﾊﾞｲｴﾙﾝ公国｢ﾀｼﾛ3世｣ｶｰﾙ大帝への反逆罪の罪で死刑,ﾊﾞｲｴﾙﾝは召し上げ(~
  814年)
788年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾄﾘｴｽﾃはﾌﾗﾝｸ支配下
788年 00:00|ﾓﾛｯｺ|  |||<即位>ﾓﾛｯｺ国王(ｲﾄﾞﾘｰｽ朝)｢ｲﾄﾞﾘｰｽ･ｲﾌﾞﾝ･ｱﾌﾞﾄﾞｩｯﾗｰ(ｲﾄﾞﾘｰｽ1世)｣(~791年死去)
788年2月12日-09:00|韓国/朝鮮|  ||新羅･元聖王4年春|官吏登用の制度として科挙に類似する｢読書三品｣を定
  めた
788年2月12日-09:00|日本|滋賀県大津市|延暦7年|僧最澄叡山に堂を建て薬師像を置き一乗止観院(比叡山寺,の
  ちの延暦寺/滋賀県)創建<天台宗総本山>
788年2月12日-09:00|日本|山梨県富士吉田市|延暦7年|垂仁天皇が富士山噴火を恐れた人々の心を静めるために
  北口本宮冨士浅間神社創建
788年4月8日-09:00|日本|  ||延暦7年2月28日|<任命>鎮守府将軍｢多治比宇美｣(~不詳)
788年4月14日-09:00|日本|  ||延暦7年3月4日|大隅曾乃峯で夜10時頃噴火｡2時間ほどで収まり､石や灰が麓56里
  に降る
788年5月31日-08:00|中国|  ||唐･貞元4年4月22日|福建軍で乱があり､その観察使の呉ｼﾝを追放し､大将のｶｸ誡
  溢が留後を自称
788年6月9日-08:00|中国|  ||唐･貞元4年5月|吐蕃が涇･ﾋﾝ･寧･慶･ﾌの五州を寇した
788年6月12日-09:00|日本|  ||延暦7年5月4日|<死去>桓武天皇夫人藤原旅子(30)
788年8月13日-08:00|中国|  ||唐･貞元4年7月8日|寧州軍で乱があり､ﾋﾝ寧都虞候の楊朝晟がこれを破った
788年8月19日-08:00|中国|  ||唐･貞元4年7月14日|奚･室韋が振武を寇した
788年9月23日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾉｰｻﾞﾝﾌﾞﾘｱ王｢Alfwald Oswulfes sunu(Alfwald1世)｣殺害される
788年9月23日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ﾉｰｻﾞﾝﾌﾞﾘｱ王｢Osraed Ealhraedes sunu(Osred2世)｣(~790年廃位追放)
788年9月30日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>後ｳﾏｲﾔ朝初代ｱﾐｰﾙ｢ｱﾌﾞﾄﾞ･ｱｯﾗﾌﾏｰﾝ1世｣
788年9月30日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>後ｳﾏｲﾔ朝第2代ｱﾐｰﾙ｢ﾋｼｬｰﾑ1世｣(~07960612死去)
788年10月19日-08:00|中国|  ||唐･貞元4年9月16日|吐蕃が寧州を寇し､ﾋﾝ寧節度使の張献甫がこれを破った
789年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ｱｽﾄｩﾘｱｽ王｢ﾏｳﾚｶﾞｰﾄ簒奪王｣
789年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ｱｽﾄｩﾘｱｽ王｢ﾍﾞﾙﾑｰﾄﾞ1世助祭王､修道士王｣(~791年退位修道士に復帰)
789年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾌﾗﾝｸ王国ｽﾎﾟﾚｰﾄ公｢ｳｨﾝｹﾞｽ｣(~822年死去)
789年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾌﾘｳｰﾘ公｢ｴﾘｸ｣(~799年死去)
789年1月7日-09:00|日本|  ||延暦7年12月7日|征東大使紀古佐美を征夷のために派遣
789年1月31日-08:00|中国/日本|  ||延暦8年;唐･貞元5年1月1日|朔､日食があった
789年2月-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||<就任>ｱｯﾊﾞｰｽ朝ｴｼﾞﾌﾟﾄ第23代ｱﾐｰﾙ:ﾏｽﾗﾏ･ｲﾋﾞﾝ･ﾔｰﾔ･ｱﾙﾊﾞｼﾞｬﾘ(~789.12解任)
789年2月5日 00:00|ﾓﾛｯｺ/ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ|  |||<即位>ﾓﾛｯｺ国王｢ｲﾄﾞﾘｰｽ･ｲﾌﾞﾝ･ｱﾌﾞﾄﾞｩｯﾗｰ(ｲﾄﾞﾘｰｽ1世)｣ﾒｯｶ近くのﾌｧｯﾌ
  の戦いに敗れてﾓﾛｯｺに逃亡建国(~791年死去)
789年2月16日-09:00|日本|京都府長岡京市|延暦8年1月17日|｢造東大宮所｣が東大宮(第2次内裏)を造る
789年4月8日-09:00|日本|  ||延暦8年3月9日|多賀城に集結した征東軍は北進を開始(征東大使は紀古佐美)した
  が失敗
789年4月15日-09:00|日本|  ||延暦8年3月16日|造東大寺司を廃する
789年4月30日-08:00|中国|  ||唐･貞元5年夏|吐蕃が長武城を寇し､韓全義が仏堂原でこれを破った
789年6月30日-09:00|日本|  ||延暦8年6月3日|征東将軍紀古佐美の軍が胆沢地方の頭領の阿弖流為の部隊に遭
  い敗退
789年8月9日-09:00|日本|  ||延暦8年7月14日|伊勢･美濃･越前3国の関を廃する
789年9月30日-08:00|中国|  ||唐･貞元5年9月7日|剣南節度使･韋皋､雋州臺登北谷で吐蕃を破る
789年10月23日-08:00|中国|  ||唐･貞元5年冬|吐蕃が北庭都護府攻撃を開始/ｲﾙ=ｵｹﾞｼが救援に向かうが､敗れる
789年10月23日-08:00|中国|  ||唐･貞元5年10月|嶺南節度使の李復が瓊州を落とした
789年12月-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||<就任>ｱｯﾊﾞｰｽ朝ｴｼﾞﾌﾟﾄ第24代ｱﾐｰﾙ:ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ｲﾋﾞﾝ･ｽﾞﾊｲﾙ･ｱﾙｱｯﾃﾞｨ(~790.5解任)
789年12月21日-08:00|中国|  ||唐･貞元5年12月|<死去>回鶻可汗国第4代可汗｢武義成功可汗･長寿天親可汗(頓
  莫賀達干)ｱﾙﾌﾟ･ｸﾄｩﾙｸﾞ･ﾋﾞﾙｹﾞ･ｶｶﾞﾝ｣
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789年12月21日-08:00|中国|  ||唐･貞元5年12月|<即位>回鶻可汗国第5代可汗｢忠貞可汗(多邏斯)ﾃﾝｸﾞﾘﾃﾞ･ﾎﾞﾙﾐｼ
  ｭ･ｷｭﾘｭｸﾞ･ﾋﾞﾙｹﾞ･ｶｶﾞﾝ｣(~貞元6年(790年)4月)
790年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾊﾟｰﾝﾃﾞｨﾔ朝君主｢Rasasingan2世｣(~800年)
790年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｶﾙｶｿﾝﾇ伯｢Bello｣(~810年死去)
790年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾄｩｰﾙｰｽﾞ伯｢ｷﾞﾖｰﾑ･ﾄﾞ･ｼﾞｪﾛｰﾇ｣ｾﾌﾟﾃｨﾏﾆｱ辺境伯(~811年)
790年-01:00|ｱﾙﾊﾞﾆｱ|  |||<即位>ﾐﾌﾗﾆｰ朝(ｱﾙﾊﾞﾆｱ)大公｢Stephanos1世｣(~821年)
790年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ﾒｰﾇ公｢ｼｬﾙﾙ若公｣(~8111204死去)
790年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<廃位>ﾄｩｰﾙｰｽﾞ伯｢ﾄｰｿﾝ｣ｼｬﾙﾙﾏｰﾆｭにより
790年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<廃位>ﾉｰｻﾞﾝﾌﾞﾘｱ王｢Osraed Ealhraedes sunu(Osred2世)｣追放
790年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<復位>ﾉｰｻﾞﾝﾌﾞﾘｱ王｢Athelraed Athelwaldes sunu(Athelred1世)｣(2期目~07960418死
  去)
790年1月17日-09:00|日本|  ||延暦8年12月28日|<死去>光仁天皇皇太夫人生母高野新笠(桓武天皇･崇道天皇生
  母)
790年2月19日-08:00|中国|  ||唐･貞元6年2月|吐蕃が北庭都護府を陥落させ､節度使の楊襲古が西州に逃れた
790年3月8日-09:00|日本|  ||延暦9年閏3月10日|<死去>藤原浜成(67歳)参議､歌人
790年3月21日-08:00|中国/韓国/朝鮮|  ||新羅･元聖王6年3月|新羅が渤海に遣使
790年4月19日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||唐･貞元6年4月|<死去>回鶻可汗国第5代可汗｢忠貞可汗(多邏斯)ﾃﾝｸﾞﾘﾃﾞ･ﾎ
  ﾞﾙﾐｼｭ･ｷｭﾘｭｸﾞ･ﾋﾞﾙｹﾞ･ｶｶﾞﾝ｣少可敦の葉公主に毒殺される
790年4月19日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||唐･貞元6年4月|<即位>回鶻可汗国第6代可汗｢奉誠可汗(阿啜)ｸﾄｩﾙｸﾞ･ﾋﾞﾙｹ
  ﾞ･ｶｶﾞﾝ｣(~貞元11年(795年)2月)
790年4月28日-09:00|日本|  ||延暦9年閏3月10日|<死去>桓武天皇皇后藤原乙牟漏(31/父:藤原良継､平城天皇･
  嵯峨天皇生母)病死
790年5月-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||<就任>ｱｯﾊﾞｰｽ朝ｴｼﾞﾌﾟﾄ第25代ｱﾐｰﾙ:ﾀﾞｳﾞﾄﾞ･ｲﾋﾞﾝ･ﾔｼﾞﾄﾞ･ｲﾋﾞﾝ･ﾊﾀﾐ･ｱﾙﾑﾊﾗﾋﾞ(~791解
  任)
790年8月15日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||唐･貞元6年秋|ｲﾙ=ｵｹﾞｼ､楊襲古とともに5万の軍を率いて北庭都護府を奪
  還に向かうが勝てず､楊襲古とともに本営に帰還､楊襲古を拘束
790年8月15日-08:00|中国|  ||唐･貞元6年秋|ｶﾙﾙｸが浮図川を占拠
790年9月4日-09:00|日本|  ||延暦9年7月21日|<死去>桓武天皇妃坂上又子(父:坂上苅田麻呂)
790年10月13日-09:00|日本|  ||延暦9年9月|(~12月)京畿内に天然痘(豌豆瘡､疱瘡､裳瘡)流行.30歳以下の男女
  問わず多く病臥死亡
790年11月12日-09:00|日本|  ||延暦9年10月2日|再び鋳銭司を設置)
790年12月13日-09:00|日本|  ||延暦9年11月3日|乏負未納填補の法を定める
791年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ｼﾞｬｽﾀﾆｽ朝国王｢Justan1世｣(~805年)
791年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ﾊﾟﾀﾞｽﾊﾟﾆﾄﾞ朝君主｢Wandad Umid｣(~822年)
791年-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||<就任>ｱｯﾊﾞｰｽ朝ｴｼﾞﾌﾟﾄ第26代ｱﾐｰﾙ:ﾑｻ･ｲﾋﾞﾝ･ｲｻ･ｲﾋﾞﾝ･ﾑｻ･ｱﾙｱﾊﾞｼ(~792解任)
791年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ｱｽﾄｩﾘｱｽ王｢ｱﾙﾌｫﾝｿ2世純潔王｣(~842年死去)ｵﾋﾞｴﾄﾞに首都を移転
791年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<退位>ｱｽﾄｩﾘｱｽ王｢ﾍﾞﾙﾑｰﾄﾞ1世助祭王､修道士王｣修道士に復帰
791年 00:00|ﾓﾛｯｺ|  |||<死去>ﾓﾛｯｺ国王(ｲﾄﾞﾘｰｽ朝)｢ｲﾄﾞﾘｰｽ･ｲﾌﾞﾝ･ｱﾌﾞﾄﾞｩｯﾗｰ(ｲﾄﾞﾘｰｽ1世)｣
791年 00:00|ﾓﾛｯｺ|  |||<即位>ﾓﾛｯｺ国王(ｲﾄﾞﾘｰｽ朝)｢ｲﾄﾞﾘｰｽ･ｲﾌﾞﾝ･ｲﾄﾞﾘｰｽ(ｲﾄﾞﾘｰｽ2世)｣(~828年死去)
791年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||この頃､ﾊﾜｰﾘｼﾞｭ派のﾌﾀﾞｲﾝがｽｨｰｽﾀｰﾝで反乱(793に鎮圧)
791年2月8日-09:00|韓国/朝鮮|  ||新羅･元聖王7年|元の侍中の悌恭が反乱を起こして誅殺される
791年2月8日-09:00|日本|東京都荒川区|延暦10年|坂上田村麻呂が円通寺創建(三ﾉ輪)
791年2月8日-08:00|中国|  ||唐･貞元7年|<即位>ﾎｰﾀﾝ王｢尉遅誥｣(~828年)
791年2月8日-08:00|中国/ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||唐･貞元7年|馮興(ﾌﾝ･ﾌｰﾝ)による徳宗への反乱起こる
791年4月13日-09:00|日本|  ||延暦10年3月6日|吉備真備･大和長岡らによる刪定律令24条を施行
791年5月8日-08:00|中国|  ||唐･貞元7年4月|安南の首領の杜英翰がそむき､処刑された
791年6月6日-08:00|中国|  ||唐･貞元7年5月|吐蕃､靈州に侵入､回鶻撃ってこれを破る
791年7月30日-09:00|日本|  ||延暦10年6月25日|再び山野独占の禁令を出し､山背国の百姓の山野利用の便をは
  かる
791年8月17日-09:00|日本|  ||延暦10年7月13日|大伴弟麻呂を征夷大将軍､坂上田村麻呂らを副使に任命
791年9月5日-09:00|日本|三重県伊勢市|延暦10年8月3日|伊勢神宮に盗賊が侵入/正殿･財殿などを焼失
791年10月23日-09:00|日本|  ||延暦10年9月22日|<任命>鎮守府将軍｢百済王俊哲｣(~延暦14(795)年8月7日死去)
792年-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||<就任>ｱｯﾊﾞｰｽ朝ｴｼﾞﾌﾟﾄ第27代ｱﾐｰﾙ:ｲﾌﾞﾗﾋﾑ･ｲﾋﾞﾝ･ｻﾘｰ･ｲﾋﾞﾝ･ｱﾌﾞﾀﾞﾗ･ｲﾋﾞﾝ･ｱﾙｱｯﾊﾞｰｽ(~7
  92解任)→同年<就任>第28代ｱﾐｰﾙ:ｱﾌﾞﾀﾞﾗｰ･ｲﾌﾞﾝ･ｱﾙﾏｼｰﾌﾞ･ｲﾌﾞﾝ･ｿﾞﾍｱｰ･ｱﾙﾀﾞﾋﾞｰ(~793解任)
792年2月7日-09:00|日本|  ||延暦11年1月11日|陸奥国斯波の蝦夷胆沢公阿奴志己ら帰順
792年4月26日-08:00|中国|  ||唐･貞元8年4月|吐蕃が霊州を寇した
792年6月24日-08:00|中国|  ||唐･貞元8年6月|吐蕃が連雲堡を寇し､大将の王進用がここに死んだ
792年6月30日-09:00|日本|  ||延暦11年6月7日|陸奥･出羽･佐渡･大宰府管内諸国を除き､全国の兵士を廃止
792年7月7日-09:00|日本|  ||延暦11年6月14日|諸国に健児を置く
792年8月17日-09:00|日本|  ||延暦11年7月25日|蝦夷爾散南公阿破蘇､帰順
792年9月25日-08:00|中国|  ||唐･貞元8年9月5日|韋?が吐蕃と維州で戦い､これを破った
792年11月17日-09:00|日本|  ||延暦11年10月28日|京畿に限って班田(口分田)を実施し､細則を一部修正
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792年11月19日-08:00|中国|  ||唐･貞元8年11月|この月､幽州盧龍軍節度使の劉済がその弟の瀛州刺史劉ﾖｳと瀛
  州で戦い､劉ﾖｳは破れ､京師に逃れた
792年11月19日-08:00|中国|  ||唐･貞元8年11月1日|朔､日食があった
792年12月7日-08:00|中国|  ||唐･貞元8年11月19日|山南西道節度使の厳震が吐蕃と黒水堡で戦い､これを破っ
  た
792年12月19日-09:00|日本|  ||延暦11年閏11月1日|新弾例八十三条を施行
793年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾗｰｼｭﾄﾗｸｰﾀ朝国王｢ﾄﾞｩﾙｳﾞｧ｣
793年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾗｰｼｭﾄﾗｸｰﾀ朝国王｢ｺﾞｰｳﾞｨﾝﾀﾞ3世｣(~814年)
793年-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||<就任>ｱｯﾊﾞｰｽ朝ｴｼﾞﾌﾟﾄ第29代ｱﾐｰﾙ:ｲｽﾊｰｸ･ｲﾋﾞﾝ･ｽﾚｲﾏﾝ(~794解任)
793年2月15日-08:00|中国|  ||渤海･大興56年|<死去>渤海王｢文王大欽茂｣
793年2月15日-08:00|中国|  ||渤海･大興56年|<即位>渤海王｢廃王大元義｣(~同年死去)⇒｢成王大華与｣(~794年
  死去)
793年4月2日-09:00|日本|  ||延暦12年2月17日|征東使を征夷使とする
793年4月23日-09:00|日本|大阪府|延暦12年3月9日|難波大宮を廃止し､摂津職を摂津国に改める
793年6月8日-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾊﾞｲｷﾝｸﾞ､ｲｷﾞﾘｽ･ﾉｰｻﾝﾌﾞﾘｱ海岸の大修道院ﾘﾝﾃﾞｨｽﾌｧｰﾝ襲撃
793年10月19日-09:00|日本|  ||延暦12年9月10日|藤原氏に限り二世以下の王･王女との婚姻を許す
794年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ﾗｰｼｭﾄﾗｸｰﾀ朝とﾌﾟﾗﾃｨﾊｰﾗ朝がｶﾞﾝｼﾞｽで抗争開始
794年-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||<就任>ｱｯﾊﾞｰｽ朝ｴｼﾞﾌﾟﾄ第30代ｱﾐｰﾙ:ﾊｰｻﾏ･ｲﾋﾞﾝ･ｱｰﾔﾝ(~795)
794年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ﾅﾎﾟﾘ公｢ｸﾞﾚｺﾞﾘｰ2世｣
794年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾅﾎﾟﾘ公｢ﾃｵﾌｨﾗｸﾀｽ2世｣(~801年)
794年-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾄﾞｲﾂ|  |||ｶｰﾙ大帝によってｹﾞﾛﾙﾄﾞ･ﾌｫﾝ･ｳﾞｨﾝｽﾞｺﾞｳｳﾞがﾊﾞｲｴﾙﾝ知事に任じられる(~799年戦
  闘で死んだ)
794年1月17日-08:00|中国|  ||唐･貞元9年12月11日|宣武軍の将の李万栄がその節度使の劉士寧を追放し､留後
  を自称
794年2月5日-09:00|日本|京都府宇治市|延暦13年|平安遷都の際桓武天皇が奈良より勧請し野神社創建
794年2月5日-08:00|中国|  ||渤海･大興57年|<死去>渤海王｢成王大華与｣
794年2月5日-08:00|中国|  ||渤海･中興1年|<即位>渤海王｢康王大嵩ﾘﾝ｣(~809年死去)
794年2月5日-08:00|中国|  ||南詔･元封1年|南詔､唐に臣付
794年2月5日-09:00|日本|  ||延暦13年1月1日|大伴弟麻呂が征夷大将軍に任ぜられる
794年2月22日-08:00|中国|  ||唐･貞元10年1月18日|南詔蛮が吐蕃を神川で破る
794年5月20日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｲｰｽﾄｱﾝｸﾞﾘｱ王｢Athelberht Athelraedes sunu(Athelberht2世)｣
794年5月20日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｰｽﾄｱﾝｸﾞﾘｱをﾏｰｼｱが直接統治(~826年)
794年6月28日-09:00|日本|  ||延暦13年5月27日|<死去>皇太子安殿親王(後の平城天皇)の妃藤原帯子(父:藤原
  百川)病死
794年7月14日-09:00|日本|  ||延暦13年6月13日|坂上田村麻呂､桓武天皇の命を受けて蝦夷征討に出発
794年7月26日-08:00|中国|  ||唐･貞元10年6月25日|韋皐が吐蕃を破り､峨和城を落とした
794年7月31日-09:00|日本|京都府京都市|延暦13年7月1日|東西の市を新京に移す
794年8月1日-09:00|韓国/朝鮮|  ||新羅･元聖王10年7月|奉恩寺(ｿｳﾙ特別市江南区)を建てた
794年8月1日-08:00|中国|  ||唐･貞元10年7月|西原蛮が叛いた
794年8月30日-08:00|中国|  ||唐･貞元10年8月|欽･横･潯･貴の四州が陥落
794年9月11日-09:00|日本|  ||延暦13年8月13日|右大臣藤原継縄ら続日本紀十四巻を撰集
794年10月29日-08:00|中国|  ||唐･貞元10年10月|昭義軍節度留後の王虔休が摂ﾗｸ州刺史元誼と?沢で戦い､これ
  を破った
794年10月29日-08:00|中国|  ||唐･貞元10年10月|唐､吐蕃を大いに破る
794年11月18日-09:00|日本|京都府京都市|延暦13年10月22日|桓武天皇が長岡京から平安京に移る(平安遷都)
794年12月4日-09:00|日本|  ||延暦13年11月8日|桓武天皇が､山背国を山城国に近江国古津を大津と改称
794年12月4日-09:00|日本|京都府京都市|延暦13年11月8日|桓武天皇が､新京を｢平安京｣とする
795年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ｽﾝﾀﾞ王国ﾏﾊﾗｼﾞｬ｢Pucukbumi Darmeswara｣(~819年)
795年-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||<就任>ｱｯﾊﾞｰｽ朝ｴｼﾞﾌﾟﾄ第31代ｱﾐｰﾙ:ｱﾌﾞﾄﾞ･ｱﾙﾏﾘｸ･ｲﾋﾞﾝ･ｻﾘｰ(~795)→同年<就任>第32代
  ｱﾐｰﾙ:ｱﾌﾞﾀﾞﾗ･ｲﾋﾞﾝ･ｱﾙﾏｼﾌﾞ･ｱﾙｱﾊﾞｼ(~795解任)→同年<就任>第33代ｱﾐｰﾙ:ｱﾌﾞﾀﾞﾗ･ｲﾋﾞﾝ･ｱﾙﾏﾊﾃﾞｨ･ｱﾙｱﾊﾞｼ(~795解
  任)→同年<就任>第34代ｱﾐｰﾙ:ﾑｻ･ｲﾋﾞﾝ･ｲｻ･ｲﾋﾞﾝ･ﾑｻ･ｱﾙｱﾊﾞｼ(~796解任)
795年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||ﾊﾜｰﾘｼﾞｭ派のﾊﾑｻﾞ･ﾌﾞﾝ･ｱｰｻﾞﾗｸがｽｨｰｽﾀｰﾝで反乱(-796)
795年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ﾌﾗﾝｸ国王ｶｰﾙ1世(ｼｬﾙﾙ)が､ｲﾍﾞﾘｱ半島のｲｽﾗﾑ勢力の侵入防止のため､ﾋﾟﾚﾈｰ山脈南にｽﾍﾟｲ
  ﾝ辺境伯領を設置
795年1月26日-09:00|日本|京都府京都市下京区|延暦14年|桓武天皇の勅命により藤原冬嗣が平安京東西市の守
  り神として市比売社創建
795年1月26日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||唐･貞元11年|奉誠可汗､崩御/子がいなかったので､ｸﾄﾙｸﾞ=ｾﾝｸﾞﾝ(ｲﾙ=ｵｹﾞｼ)
  ､推戴されてﾃﾝｸﾞﾘﾃﾞ=ﾕﾘｭｸﾞ=ﾌﾞﾙﾐｼｭ=ｱﾙﾌﾟ=ｸﾄﾙｸﾞ=ｳﾙｸﾞ=ﾋﾞﾙｹﾞ=ｶｶﾞﾝとなる
795年1月26日-08:00|中国|  ||渤海･正暦1年|渤海国王｢康王大嵩ﾘﾝ｣正暦(~809年)と改元
795年2月24日-08:00|中国|  ||唐･貞元11年2月|<死去>回鶻可汗国第6代可汗｢奉誠可汗(阿啜)ｸﾄｩﾙｸﾞ･ﾋﾞﾙｹﾞ･ｶｶﾞ
  ﾝ｣
795年2月24日-08:00|中国|  ||唐･貞元11年2月|<即位>回鶻可汗国第7代可汗｢懐信可汗(骨咄禄)ﾃﾝｸﾞﾘﾃﾞ･ｳﾙｸﾞ･ﾎ
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  ﾞﾙﾐｼｭ･ｱﾙﾌﾟ･ｸﾄｩﾙｸﾞ･ｷｭﾘｭｸﾞ･ﾋﾞﾙｹﾞ･ｶｶﾞﾝ｣(~永貞元年(805年))
795年5月22日-08:00|中国|  ||唐･貞元11年4月29日|奚が平州を寇し､劉済がこれを青都山で破った
795年6月15日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||唐･貞元11年5月24日|唐､ﾃﾝｸﾞﾘﾃﾞ=ﾕﾘｭｸﾞ=ﾌﾞﾙﾐｼｭ=ｱﾙﾌﾟ=ｸﾄﾙｸﾞ=ｳﾙｸﾞ=ﾋﾞﾙｹﾞ=
  ｶｶﾞﾝを懐信可汗に冊封
795年9月2日-09:00|日本|  ||延暦14年閏7月15日|雑徭(国司が農民を使用できる使役)の日数を30日に半減
795年9月24日-09:00|日本|  ||延暦14年8月7日|<死去>鎮守府将軍｢百済王俊哲｣
795年10月2日-09:00|日本|滋賀県大津市|延暦14年8月15日|近江国相坂関を廃止
795年10月18日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||唐･貞元11年9月|横海軍兵馬使の程懐信がその兄の節度使の程懐直を追
  放し､留後を自称
795年12月16日-09:00|日本/朝鮮/中国|  ||延暦14年11月|渤海使68名出羽国に到着
795年12月25日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<死去>第97代ﾛｰﾏ教皇｢ﾊﾄﾞﾘｱﾇｽ1世｣
795年12月26日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>第98代ﾛｰﾏ教皇｢ﾚｵ3世｣(~08160612死去)
796年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾊﾟｰﾗｳﾞｧ朝君主｢Dantivarman｣(~846年)
796年-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||<就任>ｱｯﾊﾞｰｽ朝ｴｼﾞﾌﾟﾄ第35代ｱﾐｰﾙ:ｱﾌﾞﾀﾞﾗ･ｲﾋﾞﾝ･ｱﾙﾏﾊﾃﾞｨ･ｱﾙｱﾊﾞｼ(~797解任)
796年-02:00|ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ|  |||<即位>ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ帝国ﾊﾝ｢ｸﾙﾑ｣(~08140413死去)
796年-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||ｶｰﾙ大帝がﾊﾝｶﾞﾘｰ盆地のｱｳﾞｧｰﾙ王国を征服
796年1月7日-09:00|日本|  ||延暦14年11月23日|防人司を廃止(対馬･壱岐を除き､防人を廃止)
796年2月14日-09:00|日本|  ||延暦15年|造東寺長官であった藤原伊勢人が鞍馬寺堂塔伽藍を建立
796年2月14日-09:00|日本|京都府京都市南区|延暦15年|平安京への入口である羅城門の東西に東寺･西寺建立
796年2月14日-09:00|日本|京都府京都市|延暦15年1月1日|大極殿が完成
796年3月30日-08:00|中国|  ||唐･貞元12年2月17日|吐蕃がｽｲ州を寇し､刺史の曹高仕がこれを破った
796年4月7日-09:00|日本|  ||延暦15年2月25日|南海道の新道が開かれる
796年4月18日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾉｰｻﾞﾝﾌﾞﾘｱ王｢Athelraed Athelwaldes sunu(Athelred1世)｣
796年4月18日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ﾉｰｻﾞﾝﾌﾞﾘｱ王｢Osbald｣(~5.14)
796年4月30日-09:00|日本|  ||延暦15年3月19日|北辰を祭る事を禁じる
796年5月14日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ﾉｰｻﾞﾝﾌﾞﾘｱ王｢Eardwulf Eardwulfes sunu｣(1期目~806年廃位)
796年6月12日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>後ｳﾏｲﾔ朝第2代ｱﾐｰﾙ｢ﾋｼｬｰﾑ1世｣
796年6月12日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>後ｳﾏｲﾔ朝第3代ｱﾐｰﾙ｢ﾊｶﾑ1世｣(~08220521死去)
796年7月26日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾏｰｼｱ王｢ｵｯﾌｧ･Thingfrithes sunu｣/ｱﾝｸﾞﾛ･ｻｸｿﾝを統一しﾏｰｼｱ王国の最盛
  期を創った国王
796年9月 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｹﾝﾄ王｢Eadbearht Ealhmundes sunu Praen(Eadberht3世)｣(~798年廃位)
796年9月 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｹﾝﾄは独立を回復
796年9月6日-08:00|中国|  ||唐･貞元12年8月1日|朔､日食があった
796年10月6日-08:00|中国|  ||唐･貞元12年9月|吐蕃が慶州を寇した
796年11月30日-09:00|日本|  ||延暦15年10月27日|<任命>鎮守府将軍｢坂上田村麻呂｣(~不詳)
796年12月11日-09:00|日本|  ||延暦15年11月8日|隆平永宝を鋳造
796年12月14日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾏｰｼｱ王｢ｴｸﾞﾌﾘｽ･Offan sunu｣
796年12月14日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ﾏｰｼｱ王｢ｺｴﾝｳﾙﾌ･Cuthberhtes sunu｣(~821年死去)
797年-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||<就任>ｱｯﾊﾞｰｽ朝ｴｼﾞﾌﾟﾄ第36代ｱﾐｰﾙ:ｲｽﾏｲﾙ･ｲﾋﾞﾝ･ｻﾘｰ･ｱﾙｱﾊﾞｼ(~798解任)
797年 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ上王｢ｱｰﾄﾞ･ｵｰﾄﾞﾆﾃﾞ･ﾏｯｸ･ﾈｲﾙ･ﾌﾛｻｯﾊ｣(~819年没)
797年2月2日-09:00|日本|  ||延暦16年|この年筑前国司を廃し､太宰府に属させる
797年2月2日-08:00|中国|  ||唐･貞元13年|<死去>吐蕃ﾂｪﾝﾎﾟ｢ﾃｨｿﾝ･ﾃﾞﾂｪﾝ(赤松徳賛)｣
797年2月2日-08:00|中国|  ||唐･貞元13年|<即位>吐蕃ﾂｪﾝﾎﾟ｢ﾑﾈ･ﾂｪﾝﾎﾟ(穆尼賛普)｣(~798年死去)
797年3月15日-09:00|日本|  ||延暦16年2月13日|菅野眞道､藤原繼繩らによる続日本紀全40巻が完成
797年4月19日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>東ﾛｰﾏ帝国(ｲｻｳﾘｱ朝)｢ｴｲﾚｰﾈｰ･ｱﾃﾅｲｱ｣ﾚｵｰﾝ4世の皇后でｺﾝｽﾀﾝﾃｨﾉｽ6世の母(~
  08021031廃位)帝国史上初の女帝
797年4月19日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<廃位>東ﾛｰﾏ帝国(ｲｻｳﾘｱ朝)皇帝｢ｺﾝｽﾀﾝﾃｨﾉｽ6世｣ｴｲﾚｰﾈｰに追放される
797年6月7日-09:00|日本|京都府宇治市|延暦16年5月8日|宇治橋を造る
797年6月16日-08:00|中国|  ||唐･貞元13年5月17日|吐蕃がｽｲ州を寇し､曹高仕がこれを破った
797年6月24日-08:00|中国|  ||唐･貞元13年5月25日|義寧軍が乱を起こし､その将の常楚客を殺した
797年7月4日-09:00|日本|  ||延暦16年6月6日|収租の法を改める
797年8月15日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<死去>前東ﾛｰﾏ帝国(ｲｻｳﾘｱ朝)皇帝｢ｺﾝｽﾀﾝﾃｨﾉｽ6世｣目をくりぬかれ､その傷がもと
  で/27歳
797年9月28日-09:00|日本|  ||延暦16年9月4日|令外官として勘解由使を置く
797年10月-01:00|ﾁｭﾆｼﾞｱ|  |||ﾏｸﾞﾚﾌﾞのｱﾗﾌﾞ軍団が反乱し､ｶｲﾗﾜｰﾝを占領
797年11月27日-09:00|日本|  ||延暦16年11月5日|坂上田村麻呂が征夷大将軍に任命される
798年-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||<就任>ｱｯﾊﾞｰｽ朝ｴｼﾞﾌﾟﾄ第37代ｱﾐｰﾙ:ｲｽﾏｲﾙ･ｲﾋﾞﾝ･ｲｻ･ｱﾙｱﾊﾞｼ(~798解任)→同年<就任>第
  38代ｱﾐｰﾙ:ｱﾙﾚｲｽ･ｲﾋﾞﾝ･ｱﾙﾌｧﾃﾞｨﾙ(~803解任)
798年-01:00|ｱﾝﾄﾞﾗ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｳﾙｼﾞｪｲ伯･ｻﾙﾀﾞｰﾆｬ伯｢Borrell｣(~820年死去)
798年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｸﾞｳｨﾈﾄﾞ王｢Caradog ap Meirchion｣
798年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾀﾞｲﾌｪﾄﾞ王｢Meredydd ap Teuder｣
798年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｴｾｯｸｽ王｢ｼｹﾞﾚｯﾄﾞ･Sigerices sunu｣(~812年)
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798年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｸﾞｳｨﾈﾄﾞ王｢Cynan Dindaethwy ap Rhodri｣(~816年死去)
798年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｹﾝﾄ王｢Cuthraed Cuthberhtes sunu｣(~807年死去)
798年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ﾀﾞｲﾌｪﾄﾞ王｢ﾗｲﾝ･ｱﾌﾟ･ﾏﾚﾃﾞｨｯﾄﾞ｣(~808年死去)
798年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<退位>ｴｾｯｸｽ王｢ｼｹﾞﾘｯｸ｣放棄
798年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<廃位>ｹﾝﾄ王｢Eadbearht Ealhmundes sunu Praen(Eadberht3世)｣
798年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｹﾝﾄをﾏｰｼｱが征服
798年 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙはｶﾞﾘｼｱ･ｱｽﾄｩﾘｱｽ王国の一部となる(~808年)
798年1月22日-08:00|中国|  ||唐･貞元14年|<死去>吐蕃ﾂｪﾝﾎﾟ｢ﾑﾈ･ﾂｪﾝﾎﾟ(穆尼賛普)｣生母のﾂｪﾎﾟﾝ氏ﾒﾄｸﾄﾞｩﾝに毒
  殺される
798年1月22日-08:00|中国|  ||唐･貞元14年|<即位>吐蕃ﾂｪﾝﾎﾟ｢ﾃｨﾃﾞ･ｿﾝﾂｪﾝ(赤徳松賛)｣(~800年)
798年3月6日-09:00|日本|  ||延暦17年2月14日|漢音を用いて､呉音を排する
798年5月20日-09:00|日本/朝鮮/中国|  ||延暦17年5月|遣渤海使内蔵賀茂麻呂ら､出発
798年6月20日-08:00|中国|  ||唐･貞元14年閏5月2日|西北に星が落ちた
798年6月30日-08:00|中国|  ||唐･貞元14年閏5月12日|長武城の軍が乱を起こし､その使の韓全義を追放
798年8月4日-08:00|中国|  ||唐･貞元14年6月18日|帰化堡の軍が乱を起こし､その将の張国誠を追放し､涇原節
  度使の劉昌がこれを破った
798年8月17日-09:00|日本|京都府京都市東山区|延暦17年7月2日|坂上田村麻呂が平安京に清水山寺(清水寺)を
  建立
799年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||ｼﾞｬﾜのﾎﾞﾛﾌﾞﾄﾞｰﾙがこの頃建造
799年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ﾌﾘｳｰﾘ公｢ｴﾘｸ｣
799年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾌﾘｳｰﾘ公｢ﾊﾝﾌﾘﾄﾞ｣(~808年)
799年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌｨｳﾒはﾌﾗﾝｸ王国のｲｽﾄﾘｱ(798年以降)とﾘﾌﾞﾙﾆｱの一部
799年2月6日-09:00|日本/朝鮮/中国|  ||延暦17年12月27日|渤海使大昌泰ら朝貢
799年2月6日-08:00|中国|  ||唐･貞元14年12月27日|明州の将の栗鍠がその刺史の盧雲を殺してそむいた
799年2月8日-09:00|韓国|  ||新羅･元聖王14年12月29日|<死去>新羅王｢元聖王｣
799年3月21日-08:00|中国|  ||唐･貞元15年2月11日|宣武軍で乱が起こり､節度行軍司馬の陸長源を殺し､宋州刺
  史の劉逸淮が留後を自称
799年3月31日-09:00|日本|  ||延暦18年2月21日|<死去>和気清麻呂(公卿)[0733年生～](享年66)
799年4月19日-08:00|中国|  ||唐･貞元15年3月10日|彰義軍節度使の呉少誠がそむき､唐州を陷し､守将の張嘉瑜
  がここに死んだ
799年7月6日-09:00|日本/韓国|  ||延暦18年5月29日|遣新羅使を停止
799年7月27日-09:00|日本|  ||延暦18年6月20日|私出挙(私人が稲粟銭財などの私財を他に貸し与え利息を増収
  すること)を禁止
799年8月6日-09:00|日本|  ||延暦18年7月|三河に漂着した崑崙人により綿種伝来
799年10月7日-08:00|中国|  ||唐･貞元15年9月4日|陳許節度留後の上官ｾｲが呉少誠と臨潁で戦い､敗れた
799年10月8日-08:00|中国|  ||唐･貞元15年9月5日|呉少誠が許州を寇した
799年12月8日-08:00|中国|  ||唐･貞元15年11月7日|山南東道節度使の于?が呉少誠と呉房で戦い､これを破った
  ｡陳許節度使の上官ｾｲがまた柴籬でこれを破った
799年12月12日-08:00|中国|  ||唐･貞元15年11月11日|安黄節度使の伊慎がまた鍾山で呉少誠を破った
799年12月31日-08:00|中国|  ||唐･貞元15年12月1日|寿州刺史の王宗がまた秋柵で呉少誠を破った
800年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>古ﾏﾀﾗﾑ王国国王｢ﾗｶｲ･ﾜﾗｯｸ｣(~819年)
800年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ｼｬｲﾚﾝﾄﾞﾗ朝ﾏﾊﾗｼﾞｬ｢Samaragrawira｣(~812年)
800年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾊﾟｰﾝﾃﾞｨﾔ朝君主｢Varagunan1世｣(~830年)
800年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾌﾟﾗﾃｨｰﾊｰﾗ朝元首｢ﾅｰｶﾞﾊﾟﾀ2世｣(~833年)
800年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ﾀﾐﾙ語辞典｢ﾃｨﾊﾞｰｶﾞﾗﾑ｣が成立
800年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｽﾄﾗｽｸﾗｲﾄﾞ王｢Dumnagual4世｣(~849年)
800年 05:00|ﾍﾟﾙｰ|  |||このころﾍﾟﾙｰ北部のﾓﾁｪ文化が衰退し消滅する
800年1月-01:00|ﾁｭﾆｼﾞｱ|  |||<即位>ｱｸﾞﾗﾌﾟ朝｢ｲﾌﾞﾗｰﾋｰﾑ1世｣ﾏｸﾞﾚﾌﾞで建国､ｶｲﾗﾜｰﾝを首都(~812年死去)
800年1月25日-08:00|中国|  ||唐･貞元15年12月26日|諸道の兵が小?河で潰滅
800年1月28日-09:00|韓国|  ||新羅･昭聖王1年12月29日|<即位>新羅王｢昭聖王｣(~800年死去)
800年1月30日-08:00|中国|  ||唐･貞元16年|<即位>吐蕃ﾂｪﾝﾎﾟ｢ﾑﾙｸ･ﾂｪﾝﾎﾟ(牟如賛普)｣(~804年死去)
800年2月4日-08:00|中国|  ||唐･貞元16年1月6日|易定の兵が呉少誠と戦い､敗れた
800年4月11日-09:00|日本|  ||延暦19年3月14日|<富士山延暦の噴火>(~4.18)富士山三大噴火の最初
800年6月8日-08:00|中国|  ||唐･貞元16年5月13日|韓全義が呉少誠と広利城で戦い､敗れた
800年6月26日-09:00|韓国|  ||新羅･昭聖王2年6月|<死去>新羅王｢昭聖王｣
800年6月26日-09:00|韓国|  ||新羅･哀荘王1年6月|<即位>新羅王｢哀荘王｣13歳(~08090719殺害される)
800年6月26日-09:00|日本|  ||延暦19年6月1日|日蝕あり
800年8月14日-08:00|中国|  ||唐･貞元16年7月21日|伊慎が呉少誠と申州で戦い､これを破った
800年8月16日-08:00|中国|  ||唐･貞元16年7月23日|韋ｻｲが吐蕃の末恭城を落とした
800年8月23日-08:00|中国|  ||唐･貞元16年7月30日|韓全義が呉少誠と五樓で戦い､敗れた
800年8月24日-08:00|中国|  ||唐･貞元16年8月|劉済がその弟のﾀｸ州刺史の劉源とﾀｸ州で戦い､劉源が敗れ､これ
  を捕らえた
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800年9月15日-08:00|中国|  ||唐･貞元16年8月23日|韋?が吐蕃のｷﾞｮｳ城を落とした
800年12月19日-09:00|日本|鹿児島県|延暦19年12月|大隈と薩摩で班田を実施し､隼人の朝貢を廃止
800年12月25日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ﾌﾗﾝｽ/ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>初代ﾌﾗﾝｸ･ﾛｰﾏ皇帝｢ｶﾛﾙｽ1世(大帝､ｼｬﾙﾙﾏｰﾆｭ)｣教皇ﾚｵｰﾈ3世か
  ら戴冠(~08140128死去)


